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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















イラスト：佐々木あかね、四季童子、植田亮、いろは楓、安達洋介、猫猫 猫
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超まえがき






　というわけで、今回もクイズです。




　あるところに、ちょうど百平方メートルの人工池があります。

　そこに浮き草をひとつ、入れました。

　天候がよかったこともあり、浮き草は三日ごとに倍ずつ増えていき（つまり、六日目には四倍ということ）……とうとう、四七日目には池全体を埋め尽くしたのです。

　では浮き草が池の半分を埋めたのは、第何日目のことだったでしょう？




　……すみません、今回も簡単すぎました。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　というわけで、お待たせしました！

『アリアンロッド・サガ・リプレイ④　裏切りのマリオネット』をここにお届けしよう！

　ＴＲＰＧの自由さ、そして白熱のＰｖＰを描いた『殺意のエトワール』からはや半年……今回もネタ満載でお贈りしていくぞ。

　いつもならここで、平行するリプレイシリーズ『アクロス』、『ブレイク』、そして二〇〇九年一月に始まったばかりの『デスマーチ』……平行する他シリーズを解説するところだが、本シリーズも四巻目。平行シリーズを知らないって人も少なくなっている（はず）なので、今回はばっさり割愛させてもらった。

　くわしく知りたいというキミは前巻か、もしくは富士見書房のサイト、さらには『アリアンロッド公式サイト』をご覧になってほしい。




　富士見書房　アリアンロッド解説コーナー

　　http://www.fujimishobo.co.jp/game/arian/

　アリアンロッド公式サイト

　　http://www.fear.co.jp/ari/




　さて、ではさっそく本編に……と言いたいところだが。今回はその前に、みなさんにいろいろご説明しなければならないことがある。

　まずは次のページに目を通してほしい！











本ほん編ぺんに入る前に仕様上のご注意！






　さて、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』……通つう称しよう〝無印〟シリーズ最さい新しん刊かんとなるこの『裏うら切ぎりのマリオネット』だが―――本編に入る前に説明しなければなるまい！

　そう、本書を手にした時、キミは……




「あれ？」




　……と思ったかもしれない。

　なぜなら、本書の著ちよ者しやが〝無印〟シリーズの執しつ筆ぴつ者しやである菊きく池ちたけし……すなわち私わたしと、『サガ・ブレイク』シリーズの著者・鈴吹太た郎ろうの名前が併へい記きされているからだ。

　そう、今回は掲けい載さいされる二本のリプレイのうち、一本目を菊池が、二本目を鈴吹が執しつ筆ぴつを担たん当とうしているのだ。

　理由は、前ぜん巻かん『殺意のエトワール』に起き因いんする（笑）。

　その物語において、メルトランドを救うべく活動するピアニィたち一行の前に立ちふさがった『ブレイク』シリーズのＰＣたち……すなわちナーシア率ひきいる〝ファントムレイダーズ〟の面々。両ギルドは、激はげしいバトル……ＰＣ同士の戦いの末に和わ解かいし―――そして、ふたつの目的を得た。

　ひとつは、バルムンクの手に捕とらえられたピアニィの実じつ姉しステラ・ヴェレンガリア・レイウォールを救出すること。

　もうひとつは、グラスウェルズ王国の実力者ゴーダ伯はく……その手の内にある少年ロッシュ（ナーシアの弟）を解かい放ほうすることだ。

　集まった八人のＰＣは、話し合いの末におのおのに合った目的を果たすべく、元あるギルドに関係なくふたつのパーティを結成する。

　ステラ救出に向かうのは、フェリタニア側からナヴァールとベネット、ファントムレイダーズからカテナとゼパ。

　ロッシュ解放に向かうのは、フェリタニア側からピアニィとアル、ファントムレイダーズからはナーシアとアンソン―――。

　すなわち……おわかりだろうか？

　後者のパーティに参加するアンソンは、菊池のＰＣだ。

　さすがにＧＭとプレイヤーを同時にこなすほど、私は器用ではない（笑）。

　そんなわけで……今回は、前者を菊池、後者を鈴吹のＧＭ＆執筆でお贈おくりすることになったのである。






































ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Preplay 01◆パーティシャッフルセッション開かい幕まく




「菊池さん、実は俺おれってすごい気の利きく人間なんだ」

　それは二〇〇九年某ぼう月がつ某ぼう日じつ―――

　会議室に集まった面々を前に、鈴吹太郎がおもむろにそう言った。

　まるで目を輝かがやかせる子こ供どものような、さわやかな笑え顔がおだった。




　嫌いやな予感がした。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　その日は、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』……通称〝無印〟シリーズ、その第七話目の収しゆう録ろく日びだった。

　そこには、セッションのために集まったＧＭとプレイヤー、あわせて五人が顔をつきあわせて座すわっている。

　鈴吹太郎は再さい度ど、言った。




鈴吹：俺は気の利く人間だったんだよ、菊池さん……っ！

きくたけ：その笑顔はなんです。

鈴吹：実はね、菊池さんのためにこれを……（と、ガサガサと自分の鞄かばんをあさり―――）。

Ｏはた：やばい……社長のこの笑顔はやばい……（笑）。

長田：い、嫌な予感がするのじゃ……（笑）。

久く保ぼ田た：しゃ、社長……。




　このリアクションから察するに―――

　他のプレイヤーたちも、鈴吹の笑顔に悪お寒かんを感じていたようである。

　さて、今回は前巻の流れを受け、集まった面々がいつもとちがうことは先述したとおりだ。




　ではここで、そのメンバーを紹介しておこう。




鈴吹太郎

　その正体は中島純じゆん一いち郎ろう……すなわち、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]代表取とり締しまり役やくである。

　ＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』（いずれも、エンターブレイン刊かん）シリーズのデザイナー。

　ＴＲＰＧを想おもう心は空よりも高く、マリアナ海かい溝こうよりも深い。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』のＧＭおよび、執筆を担当する。

　また、〝無印〟シリーズにおいては〝策さく謀ぼうの軍ぐん師し〟ナヴァール、「デスマーチ」シリーズにおいては「俺の盗ぬすむものは世界」と大たい言げん壮そう語ごな盗とう賊ぞくギィのプレイヤーを務つとめている。




Ｏはた

　本名は、大畑顕あきら。

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社のスタッフで、主にさまざまなデータの作成を担当している男だ。

　ひとたび人と言葉を交かわせば、常つねに下へ下へと潜もぐり込こんでいく。まるで、あらゆるヒエラルキーの最下層こそが、おのれの領りよ域ういきだと言わんばかりに、だ。その三下スキルは他に比ひ肩けんしうる者はいないだろう。自じ慢まんになってない気もするが。

　〝無印〟シリーズのリプレイにおいては〝クラン＝ベルの四英えい雄ゆう〟がひとり、ベネットのプレイヤーを務めている。




久保田悠羅

『アリアンロッド』のシステムデザイナー。

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の中でもっとも大人であると名高いが、ふとした瞬しゆん間かんに「うにゅう」などと鳴くからあなどれない。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』のＧＭおよび、執筆を担当する。

「ブレイク」シリーズのリプレイにおいて、カテナ・アウレアのプレイヤーを務めている。なお、このカテナというキャラクターは「アクロス」シリーズに登場しており、久保田自身がＮＰＣとして使っているのでぜひともそちらも参照してほしい。




長田崇たかし

『神しん曲きよく奏そう界かいポリフォニカＲＰＧ』のゲーム・デザイナーである。

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社内ではＤＴＰデザインからスケジュール管理、ライティングまでもこなすオールラウンドプレイヤーだ。

　とぼけたしゃべりが持ち味で、そのキャラ性せいは彼かれの操あやつるＰＣにも色いろ濃こく受うけ継つがれている。

「ブレイク」シリーズのリプレイにおいて、〝愛の戦士〟ゼパ・フリンジコルトのプレイヤーを務める。




　―――では、著者である私のことも（念のために）紹介しておこう。




きくたけ

　本名は、菊池たけし。

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の専せん務む取締役副社長（笑）。

『アリアンロッドＲＰＧ』（富ふ士じ見み書しよ房ぼう）、『セブン＝フォートレス』＆『ナイトウィザード』（いずれも、エンターブレイン刊）シリーズのメインデザイナーである。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（無印シリーズ）でＧＭおよび執筆を務める。

　また、「ブレイク」ではアンソン、「アクロス」ではツヴァイ、「デスマーチ」ではドランのプレイヤーを務める。てか、キャラ多すぎ。




　今回は、こんなメンツでお送りしていきたいと思う！

　それでは、あらためて再ふたたび描びよう写しやをセッションの席に戻もどしてみよう。




　なお、今が食事中だというキミは、食べ終えてから読み進めていただきたい。




　　　　＊　　　＊　　　＊




きくたけ：……で。社長は、さっきからなんで笑ってるんです。

鈴吹：いやね？　ほら、セッション開始する時って、最初は場があったまってなくて、ＧＭがなんかゲームを始めにくいことってあるじゃないか。

きくたけ：私は、「なぜ社長が無む駄だに素す敵てきな笑顔を浮うかべてるのか」と聞いているんです。

鈴吹：だから、まずセッション前に場を暖あたためてあげようと言ってるんだ。見ろ……！（と、鞄の中より取りだした〝それ〟をテーブルの上に置く）

久保田：……お菓か子しの箱？

長田：（箱の裏うらを見て）アメリカ製の……ゼリービーンズ……？

鈴吹：そうそう。これがなかなか面おも白しろくてさ……（と、テーブルの上に敷しかれたティッシュの上に箱の中身をざらっとばらまく）。

一同：ぐわっ!?

Ｏはた：なんだこのカラフルな物体っ!?（笑）

きくたけ：どう見ても食べ物の色じゃないだろこれっ!?　日本人の感覚的にっ!!

鈴吹：いやいや、ゼリービーンズはこんなもんだって。色ごとに味もちがって、こんだけの種類があってお得！　さらには、同じ色でも二種類の味があってさ……。

きくたけ：どんな味があるんです。

鈴吹：（箱の裏の英語の説明を見ながら……）これがたぶんバナナ、これがたぶんブルーベリー、これがたぶんプラム、これがたぶんBooger、これがたぶんピーチ……。

長田：は？

きくたけ：い、今、さらっとなんつった……？

久保田：Booger……？

Ｏはた：それになんでいちいち「たぶん」なんですか（笑）。

鈴吹：言ったじゃん、同じ色で二種類の味があるって。たとえば……（黄緑っぽいひと粒つぶを手にとって）……これは、「洋なし」味か「Booger」味。

きくたけ：だから「Booger」ってなにっ!?

久保田：まあ、その色で洋なしってのは納なつ得とくできますが……。

鈴吹：「Booger」はまあ、直ちよく訳やくすると……。




　―――鼻くそ味。




一同：食えるか――――――っ!?（大だい爆ばく笑しよう）

鈴吹：大だい丈じよう夫ぶだって！　食べ物として売られてるんだから食べられるって！

きくたけ：いやいやいやっ、食べることが可か能のうなだけであって、食べたくはないっ!!

久保田：ほ、他になにが……っ（と、箱の解かい説せつを見る）。この黄色いのバターポップコーン味か……「Rotten Egg」味。

鈴吹：腐くさったタマゴ味。

長田：ピ、ピーチ味か……「Vomit」味。

鈴吹：ゲロ味。

久保田：……バナナ味か、「Pencil Shavings」味。

鈴吹：鉛えん筆ぴつのけずりカス味。

きくたけ：食ったことあるのかっ!?　鉛筆の削けずりカスをっ!!　開発者はっ!?


鈴吹：まあ、試ためしてみようじゃないか。さあっ、さあ……！




　社員に鉛筆の削りカスを食べさせようとする代表取締役社長・中島純一郎。




きくたけ：いや、待ったっ！　どうせだったら……ゲームに有効活用しましょうよ、これ！　今日、クリティカル出した人はコレを一個こ食べるというルールで進めよう！

一同：なにいっ!?

Ｏはた：ま、待ってくださいっ!?　今日はキャラのリビルドするんですよね!?　

きくたけ：するよん。




　リビルドとは、おおざっぱに言ってキャラのデータを１から組み直すというルールである。

　無印シリーズのセッションとしては、スキルガイドが発売されて以後の初めてのセッションだったため、データの環かん境きようを全シリーズでそろえるために今回よりリビルドを導どう入にゆうする予定になっていたのだ（「アクロス」シリーズではすでに導入済ずみだった）。




Ｏはた：さ、最悪だ――――――っ!?

きくたけ：？　なにが？　リビルドとゼリービーンズになんの関係が……。

Ｏはた：俺、《ハードラック》を取る気満々だったんですよっ!?（笑）




《ハードラック》

　振ふったダイスのうち、一個を６に変へん更こうするスキルである。

　つまり、振ったダイスのうち６が一個でもあれば確かく実じつにクリティカルを出せるという、実に素す敵てきなスキルだ。




Ｏはた：クリティカルがでやすくなるって喜んでいたのに―――っ!!（一同爆笑）

鈴吹：な、なるほど、《ハードラック》か。たしかにハードだ（一同爆笑）。

きくたけ：わはは……てえっ!?　もうこんな時間かよ!?　とっととセッションに入ります！







◆Preplay 02◆今回予告とハンドアウト




　一同が、ビーンズの恐きよう怖ふをひきずったまま―――。

　セッションは、本番開始となったのであった。




きくたけ（以下、ＧＭ）：……では、これよりセッション開始といきましょうか！　さて、前巻ラストの流れで、今回のパーティはフェリタニアからからふたり、ファントムレイダーズ側からふたりを選んだシャッフル編へん成せいパーティなわけですが……………………。

鈴吹：ナヴァール、ベネット、カテナ、ゼパ。ヒューリンがひとりもいねえ（笑）。

Ｏはた：なんという亜あ人じんパーティ（笑）。

ＧＭ：さらにはアルもピアニィも、ナーシアも……主人公格かくのキャラがいないという……。

長田：ほ、ほんとにこれは〝無印〟リプレイなんじゃろうか……（笑）。

ＧＭ：むしろ、ぽんこつパーティセッションです。

久保田：ぽんこつゆーな。

ＧＭ：（笑）。では、今回予告とハンドアウトにいこう！　なお、予告はフェリタニアメンバーの視し点てんでお贈りしまーす！　え……（と、息を吸すい込こんで―――）




今回予告！

「帝てい紀き八一二年、一二月―――。

　グラスウェルズが誇ほこる特殊部隊〝ファントムレイダーズ〟との死闘を潜くぐり抜ぬけたフェリタニア王家一行は、次なるふたつの目的を知った。

　それを解決すべく、ナヴァールとベネットは一時、ピアニィ、アルと別れを告げ、レイウォール王国へと向かう。

　そう。捕らわれの身となった、ステラ・ヴェレンガリア・レイウォールを救出するためだ。

　旅の道連れは次のふたり。

　〝ファントムレイダーズ〟に所しよ属ぞくする、カテナ・アウレア。そして、愛の戦士、ゼパ・フリンジコルトだった。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

　―――第七話『ステラ奪だつ回かい』




　……すべては、竜の石の導みちびきの元に」




[image: ]




　　　　＊　　　＊　　　＊




▼ナヴァール用ハンドアウト／鈴吹太郎

コネクション：ステラ・ヴェレンガリア・レイウォール　　　関係：庇ひ護ご

　キミの妹弟で子したる、ステラ・ヴェレンガリア・レイウォールが更こう迭てつ……いや、拘こう束そくされた。

　現げん在ざい、彼かの女じよはレイウォールの貴き族ぞくにして、バルムンクの一員とされる、アドルフィス・ハーリング伯に軟なん禁きんされているという。

　放っておくことはできない。

　ステラは、自分から助けを求めるようなことはしないだろう。だから、約束したのだ。

　あれは今から一〇年ほど前……サザーランド師しの元で修しゆ行ぎようを積んでいた日のこと。

　そう、それは寒い冬の夜だった―――。




鈴吹（以下、ナヴァール）：なんだそれはっ!?　そのまま回想シーンに突とつ入にゆうしそうだ!?（笑）

ＧＭ：うひひ。

ナヴァール：一〇年前っていうと、ステラはその時いくつ？

ＧＭ：その頃は、一四歳さいくらいかな？

ナヴァール：なるほど（笑）。ステラを助けにいくって目的は前回からの流れでわかってるので……あとは、どれだけ関係を結べるかが勝負か！（笑）

ＧＭ：そういうことです。では、次はカテナ！




▼カテナ・アウレア用ハンドアウト／久保田悠羅

コネクション：ベイオネット　　　関係：宿しゆ敵くてき

　アドルフィス・ハーリング―――キミがまだレイウォールにいた頃、兄と呼よんでいた男だ。しかし今レイウォールにいる、アドルフィスの顔をした男は君の兄ではない。

　その正体は、コードネーム〝ベイオネット〟。

　キミがその手にかけたはずの、バルムンクのエージェントだ。

　だが、あれは生きていた……それはキミにとって看かん過かできない事じ態たいだ。

　そんなおり、キミの元に差出人不明の手紙が舞まい込こんだ。

「ベイオネットの情じよう報ほうがある、へクスフォードまで来られたし」、と。
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ナヴァール：今回のハードボイルド担当はカテナだな（笑）。

久保田（以下、カテナ）：パーティ全体の目的はステラ救出で、個こ人じん的てきな目的がベイオネットを倒たおす、か。

Ｏはた：美しい（笑）。

カテナ：えー、くわしくは『アクロス』シリーズを読んでください。

ＧＭ：まあ、ステラを捕らえたバルムンクが、カテナの仇かたきの男だ、とだけ理り解かいしていればよいかと。では、次はベネットいきまーす。




▼ベネット用ハンドアウト／Ｏはた

コネクション：アルディオン大陸　　　関係：世界がキミを必要としている。




一同：待てぃっ!?（笑）

Ｏはた（以下、ベネット）：ちょっと待ってください菊池さんっ!?　なんですか「世界がキミを必要としている」ってっ!?（一同大爆笑）　どんな関係だあっ!?

ナヴァール：げらげらげら（←大爆笑している）。

ＧＭ：なお、この「世界」には、「ＧＭ」も含ふくまれております。

Ｏはた：ほう！　つまり、あっしは世界にもＧＭにも必要とされているとっ!!

ＧＭ：そのとおりっ!!　いや、ほらさ？　第三巻……第五話でモンドーラ倒したじゃん？　あの時、モンドーラが持ってた〝旅人の石〟を取とり戻もどしちゃったわけで……。




　第三巻「殺意のエトワール」に収録された第五話において、バルムンク一二人衆しゆうがひとりモンドーラは打うち倒たおされた。
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　ベネットが生まれ故こき郷ようであるエリンディルを離はなれ、このアルディオンに渡わたってきた理由はこのモンドーラにあった。エリンディルにあった旅人の石を持ってアルディオンに戻ったモンドーラを追い、ベネットはこの大陸に渡ってきたのだ。つまり―――。




ベネット：は!?　そうか、あっしはもうエリンディルに帰っていいんだっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：と、そこでこのハンドアウトだ！　続き！




　旅人の石も取り戻した。

　宿敵モンドーラも倒した。

　キミは、アルディオン大陸での目的を果たしたのだ。

　……もう、エリンディル大陸に帰ってもよいんじゃないだろうか？

　ふと周囲を見回せば、「……ベネットちゃん、帰っちゃ嫌です」と、ピアニィ、そしてアルまでもが涙なみだながらにキミを見ていた。

　……そんな、気がした。

　クラン＝ベルの四英雄として、キミは―――。




一同：おいっ!?（笑）

ベネット：（ゲラゲラ笑いながら）そうだ！　あっしはクラン＝ベルの四英雄っ！　そう、世界が必要するならあっしはこのアルディオンに、あえて残ろうではないか！

ＧＭ：うひひ。では、次はゼパー。




▼ゼパ・フリンジコルト用ハンドアウト／長田崇

コネクション：愛　　　関係：愛

　レイウォール第一王女、ステラを救うこと。

　バルムンク……アドルフィス・ハーリングを討うち取とること。

　それは、キミにとっては任にん務むの外のことだ。国に戻れば、懲ちよう罰ばつものかもしれない。

　だが、キミはその目的に向かって進むことを躊ため躇らわわない。

　なぜならば、そこには「愛」があるからだ。




ナヴァール：な、なんててきとーなハンドアウトだ！（笑）

長田（以下、ゼパ）：じゃがコネクションも関係も「愛」っ！　これはやるしかないのう!?

一同：やるしかないのっ!?（笑）

ベネット：今まであっしも投げっぱなしなハンドアウトが多かったでやんすが……こ、これほどのはなかった……っ!!（笑）

ＧＭ：ま、まあ今回はナヴァールとカテナがメインの話なんでご勘かん弁べんを！（笑）

ゼパ：ふふふ、問題ないのじゃ。愛あいでみんなを守るのじゃ！（笑）

カテナ：みんなを守れるといいな。な、ベネット（ぽん、と肩かたをたたく）。

ベネット：な、なんでやんすかその含みのある笑顔は。

カテナ：後方に向けて全力疾しつ走そう五〇メートル。

ベネット：っ!?　あ、あれは……っ、あれはちょっとしたミス！　も、もうあんなことは絶ぜつ対たいやらない！　リプレイ出たあと、友人全員にツッコまれたのでっ！（笑）




　前巻『殺意のエトワール』収録の第六話―――。

　そのＰＣ同士のバトルにおいて、ベネットは戦せん闘とうのしょっぱなで後方に五〇メートルダッシュをかけ……敵のスキルの射しや程てい外がいに出たはいいが、自分のスキルも届とどかないという離はなれ業わざをやってのけたのである。




ベネット：も、もう……っ、もうあんなことは―――っ!?（←トラウマらしい）

ＧＭ：（笑）。まあ、そのことは横においときまして、そろそろキャラのリビルドに入りましょうか。……が、その前に。

ゼパ：その前に？

ＧＭ：今回、ちょっと特殊な状じよう況きようなので、この後の八話を担当する社長と相談して、第四巻用のレギュレーションを決めました。その説明から先にいきまーす。







◆Preplay 03◆今回のレギュレーションとレベルアップ紹介




　さて、今回は最初にも説明したとおり、ふたつのギルドからメンバーを選出＆混こん成せいさせた特殊な状況だ。つまり、今回のセッション用に決めておくべきルールがあったわけで―――。




ＧＭ：では、まずは簡かん単たんなところからで……ベネット専せん用ようのレギュレーションだ。

ベネット：あっし専用っ!?




ルールその１『旅人の石は使用不ふ可か』




ベネット：……なるほど（笑）。

ＧＭ：このアイテム、第五話のセッションでモンドーラが使っていたわけだが……。

ナヴァール：世界の好きな場所に移い動どうするって効こう果かだな。

ＧＭ：ええ、ＰＣが使うデータとしては細かい内ない容ようを詰つめてないで……いや、今回は、まだその大いなる力の使い方がわからないということで！

ベネット：わかったでやんす（笑）。

ＧＭ：では、次のルール。




ルールその２『ギルドがふたつある状じよう態たいで行なう。


各ＰＣは、自分が所属するギルドの効果のみ受けることができる』






ゼパ：……え？　同じパーティでもギルドはばらばらってことで？

ＧＭ：そうそう。例えば、ゼパならファントムレイダーズの持っているギルドスキルの恩おん恵けいしか与あたえられないってこと。

ナヴァール：つまり、私とベネットが《陣じん形けい》で移動する時、ゼパとカテナにその効果は発生しないってことだ（笑）。

ベネット：そ、それは面白い！（笑）

ＧＭ：なお、今回のパーティの中には正当なギルドマスターが存在しないので、それぞれ臨りん時じのギルマスを決めてくださいませ。

ゼパ：まあ、ファントムレイダーズ側はカテナでいいじゃろう。

ＧＭ：フェリタニア側は？（ポン、とベネットの肩をたたく）

ベネット：フェリタニア側はナヴァールで。

ＧＭ：なにいっ!?　お、お前！　読者の期待をなんだと思ってるんだっ!?（くわっ）　ベネットがギルドマスターになるなんて、この先あることじゃないんだぞっ!?

ベネット：いや……あっしはジェネラル時代のことを後こう悔かいしていてね……（遠い目）。

ＧＭ：失った二五〇名の部下の御み霊たまに報むくいる最初で最後のチャンスかもしれないのだぞ！

ベネット：後方に五〇メートルダッシュするギルドマスターでよいのか。

ＧＭ＆一同：ナヴァールで（きっぱり）。

ＧＭ：（笑）。では次のルール！　ギルドがふたつになったのでこれが必要になりました。




ルールその３『ドロップ品は換かん金きんしたのちに、ギルドごとに折半する』




カテナ：うん、なるほど。これは大事（笑）。

ベネット：ちゃんとお金を持ち帰らないと、アルとピアニィ陛へい下かになにを言われるか。

ＧＭ：では、最後のルール。




ルールその４『セッション開始時の買い物は、消しよう耗もう品ひんのみ可かとする』




ベネット：これ、矢とか生命の呪符は補ほじ充ゆうしてもいいけど、装そう備びは変えられないと？

ＧＭ：そうそう。今回、ギルドメンバーが全員いるわけじゃないでしょ？　相談しないままでかい買い物するのは微びみ妙ようなことに。

カテナ：ああ、なるほど。それはそうですね。

ＧＭ：と、だいたいルールはこんなとこかな。もしかすると、セッション中になにか不都合が発生するかもしれないが……あとは、なんか問題が出た時に個こ別べつに対たい処しよするってことで。

ナヴァール：それでよいかと。

ＧＭ：では、ここからリビルド＆レベルアップに入りましょうか！　……あ、ちなみに今回、レベルアップできるのはフェリタニア側のナヴァールとベネットだけね。

カテナ：く……っ（笑）。

ナヴァール：前回のＰｖＰが明暗を分けたな（笑）。

ベネット：　ＰｖＰのルールだと、負けた側がもらえる成長点の方が少ないでやんすからねえ。ふふふ、あっしはこれで17レベルに！

ナヴァール：ちなみに俺は18レベル。

ベネット：なにいっ!?（笑）

ナヴァール：ふふふ、これまでみんながフェイトを上げる中、俺はその分で成長点を貯ためていたからな！　とうとうここに来て差がついた！（笑）

ＧＭ：おめでとうございます（笑）。ではリビルド＆レベルアップを始めよう！




　そして、ルールブック……いや、『スキルガイド』をひっくり返しつつ騒さわぐこと一時間ほど―――そこに、パワーアップを経へて生まれた四人の姿すがたがあった！




▼ナヴァールの場合

ナヴァール：えー……実はリビルドによっての変へん更こう点てんはございません。レベル上じよう昇しようによる成長のみです。フェイトも五点上がって、一二点になりました。

ナヴァール：スキルは……《ブランダームーブ》と《バッドムーブ》が３レベルになったので、相手の命中値を６も下げられるぞ。物理攻こう撃げきも、魔ま法ほう攻撃も。

ベネット：これで《パリペイティア》の確かく実じつ性せいがだいぶ上がりますな（笑）。

ナヴァール：うむ、よほど命中値が高い敵以外、マイナス６の修しゆ正うせいで命中判はん定ていは厳きびしかろう。《パリペイティア》で振り直しさせれば、まず攻撃を当てられまい。

ナヴァール：で、えー……ハイＭＰポーションを五本購こう入にゆうしました。

ベネット：あっしらは《値ね引びき》を持っているからすごくお得！　あっしもリンメルの矢を追加購入するっ！（笑）

カテナ：そうだ、ナヴァールかベネットにお金を渡し、代わりに買ってもらうと、こっちも節約できるんじゃないかな？

ＧＭ：まぁ、そのぐらいはいいでしょう（笑）。

ナヴァール：（笑）。ギルドをシャッフルするとなんかお得だな。お互たがいのメンバーの編成というか、スキルの相あい性しようが今ひとつな感じになりそうだが（笑）。

ＧＭ：かもしれませんな（笑）。では、次にベネット！




▼ベネットの場合

ベネット：では、このあっし……スーパーベネットＲの番でやんすな！

ＧＭ：待てぃ！　なんだその「Ｒ」ってのはっ!!

ベネット：ふっ、この「Ｒ」は……Rebuildリビルドの「Ｒ」！（一同爆笑）

ナヴァール：ＲＸの方がかっこよくないか？（さらり）

ベネット：ではそれで（あっさり）。スーパーベネットＲＸになったことにより、向かうところ敵なし！　なにせ「キミがいないとやっていけないんだ！」と、アルディオン大陸さんに足を掴つかまれたくらいでやんすからね……!!　その制せい止しを振ふり切きれずあっしは……っ!?

ＧＭ：ところでどう成長したのか報ほう告こくしてほしいわけだが。

ベネット：はい（笑）。レベル17になりましたが、実は基き本ほん的てきなところは変わってません。

ＧＭ：あれ、そうなの？

ベネット：ええ。あえて言うなら……《エアリアルステップ》をやらなくなった代わりに、《オートガード》というスキルを覚え、それから《デュアルアロー》《ハードラック》《デュアルエフェクト》を習得！　おお、さらには《インターフィアレンス》を生かすために、《ハンティングアイ》を取得、命中を上げまして。さらにフィルボルに弟子入りをして《ラーニング》で《ニンブル》を取得、回かい避ひを上げてきたくらいでやんすっ！（ぺらぺらぺら）

一同：すげー変わってるじゃんっ!?（笑）




▼カテナの場合

カテナ：レベルは変わらず16のまま。リビルドでスキルをちょこちょこっといぢりました。具体的には《マジックサークル》《エイミングフォージ》を捨すてて、《コンボアタック：マジック》を取得してます。……今回は使わないけど（笑）。

ＧＭ：ああ、次回のために取ったのね？（笑）

カテナ：そうそう。コンボスキルを発動させる時、アンソンが駄だ目めだった時のために代打ちできるようにと。

ＧＭ：ア、アンソンはやればできる子だよっ!?（笑）

ナヴァール：代打ちはともかく、カテナ加えて三連撃とかになるとカッコイイんじゃない？

カテナ：ですです（笑）。それから……将しよ来うらいのために《センスマジック》。ソーサラーの前ぜん提ていスキルであるんで。

ベネット：それ取っておくとダメージが上げられるスキルがソーサラーにあるんでしたっけ。

カテナ：そうそう。他は……変わりません。キャラとしてスキル構成が完成されているんで、変えようがないんです（笑）。

ＧＭ：アイテムは？

カテナ：変わらず。ポーション類は前回から引ひき継つぎで、ハイＨＰポーションが五本、ハイＭＰポーションを一〇本持ってます。生命の呪符だけ買い足しました。以上です。




▼ゼパの場合

ゼパ：では、いきます。こっちもリビルドで、ちょこちょこと変わりました。《スティールクラッド》の防ぼう御ぎよ力りよくが５点上がり……。

ＧＭ：さ、さらに硬かたくなったと。

ゼパ：はい。で、《ウェポンエキスパート：鞭むち》とかがなくなりましたが、《アックスアデプト》《ウェポンマスター》を取ったので、ダメージは上がりました。振るダイスの数が減へった代わりに、固こ定てい値ちが上がってます。

ＧＭ：なるほど、固定値は裏切らない、か（笑）。

ゼパ：さらに《グラディエイト》取ったので、命中が14から19に……！

一同：おお！

ゼパ：その代わり、《アラウンドカバー》のレベルがちょっと下がりました（笑）。

一同：なにいっ!?

ベネット：あ、でも《アラウンドカバー》は『スキルガイド』でデータが調整されてるので、１レベルでも問題ないかと。

カテナ：キャラのやること……具体的に防ぼう御ぎよ性せい能のうはそんなに変わってない？

ゼパ：ですのう。アイテムも変わってないです。

ＧＭ：うし、これで全員紹介終わったな。じゃあ、それぞれギルドスキル取って次いこう！


































◆Preplay 03◆アンケートにご協力ください




　リビルド＆レベルアップ作業の末―――キャラクターデータはここに完成した。

　ギルドスキルも取得し終え……本来は、ここでセッション本番に突入するものだ。

　だが、




　今回はおそるべきもう一手順が、用意されていた。




ＧＭ：では、ギルドスキルを取り終えたところで……。

ナヴァール：セッション本番に入ろうか。

ＧＭ：いえ、ここでアンケートに答えていただきます。

一同：アンケートっ!?

カテナ：アンケートってなにっ!?

ＧＭ：は、こちらになります（と、ひとりひとりに配る）。

ベネット：ぐわっ!?　なんだこりゃあっ!?（大爆笑）

ナヴァール：コレ細かいな！　プライバシーポリシーも書かれてるっ!?（大爆笑）
















ゼパ：こ、これはなんに使うので……？

ＧＭ：もちろん、アンケートの結果をシナリオの一部に反はん映えいさせていただくに決まっている。

カテナ：答えになっていない……（笑）。

ゼパ：担当するキャラとして記入してくださいって書いてあります、ね……。

ナヴァール：よし！　他の者に見えないようにこっそり書こう……（笑）（かきかき）。

ゼパ：質しつ問もん①、「大切なもの」…………愛、かのう？

ベネット：……「怖こわいもの」？　スーパーベネットＲＸとなった今では、フェルシアでさえ怖くないでやんすからなあ？

カテナ：ほう……（←フェルシアのプレイヤー）。
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　なんだかんだと言いつつも、楽しそうに記入していく一同。

　そしてややあって……。




一同：書けた！

ＧＭ：……ほい、書き残しはないですね？　では、回かい収しゆうしまーす。

ベネット：……どう使うつもりなんでやんすかね？　不安だ……（笑）。

ＧＭ：うひひ、それはあとのお楽しみ！　では、セッション本編に入りましょう……っ！











ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆四つの思い




　レイウォール王国は東の海岸線に位置する港町・ヘクスフォード。

　エリンディル大陸との交こう易えき港のひとつとして、誰だれもが知る有名な街だ。

　時じ刻こくは深夜に近いというのに、いつまでも灯あかりの絶たえないこの街を……ほど近い山の上より見下ろす者たちがいた。

　佇たたずむ人ひと影かげは、四人―――。

　そのうちのひとりが、はげ上がった頭をさすりながら、さも当然といった趣おもむきで言った。




「……ふむ、ここまでは順調じゃの」




ＧＭ：では、オープニングシーンに入ろうか。最初のシーンは、ステラやハーリングについて、このあとどのように情報収しゆう集しゆうするかを相談する場面だ。
















ナヴァール：ふむ、たしかになんの情報もないからな。

ＧＭ：当然、ここは全員登場。シーンの舞ぶ台たいとなるのは……夜の山中。いや、崖がけの上かな。眼がん下か、少し離れた場所にへクスフォードの街の灯りが見える。

カテナ：へクスフォード!?　早っ、もうレイウォールに潜せん入にゆうしてるのか！（笑）

ＧＭ：ええ。前巻のラストでピアニィやナーシアたちと別れてのち、ステラ救出のためにキミたち四人はレイウォールへと向かい……今、ここに至いたる。

ベネット：か、過か程てい！　過程は!!（笑）

ナヴァール：レイウォールの警けい戒かい網もうはどうなっているのだ（笑）。

ＧＭ：国こつ境きようを越こえてここまでほぼ苦労もなく来られたことに、ベネットとナヴァールは驚おどろきの色を隠かくせない。そう、これが今まで数々の秘ひ密みつ工作を成功させてきた―――ファントムレイダーズの実力だっ!!（一同爆笑）

ナヴァール：……ふうむ、聞ききしに勝まさる手て際ぎわのよさ。私もただ舌したを巻まくばかりだ（笑）。

ＧＭ：そう、なにせ彼らには幻げん竜りゆう騎き士し団だん秘伝の潜入マニュアルがあるからな。

ナヴァール：そんなものがあるのか！（笑）

ＧＭ：……とはいえ、それだって完かん璧ぺきとは限かぎらない。キミたちが気づかないだけで、すでに警戒網にひっかかり、密ひそかにマークされてるかもしれない。そんなわけで、ここで判定をしてもらおう。この判定の達成値しだいで、この後のシナリオの展てん開かいに影えい響きようが出ま……。

カテナ：《偽装情報》を使います。

ＧＭ：……………………。

カテナ：いいよね？

ＧＭ：キミたちは警戒網に引っかからず、ここまでやって来たようだ（一同大爆笑）。




《偽装情報》

　情報ひとつを偽装し、隠いん蔽ぺいするギルドスキル。

　偽装された情報を見み破やぶるためには、判定が必要となる。




ＧＭ：―――さて、崖の上よりへクスフォードを見下ろせば、あと半日ほどでその街の中にたどり着けるとわかる。それを確かく認にんし……。

ベネット：つまり、今こん晩ばんはここで野宿でやんすな。

カテナ：そうなるな。じゃあ、街の方から見られない位置……少し引ひっ込こんだところで火を焚たこう。

ＧＭ：ほい。では、キミたち四人は火を囲み……その場は、奇きみ妙ような沈ちん黙もくに包まれた。

カテナ：沈黙？

ナヴァール：ああ、我われ々われは知り合って間もないからな。せっかくだから、少しみんなで会話をしておきたいところだ。お互いのモチベーションとかを語っておこう（笑）。

ベネット：了りよう解かいでやんす！　では、あっしが話を振るでやんす！　え～、あ～……。

一同：…………。

ベネット：（ギギギ、とカテナを見て）カ、カテナさんはどういったご用よう件けんでこちらまで？

カテナ：いくらなんでも不自然すぎだろうそれはっ!?（一同大爆笑）

ベネット：は、マジすいませんでしたっ!?　あっしは語ることがないでやんす！（笑）

ナヴァール：ふうむ―――ならば、私が。カテナには話したいことがあるぞ。

ＧＭ：では―――（ナレーション風に）……どことなく物もの憂うげな表ひよう情じようで焚たき火びの炎ほのおを見つめるカテナ。その瞳ひとみは静かで深く、しかし決意の色が見える。ナヴァールは、黙もくしたまま薪まきをくべる彼女に静かに声をかけた。

ベネット：ふ、雰ふん囲い気きが一いつ瞬しゆんでシリアスに！（笑）

ナヴァール：（静かな口調で）カテナ・アウレア殿どの、貴女あなたのお噂うわさは聞いていた。レイウォールの貴族であるハーリング家出身ながらも身分を捨て、傭よう兵へい隊たいで隊長をやっておられたと。

カテナ：……くわしいな。

ナヴァール：（静かな口調で）なに、『アクロス』は全部読んでいますからな。

一同：こらっ!!（大爆笑）

ナヴァール：も、戻して戻して……えー……たしか、貴女の所属していた傭兵隊……たしか〝黄金の狼おおかみ〟と言いましたか。五年前を最後に、噂を聞かなくなった。全ぜん滅めつしたと聞きき及およんでいましたが―――それがなぜ、グラスウェルズの密みつ偵ていをやっておられる？

カテナ：……〝黄金の狼〟が全滅した戦いのさい、生き残った部下を率いて撤退している時に知ったのだ。我わが兄がバルムンクのベイオネットという奴やつに取って代わられていた、とな。

ベネット：ほ、ほうほう。

カテナ：ベイオネットは、かつての部下と共に倒したはずだった。しかし、なぜか奴はまだ生きている。これを看過することはできない。

ナヴァール：だからといって、グラスウェルズに行かずとも……。

カテナ：グラスウェルズにバルムンクが潜り込んでいるらしいと聞いてな。そこで、かつて共に戦ったことのあったゼパを頼たより、グラスウェルズに行ったのだ。

ゼパ：その時にはワシはもう、幻竜騎士団に在ざい籍せきしていたからのぅ。

ナヴァール：カテナは白竜騎士団のエゼルバルド・バイゴットに気に入られてたし、比較的楽に幻竜騎士団へと移うつれたんだろうな（笑）。
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カテナ：だが、面白いものだな。同じ仇を追って、対立するはずの我々が手を組むのも。

ゼパ：それにナヴァール殿が救おうとしているのは、フェリタニアの敵とも言えるレイウォールの姫ひめ君ぎみじゃ。おかしな話だらけじゃ。

ＧＭ：たしかに色々すげーわかりにくい（笑）。




　前述の人物相関図を参照である。




ナヴァール：ステラは、同じ師を仰あおいだ仲でな。いわば兄きよう妹だい弟子。私を知らずとも、師の名……サザーランドは貴き君くんらも知っていよう。
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ゼパ：おお、あの大陸一と謳うたわれる軍師の兄妹弟子……なるほど。

ＧＭ：ちなみに、『最強のフィアンセ』で、ナヴァールとステラは共同戦線を張はって幻竜騎士団を撃げき退たいしてるし、ふたりの関係をカテナたちは知っていてもおかしくない（笑）。

カテナ：臥がり竜よう・鳳ほう雛すうとしても名高いしな（笑）。

ベネット：ちなみに、どっちが臥竜でどっちが鳳雛かと申しますと―――。

ナヴァール：そ、それはもういいのだっ！（笑）

カテナ：では、あなたは妹弟子だからという理由で救いに行かれるのか？

ナヴァール：いや、ステラは私が仕えるピアニィ陛下の姉君であらせられるゆえ……。

ＧＭ：それが本心からの言葉かどうなのかは、ナヴァールのみぞ知る。それまで沈ちんち着やく冷静に見えたナヴァールの表情が、わずかに変わったようにカテナには見えた。

カテナ：そこでくすりと笑おう。

ナヴァール：…………く（笑）。

ＧＭ：（笑）。さて、ここらでこの後の方ほう針しんを決めようか。

ナヴァール：ヘクスフォードで情報収集するんだな？

ＧＭ：情報収集の項こう目もくは次のとおりだ。




・ハーリング伯について　（場所：酒場）

・ベイオネットについて　（場所：裏うら通どおり）




カテナ：情報が得られる場所がちがう……パーティをふたつに分けろということか。

ナヴァール：みんなで行くのはだめなのか？（笑）

ＧＭ：かまわないけど、できればふたつに分かれてほしい（笑）。それぞれの場所に、ちょっとしたイベントが用意してあったりするので。

ナヴァール：手紙には「へクスフォードに来い」しか書かれてないの？

ＧＭ：いや、その手紙の差し出し人が誰かはわからんが、色々お膳ぜん立だてしてくれているようだ。へクスフォードのどこで情報を集めるのか、もしくはその謎なぞの人物が集めた情報をどこで引ひき渡わたすのか―――それが指定されている。「裏通り」とかって（笑）。

カテナ：では、私は裏通りに行く。

ベネット：ふうむ……じゃあ、あっしは酒場にでも。

ナヴァール：私も裏通りがいいかな。

ゼパ：ワシも裏通りに行……。

ベネット：じじい――――――っ!?　あっしを殺す気か―――っ！　防御役ふたりは分かれて行動するとこだろ―――っ!?

ゼパ：ふぉふぉふぉ、冗じよう談だんじゃ。ベネット殿についていこうかのう（笑）。

ベネット：……じ、じーさん、お茶ちや目めすぎでやんす。

カテナ：ええと、ベネットにも話しかけておこう。……私もレイウォールを離れて久ひさしい。シーフのお前ならば、期待に応こたえてくれると信じている。

ベネット：おう！　こう見えてもあっしは、大陸中を駆かけ回まわって情報を集めまくった女！　この街にも来たことがあるでやんすっ！　つまり、この街はあっしの庭のようなもの！　

カテナ：ほう、それは頼もし……。

ベネット：滞たい在ざい時間は、二時間くらいだったでやんすが。

カテナ：…………。

ナヴァール：ベネット……。

ゼパ：（暖かい声で）……さすがじゃのう。尊そん敬けいの眼まな差ざしで見つめるのじゃ……（笑）。

ＧＭ：わははは、では、行動方針が決まったところで、ミドルフェイズに移りましょう！




















ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆捕とらわれの王女


―――マスターシーン






　窓まど際ぎわに置いた木もく製せいのロッキングチェアに腰こしを掛かけ、ステラは目的なく窓まどの外を眺ながめていた。

　一いち枚まいのガラスを挟はさみ、そこに広がっていた景色は―――冬。

　屋や敷しきを取り囲む木々の大半にもはや葉はなく、一部の針しん葉よう樹じゆを彩いろどる緑だけがかえって外の景色の寒々しさを助長していた。

　ここ数日……時おり天より舞まい散ちる白いものが、このアルディオンに本ほん格かく的てきな冬が到とう来らいしたことを教えてくれる。

「―――いつまでも、ここにいるわけにはいかない」

　幾いく度どとなく同じ考えを巡らせても、しかしそれは叶かなわぬ望みであると……窓まど枠わくにはめ込こまれた鉄の格こう子しが無言で主しゆ張ちようしていた。

　振ふり返かえることもせず、ステラは窓に映うつる背はい後ごの男に向けて声をかけた。

「……兄上、いつまでこんなところに私わたしを軟なん禁きんするおつもりか」

　ヒューバードは、愛する妹の無愛想な物言いを遺い憾かんに思いつつ、笑えみと共に応こたえた。
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「……決まっている、お前が必要になるその時までさ」




ＧＭ：……と、ミドルの冒ぼう頭とうはそんなステラとヒューバードのやりとり―――マスターシーンから始まります。

ベネット：なんか意味ありげなことを言ってるでやんすな……（笑）。

ゼパ：必要になる時ってなんじゃ？

ＧＭ：うひひ。ヒューバードにはヒューバードの、なんかしらの企たくらみがあるんでしょう。これまでのリプレイの中にも、意図をもって探さがせば意味深なセリフがあるはずだ（笑）。

カテナ：なにい……（笑）。

ナヴァール：ちなみにステラは軟禁されてるのか。これ、場所はどこだ？　

ＧＭ：そこは現げん段だん階かいでは不明。王都・ノルドグラムでないことだけはたしかだ。

ベネット：質問。ステラがいるなら、このシーンの中にハーリングもいる？

ＧＭ：いる。それだけじゃない、ヒューバードの背後には例の仮か面めんの男も控ひかえているな。そして、彼かれらの会話はこんな感じに続く―――。




「……はぐらかすのはやめてもらおう！」

　ステラは苛立ちを隠かくさず言葉を投げつけた。

「兄上、今……こんなことをしている場合ではありますまい！　

　なにをお考えかわかりませんが、フェリタニアとメルトランドに連合を組ませ、大きな勢せい力りよくを作り出してしまったことはレイウォールにとって、看かん過かできない大失敗。我われらは……」

「失敗？　いったいなにが失敗だと言うのかね？」

　ステラの言葉に、ヒューバードの態たい度どは崩くずれない―――むしろ余よ裕ゆうさえ見て取れた。

「……は？　グラスウェルズに比ひ肩けんしうる勢力が現あらわれようとしているのですよ？　いかに我わが国くにが強い国家であろうと、いずれすべてを失いかねない事じ態たいに……」

「―――わかっていないな。国として力をつけること。地位が大きいほど、目的に近づきやすいから、そうしてきただけのこと。勢力を増ふやすのは手しゆ段だんであって、目的ではない。ゴーダのような俗ぞく物ぶつと、私はちがうのだよ」
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ベネット：……って！　ちょ、ヒューバードさん、そのセリフは負けフラグ……！（笑）

ナヴァール：ゴーダ伯はくは今ごろ、くしゃみをしていそうだ（笑）。

ＧＭ：グラスウェルズのフィリップ王を統とう一いつ帝ていにすること……これがゴーダ伯の目的のようだけど、ヒューバードはどうも根本的に考え方がちがうようだ。彼は話を続ける―――。
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「世界の統一？　統一帝？　……くだらんな。私が欲ほつするのは、その先にあるものだ」

「その先？　なにを言っているのだ、兄上……？」

「父上ができなかったことを、息子むすこの私が達成する。そんな美しい話だよ、ステラ」

「父上の……？」

「ああ、そうそう。唯ゆい一いつの失敗は、ピアニィを手に入れ損そこねたことくらいか」

　ヒューバードの言葉の意味が分からず、ステラは怪け訝げんな表ひよう情じようを見せた。

「ピィ……いや、ピアニィが関係ある？」

「とてもとても必要なのだよ。……お前も、含ふくめて」

「……兄上。あなたはこの国を、どうなされようというのか？」

「―――国？　よくわかっていないようだね。私は、そのようなものはどうでもいい、と言っている。そう、私が望むはただひとつ」

　ヒューバードは、一拍ぱくの間をおいておのが目的を告げた。




「―――世界の、救きゆ済うさいさ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ベネット：世界の救済……それはまた、ずいぶんと大きく出たでやんすね。

ＧＭ：二にの句くを継つげずにいるステラに、ヒューバードはあらためて言う。「いずれお前の力も借りることになる。ここでゆっくりと静養するがいい」

ベネット：なんでやんすか、そのやらしいしゃべり方（笑）。

ＧＭ：やかましいっ!?　ともかくヒューバードがステラにそう告げると……彼かの女じよに視し線せんを合わせて―――かっ、と目を見開く。するとステラの瞳ひとみより、みるみるうちに光が消えて……。

一同：!?

ＧＭ：「兄上、いったいなにを……」　かろうじてその言葉だけを口にし、ステラは意い識しきを失い、その場に崩くずれ落おちた。

ＧＭ：まったくだ。まあ、ともかく……ヒューバードは、傍かたわらにいたハーリング伯に向かって言う。「ハーリング、あとのことは頼たのむ。私はノルドグラムに戻もどる」―――そう告げると部屋を出ていく。最後、部屋を出る間ま際ぎわに振ふり返り、倒たおれるステラに向かって笑みと共に言葉をかけたところでシーンを終えよう。




「―――おやすみ、ステラ。我わが大切な妹よ」







◆Middle 02◆おそるべき酒場




「これは……あっしの手持ちで足りるでやんすかね？」

　そう言って、ベネットは自分の貧相な財さい布ふの中身と、その豪ごう奢しやな店の外がい装そうを見くらべた。

「気にしていたら負けなのじゃ。さ、一いつ緒しよに行くのじゃ」

　ゼパは苦くし笑ようして、ベネットの背を押おした。




ＧＭ：では、ここでシーンが変わりまして……ベネットとゼパへと視し点てんが移うつります。

カテナ：素す敵てきパーティーの方へ（笑）。

ＧＭ：舞ぶ台たいは夜の酒場―――ジャズでもかかっていそうな、雰ふん囲い気きのよい店だ。

ベネット：ば、場ば違ちがいなところへ来てしまった気がするでやんす。店の中に入ると……？

ＧＭ：店内の格かく調ちよう高い雰囲気……見てすぐにそこが、ふだんならば決して足を踏ふみ入いれないであろう場所だとわかる。客はまばらだが、その身なりはみな整っている。

ベネット：それ、確実にあっしらは浮うく！　「ここはピュアな人しか入れません」って店員に追い出されるでやんすな！　では失礼して……。

ＧＭ：こらっ、勝手にシーンから退たい場じようしようとするな！（笑）　えー、店のカウンターの向こうにいたマスターらしい上品な男が、ベネットに声をかける。「……おふたり様ですね、こちらへどうぞ」と、カウンターへ通されますな。

ベネット：がくがくがく。

ゼパ：ベ、ベネット殿どの、自然体でおればいいのでは……。

ＧＭ：では、席についたふたりにマスターが話しかける。「ご注文はなんにいたしましょう？　……クラン＝ベルの四英えい雄ゆうのベネットさん」

ベネット：なんで知っている貴き様さま――――――っ!?（笑）

ＧＭ：「商売柄……少々、そちらの方面にくわしいものでして」

ベネット：そ、そうか。では、バーボンをふたつ。ひとつは、キミのだ。

ＧＭ：「……そう言われると思っていました」と、すでに用意されていたグラスが置かれる。

ゼパ：おや？　ベネット殿は酒を飲まないと聞いていたんじゃがの。

ＧＭ：「ご安心を。今お出ししたのは麦茶です」

ベネット：わ、わかってるでやんすな。

ＧＭ：「ええ。弟から話をよく聞いておりますので」

ベネット：弟？

ＧＭ：「弟がバーランドに住んでおりまして」

ベネット：あいつの弟か―――っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：「四英雄の方がいらしたら、くれぐれもよろしくと言われております」

ベネット：ゼパ様、この人は信用できるでやんす。あっしを知っているでやんすからな。

ゼパ：り、理り屈くつになってない気がする……けど、信用するのじゃ……（笑）。

ベネット：そんなことよりマスター。あっしらはハーリング伯のことを聞きに来たでやんす。

ゼパ：ベ、ベネット殿っ！（笑）　ス、ストレート過ぎると思うの…じゃが……。

ＧＭ：「聞きたいこととは？」（あっさり）

ゼパ：答えるの!?　…………じ、地道に、秘密裏に行動するワシらの苦労って……（一同爆笑）。

ＧＭ：「まあ、これはあくまでも世間話として聞いてください。今からお話するのは、ただの独ひとり言ごとですので―――」




　マスターからの話を要約すると、以下のようなことだった。




　アドルフィス・ハーリング伯―――。

　一年ほど前に家か督とくを継ぎ、名実共にハーリング家の当主となった男。

　ただ、なにが気に入らなかったのか家督を継いだ際さい、今まで仕えていた人々をすべて解かい雇こしているという。

　また、別べつ荘そうを建てたらしいのだが、誰だれもその場所を知らないらしい。

　その別荘へ行った者は、帰って来ないか、その別荘の存そん在ざいを記き憶おくしていないという噂だ。




ベネット・ゼパ：ち、超ちようあやしい……。

ゼパ：じ、じゃがこのマスターの方がもっとあやしい……な、なぜそのようなことを知っているのか……。

ＧＭ：「こんな店ですからね。貴き族ぞくのお客様もいらっしゃるので色々と噂うわさを耳にしまして」

ベネット：で？　で？　一いち応おう聞くけど、他にもなにかないでやんすかね。

ＧＭ：「ええ。ベネットさんがこちらにいらした理由である、レイウォールのステラ王女についてなのですが」

ベネット：なんでそこまで知ってる―――っ!?（一同爆笑）

ゼパ：もはやそこにツッコんだら負けのような気がしてきたのじゃ……（笑）。

ベネット：これは……あとでこの男、消すしかない……っ（笑）。

ＧＭ：「かまいませんがその場合、三六のルートを介かいして私が握にぎっていた情じよう報ほうは世界各国に流る布ふされるよう仕組んであります」

ベネット：おいっ!?　お前ノーデンスかなにかだろ―――っ!?（笑）

ＧＭ：「ともかく、ステラ王女の件けんでしたよね。王おう城じようでなにかあったらしく、ノルドグラムにそのお姿すがたは見えないとか。ここだけの話ですが……」

ベネット：ふむふむ。

ＧＭ：「ハーリング伯の別荘に監かん禁きんされているとも―――」

ベネット：……そう[image: ]がるのか。これは、別荘を探さざるをえないでやんす。

ゼパ：別荘の手がかりとかはないかのぅ？

ＧＭ：「―――さすがに別荘の手がかりまでは、私も入手しておりません……」

ベネット：いや、十分でやんす。酒場のマスターからそこまで情報を入手できるとは思ってもいなかったでやんすから。ゼパ様とからむ、ただのネタシーンになると思ってた（笑）。

ＧＭ：「お役に立てたならなにより。私はあくまでも独り言を言っただけですよ？」

カテナ：どんな情じよう報ほう網もう持っているんだ、この人（笑）。

ベネット：この大陸では、酒場のマスターに逆さからってはならない（笑）。

ＧＭ：「酒の席での話はその場で忘れるのがマナー。忘れないのは、あなた方の勝手です」

ベネット：ああ……ところで、これで情報は全部か？

ＧＭ：「そうですねえ。ステラ様が更こう迭てつされたことに不満を持つ者がレイウォール内部にかなりおられるとか。先のメルトランド侵しん攻こう戦において事実上の敗北をしたこともあり、ヒューバード様の求心力が落ちたこと……それも遠えん因いんなのでしょう」

ゼパ：なるほどのう。希望があるというべきか、混こん沌とんに進んでいるというべきか……どっちにせよ大変なことになる予感しかせんのじゃ。

ＧＭ：「なあに、〝四英雄〟ベネットさんに、かの特殊部隊のあなたまでついていらっしゃるのです。問題はないと思いますがね」

ゼパ：なぜそれを―――――っ!?　やはりこのマスターは消すしか……っ！（一同爆笑）

ベネット：ゼパ様……っ、愛！　愛を忘れちゃだめ―――っ!?（笑）

ゼパ：あ、愛、愛……っ。そう、愛……（自分に言い聞かせている）……うむ、くれぐれも、身体には気をつけるのじゃぞ。さ、ベネット殿、行こう……っ、こ、ここは危き険けんじゃ……っ。

ＧＭ：「知りたいことがあったら、いつでもこの店にいらしてください」

ゼパ：いいい今一番知りたいのは、おぬしの本当の立場と名前じゃっ！（笑）

ＧＭ：「―――秘ひ密みつです」きゅきゅ、とグラスを拭く手を一瞬だけ止めて……ニヤリ。

ベネット：（大だい爆ばく笑しようしながら）こわい！　このマスターこわい！　知りすぎている!?（笑）

ＧＭ：「そんなことはないですよ。私にだってわからないことはあります」

ベネット：た、たとえばっ？

ＧＭ：「三年前……逃にげた嫁よめの行方ゆくえはようと知れません」（一同爆笑）

ゼパ：そ、そうか……でもな、愛は伝わるもの。愛が本物なら戻ってくるのじゃ。

ＧＭ：「ありがとうございます。あなたも、いつか記憶が取り戻せるといいですね」

ゼパ：だからなんでそんなことまで知っているんじゃ――――――っ!?（笑）

ベネット：ゼ、ゼパ様！　は、はやく酒代を置いて店を出るでやんす……っ。

ゼパ：う、うむ！　こ、こわいっ、こわいのじゃ～！（笑）

ＧＭ：うひひ。では、ここでシーンを切りまーす♪







◆Middle 03◆懐なつかしき声に導みちびかれ




「これはまた、ずいぶんと澱よどんだ場所だ……」

　商船が絶たえ間まなく行き交う港を擁するへクスフォードは、レイウォールでもっとも活気に溢あふれた街のひとつ、そう言われている。

　だが、そんな都と邑ゆうにも日の届とどかない場所はある。

　すさんだ雰囲気の人々がたむろする通りを歩きながら、ナヴァールはため息を漏もらした。




ＧＭ：では、次のシーンにいきましょうか。場所はへクスフォードの、日の当たらない裏うら通どおり。カテナとナヴァールがふたりで登場だ。ここは活気に満ちた大きな町だけど、やはり影かげというものがあるわけで。

ナヴァール：なるほど、闇やみ稼かぎ業ように手を出してそうな人々がいるわけだな。大きな港町だし、あこぎなことをしている場所があってもおかしくなさそうだ。

ＧＭ：たしかにいる。身なりのよいふたりは、ジロジロと見られるな。

ベネット：（チンピラになり）「へへっ、いい獲え物ものが……よお、姉ちゃん……」

カテナ：じろりと睨にらむ。

ベネット：「ひ、ひいっ！　す、すんませんしたっ」（←退場したらしい）

ＧＭ：（笑）。では、街のチンピラを一瞥で退散させたその時―――ふいに、カテナは暗がりから出てきた手に、腕うでをつかまれる。

カテナ：!?　手を振り払はら……っ。

ＧＭ：……と、言うよりもはやく。その腕の主……黒いフードを纏い、ローブを目ま深ぶかにかぶった人物が声をあげる。「―――こっちです、隊長」

カテナ：た、隊長っ？　

ＧＭ：「いらっしゃるのをお待ちしていました。お連れの方も一緒に、こちらへ」

ナヴァール：では、着いていこうか。

ＧＭ：では、カテナとナヴァールは黒衣の女じよ性せいのあとについて、さらに街の奧おくへと連れて行かれた。ややあってたどり着いたのは、もう誰も使っていないであろう、巨きよ大だいな倉庫が立たち並ならぶ場所だ。周囲に人ひと影かげは、ない。

カテナ：……目的の場所は、ここか？

ＧＭ：「はい。さっきの辺りだと、誰に聞かれるかわかりませんから。どこの国の誰が、この街に入っているかわかりませんもの、ね？」と、カテナを見ながら意味ありげに言う。

カテナ：……？　ちなみにこの場所なら平気なのか？

ＧＭ：「ええ、周囲に信しん頼らいできる者を配置しています。我われ々われ以外にこのエリアに入る者がいれば、すぐに報しらせがきます」

カテナ：ずいぶんと手て際ぎわがいいのだな。

ＧＭ：「昔、隊長に習ったことですよ？」　そう言いながら、彼女はフードを脱ぬいで―――どこからともなく取り出した黒い、そして巨大な帽ぼう子しをちょこんと頭に乗せる。

カテナ：お前は……。

ＧＭ：「あらためて……お久ひさしぶりです、カテナ隊長」　その笑え顔がおに、声、そしてローブの黒にちらちらと映はえるブロンドの髪かみは―――。

カテナ：では、こちらも挨あい拶さつの言葉を送ろう。




「本当に久しぶりだな。エルザ……エルザ・ブルックス―――」



















　　　　＊　　　＊　　＊




ナヴァール：ふむ、カテナ殿のお知り合いかな？

カテナ：私がかつて率ひきいていた〝黄金の狼おおかみ〟の部下だ。

ＧＭ：「はい。そちらの方はフェリタニアの軍ぐん師し、ナヴァールさんですね？」

ナヴァール：お初にお目にかかります、ナヴァールと申します。

ＧＭ：「はじめまして。いつも弟が……アル君がお世話になっております」

ナヴァール：ほう、アル殿の姉君でしたか。いつもアル殿からあなたのお話は………………あ、あまり聞いておらぬのですが……（一同爆笑）。

ＧＭ：「……変わらないのねえ、あの子は」　はー、やれやれと嘆たん息そくするエルザ。

カテナ：それにしても……エルザ、どうしてお前が？

ＧＭ：「それは……秘密です」と、口に指をあて、彼女は妙みようにかわいげな笑顔を見せる。

カテナ：まあ、いいさ。で？　手紙にあった情報とは？

ＧＭ：「バルムンクのエージェント、コードネームは〝ベイオネット〟。まだ情報収集の最中ですが……現げん在ざい、レイウォールの第一王子・ヒューバードに取り入っています」

ナヴァール：……ハーリング伯としてか？　元々、ふたりは仲がよくなかったはずだが？　『トラベルガイド ベネット見聞録』にそう書いてある（笑）。

ＧＭ：「ええ。でもそれはあくまで表向きのこと―――ハーリング伯の中身が入いれ替かわってのち、反対勢力の旗はた頭がしらを演えんじながら裏で両者は結けつ託たくし……」

ナヴァール：なるほど、内側から反対勢力の主しゆ義ぎ思想をヒューバードの考えに迎げい合ごうさせるとか、そのような工作をしている、か？

ＧＭ：「あ、はい。そのとおりです、さすがはナヴァール様。ハーリング伯がベイオネットに入れ替わってのち、急速にレイウォール王家に異いを唱える者の数は減へっています」

ナヴァール：ほう……。

ＧＭ：「王家に対する反はん抗こうの火種あらば、必ずハーリング伯は現われ……その目をつぶしているようです。その動きは機を見るに敏びん、まさに神しん出しゆ鬼つき没ぼつ……彼ひとりで優ゆう秀しゆうな軍師の一〇人、二〇人分の働きをしていますね」

ナヴァール：そこまでヒューバードにとって重要な人物だったのか。

ＧＭ：「メルトランド戦役における失敗で求心力を落としたと言われるヒューバード王子ですが……致命的な事態に陥っていないのは、このハーリング伯の力によるものでしょう」

カテナ：バルムンクは、思った以上にレイウォール王家の中ちゆ枢うすうに入はいり込こんでいるんだな。

ＧＭ：「……ええ。バルムンクはどこにでもいる、ということでしょうね。くわしくはこれに―――」と、調ちよう査さ報ほう告こく書しよを差し出します。

ナヴァール：これはブルックス商会の情報網を使われたのかな？

ＧＭ：「それは……秘密です♪」

ナヴァール：……。この女性におそろしさを感じるのはなぜだろう。

ＧＭ：「なにか？」

ナヴァール：いや、なんでも……っ。こ、この女、できる（笑）。

カテナ：もうひとつ聞きたい。アドルフィス・ハーリングに扮したベイオネットは……確実に一度死んだはずだ。そのことについては？

カテナ：たしかに一度は殺されたようですが、今現在、あれは確実に生きております。

ナヴァール：……殺されたけど生きている。不思議な表ひよう現げんだな。

ＧＭ：「なぜ生きているかについては、調査中です。しかし、おそらくバルムンクとしての特殊な力によるものかと。剣けんで斬きろうが槍やりで突つこうが死なない。そんな力を持っていますね」

カテナ：その秘密については、わかってないということだな？

ＧＭ：「はい。現在、我々も各地で調査中でして……。それにしても、こちらにナヴァール様がいらしたのは幸運でした」

ナヴァール：私が？

ＧＭ：「はい。あなたに会わせたい方がおります。ベイオネットの動向に関しても関連する話なのですが……今、フェリタニアでは勇者を募ぼ集しゆうしておられますよね？」

ナヴァール：ああ。それが……？

ＧＭ：「その志こころざしに賛さん同どうし、合流したいという方がレイウォールの内部におります。実は、ベイオネットに関する情報は、その方からわたしの元に寄せられたもので―――」

ナヴァール：どのような方だね？

ＧＭ：「レイウォールの〝炎竜三二将しよう〟って……ご存ぞんじですか？」

ナヴァール：知っているとも（笑）。

ＧＭ：「その中でも、もっとも高い地位にあるおひとりです。名を、ドーントレス卿きよ―う――東西南北と四つに分けられる〝三二将〟において、その〝東の将〟八人を束ねるお方です」

一同：またなんか設定増えた―――っ!?（大爆笑）

ナヴァール：ほう、ドーントレス卿きようか！
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カテナ：知っているのか、ナヴァール。

ナヴァール：うむ、直ちよ接くせつお会いしたことはないがな。年は召めされているが、勇ゆう猛もうさと武ぶり力よくでは三二将の中でも随ずい一いちと言われる方だ。

ＧＭ：では、そういうことで（と、なんかシナリオを書き直している）。

ナヴァール：たしか〝東の将〟ならぬ……〝闘とう将しよう〟と名をはせたお方だったな。

ＧＭ：「はい、そのとおりです。さすがはナヴァール様ですね」

ゼパ：あ、あの……（挙手）。そんな設定、どこかに書かれていましたっけ……？

ＧＭ：書かれているわけあるか。今、しゃべりながら決めてるのに。

ナヴァール：まったくだ。

ベネット：（噴ふき出だして）……て、てきとーすぎるだろうっ！（一同大爆笑）

ゼパ：ふたりしてすらすらしゃべるからなんか決まった設定があったのかと……（笑）。

ナヴァール：で、そのドーントレス卿が……？

ＧＭ：「はい。隊長と、ナヴァール様に協力したいと―――。卿とお会いして、ぜひお話をお聞きください。現在はこちらに滞たい在ざいしていると」と、彼女は地図を渡してくれる。

カテナ：内部協力者、ということか。

ＧＭ：「情報は以上ですが―――あ、そうそう」と、彼女はもう一枚の紙し片へんを差し出し……今こん晩ばんは、こちらの宿へお泊とまりください。あなた方四人の宿を押さえてあります。ここならばレイウォールの警戒網にも簡単には引っかかりません」

カテナ：こ、こちらが四人パーティというところまで知っている！　しばらく会わないうちに、ずいぶんとできるようになったなエルザ（笑）。

ＧＭ：「隊長の教育の賜たま物ものです♪　では、私はまだ調べることがありますので、この辺で」

カテナ：ああ。あまり危険なことはするなよ？　と、苦笑いしとこう（笑）。

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶです。ユンガーさんも一緒ですし。隊長によろしく、って言ってましたよ」

カテナ：―――そうか。こちらからもよろしくと伝えてくれ。……これで『アクロス』でユンガーが死んだらどうするんだ（一同爆笑）。
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ＧＭ：わはは。「では、これにて―――」　そう言って、エルザはその場から走り去る。そのうしろ姿をカテナが目で追えば……思い出されるのは五年前のあの頃の日々―――。

カテナ：では、懐かしさを感じつつ―――ため息をつく。そしてぽつりと言いましょう。




「……私は、過去を捨てたのだ。もう、あの頃ころには帰れない」







◆Middle 04◆懐なつかしき約束




　木の格こう子しの向こう側―――雄ゆう大だいに広がる山の景色に、しんしんと雪が降ふり積つもる。

　暖だん炉ろで、炎ほのおにはじける乾いた薪まきの音。

　粗末な木の椅子に相あい対たいして腰を掛け、問答を繰り返すのはふたり。

　ナヴァールは、ふくれっつらした幼おさない少女をなだめるように微笑んだ。

「ナヴァール、その設せつ問もんは卑ひ怯きようよ。ま、また黒星が増ふえてしまった」

「ははは。素す直なおに負けを認みとめるのだな、ステラ」




　それは、もはや取とり戻もどすことのない過か去この時と間き―――。




ＧＭ：では、次はナヴァールのシーンにいきましょうか。場面はヘクスフォードでエルザに紹しよう介かいされた宿の一室、時じ刻こくは深夜。ナヴァールは―――。

ナヴァール：あ、回想シーンか？（笑）　すぐ寝よう、ぐー。

ＧＭ：（笑）。では……場面は夢ゆめの中。映うつし出だされるのは遠い過去の記憶……。しんしんと雪が降ふりしきる寒い夜。霊山の頂上に立てられた粗末な小屋の一室に、ナヴァールと一四歳さいのステラが言葉を交わしている。それは、今から一〇年ほど前の光景だ―――。

ナヴァール：ふむ。兄あに弟で子しの私わたしが勉強を教えているとかそんなのだな。

ＧＭ：ええ。本来ならここでクイズになるんですが……長くなりそうなので、設問合戦にステラが負けたところからシーンは開始ということで（笑）。

ナヴァール：そこ、省しよう略りやくするのか！（笑）　えー、では……また、このような基本的なひっかけに惑わされるとは。ステラは素す直なおだな、ははは―――と、笑おう。

ＧＭ：「う、うるさい、ナヴァール」　……幼いステラはどこか釈しやく然ぜんとしない表情で、その週に入って三〇個目の×ばつ印を柱に描き入れた。

ナヴァール：柱、すでに真っ黒だな。

ＧＭ：ちなみにこの頃……一四歳の彼女の見た目は、その年齢よりずっと幼い。そこが少し、本人にとっても悩みの種だ。前髪こそ子供っぽく切りそろえられているが、髪型も、髪飾りも今とそう変わりはなく―――。

ナヴァール：な、なんでそんなに細かいとこまで決まってるんだ。

ＧＭ：な、謎です。

一同：菊池さん……。

ＧＭ：ともかくっ！　彼女は、その小さな肩を落としてため息をつく。「はー……お前には本当に勝てない。それだけの力を身につけ、お前はそれをなんのために使う？」

ナヴァール：私には目的がある。その目的のために、サザーランド師に弟子入りしたのだよ。

ＧＭ：「目的？　目的とはなに？」

ナヴァール：それは……いずれキミが大きくなったら話してあげよう。

ＧＭ：「ま、また子供扱いする！　わたしはもう、大人よ」

ナヴァール：そういうことを言うのは、まだ子供の証しだと―――思わないかな？

ＧＭ：それに返す言葉を持たず、ステラはまた拗ねた顔を見せた。でも、表情はすぐに和らぎ……「わたしが大人になったら、か。それでは遅いんだ、ナヴァール」

ナヴァール：遅い？

ＧＭ：「そう。お前はここを出たあとも、自分の目的に向かって進んでいくのでしょう？　それはとてもうらやましいこと。お前は空を自由に舞う翼を持っている。わたしとはちがう」

カテナ：王族として生まれたことに束そく縛ばくを感じてる？

ＧＭ：「大人になれば、わたしはお前と言葉を交わすことすらできないかもしれない」

ナヴァール：ならば優しく言い返そう。……私のような者がうらやましい？　うらやましく感じる必要はないさ、ステラ。君はここを出ても、家族があり、自分の国があり、力があり、財ざい産さんがある。多くの者が求め欲し、しかし手に入れられないものをたくさん持っている。

ＧＭ：「それでも、お前の持つ自由に比くらべれば……たわいのない―――などとはとても人前では言えないが、それでも……」

ナヴァール：たしかに君は多くの義務に縛り付けられるだろう。ならば、君は、君が持っているものを使い、君の自由を勝ち取りなさい。君にしか勝ち取れない自由というものがある。

ＧＭ：「……意味がよくわからないよ、ナヴァール」

ナヴァール：いずれ、わかる時がくる。今は、今ある幸せをみつけること。例えば……このような手てぶ袋くろを君のために編あんでくれたベルフト様はとても素敵な兄君だろう（一同大爆笑）。

ＧＭ：「……ああ。顔は怖こわいが、私は兄上を尊そん敬けいしている」

ベネット：子供のヒューバードは「私の考えた救きゆう済さい計画」とか手帳につけていそう（笑）。

ナヴァール：いや、その頃はすでに成人だし、オーギュスト王の補ほ佐さをしてるでしょ。

ＧＭ：ですな。そんな兄をステラはよく見ている。「いずれ、自分も国の重要な位置につくことになるのだろうな」と、物憂げに言う。

ナヴァール：ふむ。

ＧＭ：「それが、王族の義務なんだそうだ。だから、他人から不安に思われない立ち振る舞いをすること。頼られても、頼らないこと。助けることはあっても、助けてもらってはいけない。上に立つ者は、民にも……家臣にも、弱みを見せてはいけないと教わった」

ナヴァール：自分では解決できないような、なにか困ったことがあれば？

ＧＭ：「もちろん、ひとりで解決す―――」

ナヴァール：その時は、私が君を助けよう。

ＧＭ：その言葉に、ステラはきょとんとした表情を見せ……「聞こえなかったのか？　王族たる者、家臣にも民にも頼ってはいけないと……」

ナヴァール：それは、王族としてのステラの場合でしょう？　ならば、王女と軍ぐん師しではなく、民でもなく、家臣でもなく、他人でもない―――ただの友人であるステラとナヴァールとして、私はあなたを助けましょう。

ＧＭ：「ば……っ」　瞬間で紅く染まった顔を隠そうとそっぽを向き……「ば、馬鹿かお前はっ。友人だろうがわたしは助けを求めてはいけないって……」

ナヴァール：ほう？　それは困った。では、どのようにすればいいのかな？

ＧＭ：「で、ではっ……わたしが危き機きに陥おちいったら、お前はそれを勝手に察知して助けなさい。それならしょうがない。わたしはなにも言えないもの」

ナヴァール：では、にこにこしながら言おうか。断わられても助ける……それが友人というものですよ。

ＧＭ：「……そうなのか。それが、友人というものか。おせっかいなものだな」　ステラは、王女ゆえに、真の意味での友人というものは持たず、その意味もよくわかっていない。

ナヴァール：……ステラ、私たちは軍師として、人としての在り方や戦せん術じゆつをここで学んでいます。世のために、いずれ旅立つことになるでしょう。もしかすると、戦場にて敵てき軍ぐんとして君と相対さなければならないかもしれません。

ＧＭ：いきなりの言葉に驚いてナヴァールに向き直り、しかし彼女はすぐに顔を引き締める。
















「……その時は、わたしはわたしが守るすべての人のために戦おう。たとえお前が相手でも、だ。わたしは、守るための戦い方をここに学びに来た」

ナヴァール：それでいい。もっとも、君が戦場に出るのは少しの先の話。その頃にはきっと私も主君を抱かかえていよう。主君の夢の実じつ現げんのために戦っていることと思う。しかし―――。

ＧＭ：「しかし？」

ナヴァール：そのすべてを捨て置いても、危機あらば……必ず君を助けよう。友人として。

ＧＭ：これまで王族として生き、幼いながらに気を張って生きてきた彼女にそんな言葉をかけてくれた者はいない。恥ずかしげもなく、媚びるでもなく……対等に、正面から向き合ってもらったのも、彼女にとって始めてのこと。だから―――。




「……約束だ。ナヴァール」




ＧＭ：夢の終わりは、幼かったステラのはにかむような微笑。夢の中で彼女に応えることもなく、その笑顔は急速に光の白に溶けてゆき……ナヴァールはの意識は覚醒する。

ナヴァール：……。では、真っ暗な部屋の天井を無意識に眺めて―――つぶやく。




「必ず助けるとも、ステラ」







◆Middle 05◆闇やみを連れて




　一行がへクスフォードの街を立ったのは翌日、早朝のことだった。

　ステラへと[image: ]がるその手がかりを求め、ノルドグラムへと向かう四人の旅路。

　エルザからの地図には、レイウォールの警戒網を縫うように避ける経路が記されていた。

　その正確無比な情報に、ファントムレイダーズのふたりは舌を巻いた。




ＧＭ：では、ここで新しいシーンを始めよう。当然、全員が登場で……場所はノルドグラムへ向かう道中で立ち寄った小さな宿場町だ。

ナヴァール：あれ、まだノルドグラムに着かない？　これはなんかあるな……（笑）。

カテナ：へクスフォード出てから数日は経ってるよね？　情報交換はしたってことでいい？

ＧＭ：ＯＫ。キミらはその宿場町の片隅にあった宿で遅めの夕食を取り、自分たちの部屋に戻った―――そんな場面からだ。

ナヴァール：では、明日の経路について打ち合わせとかするか。

ゼパ：ワシは、満腹になった腹をさすりながら窓から外を見るのじゃ。こんなレイウォール領地の深いとこまで来ることもそうそうないからのう。

ベネット：う～ん、むにゃむにゃ、もう食べられないでやんす～……っ。

カテナ：って、もう寝てるしっ!?


ＧＭ：ではそこで……【感知】で判定してもらおうっ！

ベネット：は！　実は起きてましたっ!!（一同爆笑）（ダイスを振る）……成功でやんす！

ナヴァール：《スタンドバイ》の効果で【感知】の判定に＋10だ。（ダイスを振る）成功。

カテナ：（ダイスを振る）……く、１足りずに失敗。

ゼパ：（ダイスを振る）失敗なのじゃ。

ＧＭ：ひとりでも成功してればＯＫ。まず判定に成功したふたりが気づく。ふいに、周囲に満ちたのは―――殺気だ。

ベネット：ナヴァール殿、ピアニィ陛下がいらしたでやんす。




　おい、大竹さんに言いつけるぞ。




カテナ：（シリアスな口調で）……冗談はよせ。ピアニィ陛下であるわけもない。

ＧＭ：そうだ。なんか言ってやれ。

カテナ：ピアニィ陛下の殺気はこんなものではなかった。




　フォローしろよ。




カテナ：まあ、冗談はともかく―――敵襲か。窓からそっと表をのぞくと……？

ＧＭ：うん、そこには姿を隠そうともせず、人影が六つ立ち並んでいる。

カテナ：多いな。

ＧＭ：全員、フードを目ま深ぶかに被っていて、顔はよく見えないけど―――。

ベネット：これ、レイウォール軍というよりは……バルムンクっぽいスタイルでやんすな。

ナヴァール：まちがいなかろう。見ろ、奴ら……額の位置にひとりずつ「ば」「る」「む」「ん」「く」と書かれている。

ＧＭ：いや、待て。それじゃ五文字だ、一文字足りない。相手は六人だ。

ナヴァール：では、「ば」「る」「む」「ん」「く」「。」だ。

一同：「。（まる）」かいっ!?（大爆笑）

カテナ：まあ、お笑いはこのくらいにして、だ―――窓際の壁に背をつけたまま、問うぞ。……バルムンク、よく我々の位置がわかったものだな。

ＧＭ：その声に……横一線に並ぶバルムンクたちは、左から順番にひとりずつ声を発した。（高い声で）「……我々バルムンクは」（低い声で）「どこにでもいる」（高飛車な声で）「お前たちの」（すっとんきょうな声で）「動きなど」（無機質な声で）「お見通しだ」

一同：器用なことすんなよっ!?（大爆笑）

ＧＭ：!?　い、いや、不気味な演出をしているつもりなんだが。

ゼパ：じゃが、六人目はなんにも言わないのはなぜじゃ。

ＧＭ：……あれ？

カテナ：もしかして、セリフつきた？

ＧＭ：…………。

ナヴァール：じゃ、六人目は「。」で（一同爆笑）。

カテナ：六人目は「。」担当か。

ＧＭ：こ、細かいことはどうでもいい!?（笑）　ともかく現われた六人は、不気味に声を発する！　「さて、ここから先」「キミたちにちょっかいだされても」「少々面倒なのでね」「ここで消えてもらいたい」

ベネット：「まる」

ＧＭ：「ところで」「先ほどの声」「カテナだね？」「ひさしぶりだね」「心配していたよ？」

ベネット：「まる」

カテナ：……バルムンクに、知り合いはいないはずだが。

ＧＭ：「おや？」「我が妹ともあろう者が」「自分が殺した」「相手すら」「忘れたのか？」

ベネット：「まる」

カテナ：え、まさかこいつ、ベイオネット……か？

ＧＭ：「そうさ」「キミは兄の声を」「忘れたのかな？」「やれやれ」「薄情なことだ」

ベネット：「まる」

カテナ：私に、兄などいない……ってぇっ!!（素の声で）……コイツらウザいっ!?　片っ端から撃ち殺したくなってきた……！（一同爆笑）

ナヴァール：（笑いを[image: ]み殺しつつ）い、いかん、カテナがかわいそうだから早く戦闘始めよう……！

ベネット：え、ええ……っ！　あいつらがしゃべればしゃべるほど、カテナがくらーい顔になっていく……っ、面白いので殺すのは惜しいが……戦うでやんすっ！（笑）

ＧＭ：よ、よし。では……戦闘を始めよう！




第一ラウンド

行動値（セットアップ開始時）

　ベネット：　　　　　　　20

　ハーリングＡ～Ｆ：　　　20

　カテナ：　　　　　　　　14

　ゼパ：　　　　　　　　　10

　ナヴァール：　　　　　　６




[image: ]




ＧＭ：ＰＣは全員で１エンゲージ……全体状況はこんな感じ（図版参照）。なお、この戦闘である仕掛けに気づかないと、あとあと大変なことになりますんで注意してください。

ゼパ：仕掛け……？

ＧＭ：うひひ。まあ、気づくかどうかでシナリオが分岐するとでも思ってもらえればいい。「……では」「戦いを」「始めよう……！」「カテナよ」「楽しませてくれ……！」

ベネット：「まる」

カテナ：ベイオネット……貴様は殺すっ！




　カテナの怨みのこもった怒声と共に、戦いは始まった。

　それは、兄を、家族を殺された顔からくる言葉―――……（だよな）。




　セットアッププロセス―――ハーリング＝ベイオネットの一体はゼパの放った《プロヴォック》を華麗にかわすも、続くナヴァールは《ポストヘイスト》をともなった《ヘイスト》を使用。ＰＣ側は全員、その行動値に＋11される。

　これで、ナヴァールをのぞいた全員が、ハーリングたちよりも先に行動する権利を得る。

　先陣を切ったのは、ベネットだった。




ベネット：マイナーで《デスターゲット》、メジャーで《アローシャワー》で攻撃！　対象はハーリングＥとＦのいるエンゲージ。《デュアルアロー》でリンメルの矢を二本使用！　（ダイスを振る）……おおっ!?　いきなりクリティカルっ!!


ＧＭ：おめでとうっ、ゼリービーンズをどうぞっ!!（一同大爆笑）

ベネット：ぐわっ、忘れてたあぁぁああぁあ―――っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：さあ、好きな色を選べ！（ざらっと、ビーンズをティッシュの上にばらまく）

ベネット：で、では……（ひと粒つまんで口に放り込む）…………。

ＧＭ：……。

ベネット：ピーチ味でした。

ＧＭ：…………。




　空気を読めないベネットの放った矢が、二体のハーリングがいるエンゲージに降り注ぐ。

　ハーリングはその回避に失敗―――高価なリンメルの矢を二本つぎ込んだベネットの攻撃、そのダメージは……！




ベネット：ダメージロール！（ダイスを振る）…………97点でやんすっ!!


ナヴァール：《ブルズアイ》とか使わずにそれか！　さ、さすがは三〇〇〇Ｇ！

ＧＭ：こちらの【物理防御力】は５点！　ベネットが放った矢が、ローブ姿のハーリングの心臓を撃ち抜き―――即死。ふたりははじけて倒れ、びくりと痙攣して……。

ベネット：くっくっく、スーパーベネットＲＸの一撃、これで倒れない雑魚はいない。

ＧＭ：うむ。倒れた敵はそのまま動きを止め、やがて―――。

ベネット：やがて？

ＧＭ：〝ぐん……っ〟　重力を無視したかのように不自然な姿勢で立ちあがった。

一同：はぃ!?


ＧＭ：その目はひどく虚ろで、ローブの隙間からのぞく肌は急速に土気色に変わっていく。

ベネット：ひ、ヒィッ!?


ゼパ：ま、まだ生きてる？

ＧＭ：いや、動いてはいるが……確実に死んでいるとわかる。「おやおや」「僕の大事な人形が」「ふたり死んでしまったよ」

カテナ：……なるほど、ベイオネットの精神が他人の身体に憑依しているということか？　やっかいだな……。ここで私の行動順番だけど―――（と、考え込む）。

ナヴァール：待機して、様子を見るか……？

カテナ：いや、なにか倒す方法が明確にあるはず。それを模索するのが先決だろう。

ＧＭ：「おやおや」「無駄な抵抗を」「するとい……」

カテナ：黙れ！　《サモン・リヴァイアサン》……！




　あくまで、相手を倒す条件を探ること。

　他にスキルの組み合わせもなく、カテナは魔術を解き放つ。

　周囲に噴き上がった幾条もの水の流れは彼女の頭上でひとつに結像し、そこに海竜の顎あぎとを形作った。

　カテナの無言の号令一下―――海竜は、ハーリングを飲み込まんと襲いかかる。




カテナ：魔術判定は15＋４Ｄ６……！（ダイスを振る）…………げぇっ、クリティカルっ!?


ＧＭ：よしっ！（笑）では、こっちは回避判定……（ダイスを振る）ハーリングＥは回避失敗、ハーリングＦは……ぐわっ!?　クリティカルで成功っ!?（一同大爆笑）




　クリティカルしたのに、「げぇ」だの「ぐわ」だの叫ばれるダイスも実に不憫である。




ナヴァール：（爆笑しながら）では、ふたりともビーンズをどうぞ。

カテナ：（ビーンズを食べて）……洋なし味。当たりです。

ＧＭ：（もぐもぐ）……ぐわっ!?　な、なんだこれ！　ビニールを[image: ]んでるみたいな味しかしねーぞっ!?

ナヴァール：（説明書を見て）鼻くそ味だな、それ。

ＧＭ：そんなもん食わすなっ!?（一同大爆笑）　て、ていうかこの罰ゲーム、ＮＰＣをたくさん出すＧＭの方が圧倒的に不利じゃんっ!?

一同：あんたがやるって言い出したんだろ―――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：も、もうやめよう！　ゲームが進行しなくなるわっ!?（一同爆笑）

ナヴァール：いやいやいやっ、あと一回出たらにしよう、あと一回！（笑）　ここでやめたら読者の期待をきっと裏切ることになるって！（笑）

ＧＭ：あ、あと一回だけね……あと一回っ！　……で、どこまで進んだっけ。

カテナ：私の攻撃が当たったところ！（笑）　（ダイスを振る）……42点で［転倒］付与！

ＧＭ：む。さっき、ベネットが攻撃した奴に攻撃してるから……うむ、リヴァイアサンに飲み込まれた一体はその場で倒れ伏し、動かなくなった。

カテナ：魔法ダメージなら憑依しているベイオネットに通る、のか……？

ナヴァール：まだなんともいえんな……（少し考えて）よし、このあと《ジョイフルジョイフル》でカテナを未行動にするので、ベネットとゼパにエンチャントを。ふたりの攻撃を魔法ダメージにして試してみよう。

カテナ：わかった。

ＧＭ：「おや？」「そんな悠長なことを」「してていいのかな？」「次は我らの」「ターンだ……！」　そう宣言し、残る五人のハーリングが一糸乱れぬ動きで突貫してくる……！




　突撃をかけた五人は大地を蹴ると共にふいにかき消え―――瞬間後、ナヴァールたちの背後に出現、一斉に刃を振りおろした。

《クイックアクション》より、続くふたつのマイナーアクションで《フェイドアウェイ》＋《ディスアピア》―――五体は隠密状態となって、ＰＣ側のエンゲージに突入。

　メジャーアクションの《サプライザル》により攻撃力を上昇させ……ハーリングはミスリルソードをたたき込んだのである。

　なお、《シャドウストーク》を持っているので移動しても隠密状態は解けず、また《インセンサブル》を持っているのでエンゲージしても隠密状態になれるのは言うまでもない。

　五人のうち、最初の一撃は……ベネットを捉えた。




ＧＭ：よし、当たった！　では、始めるぞ……《ボルテクスアタック》乱れ打ちっ!!


ベネット：げぇっ、こいつら全員《ボルテクスアタック》持ってるのかっ!?

ＧＭ：「くくく、悪夢を見るがよいっ!!」「《ボルテクスアタック》っ!!」「《ボルテクスアタック》っ!!」「《ボルテクスアタック》っ!!」「《ボルテクスアタック》っ!!」（一同大爆笑）




　しかし、ここで悪夢を見たのはＧＭだった。




「《カバーリング》するのじゃ……っ！」

「ケセドの杖付きで《プロテクション》……!!」




　そして―――。




「ダメージは０じゃっ!!」

「ダメージは０じゃっ!!」

「ダメージは０じゃっ!!」

「ダメージは０じゃっ!!」

「ダメージは０じゃっ!!」




　ハーリングの行動は、終わった。




ＧＭ：防御、堅すぎだろうっ!?（一同大爆笑）　[image: 120]とかダメージ出しても通らねえっ!?

ゼパ：ふぉっふぉっふぉっふぉ。

ナヴァール：まあ、それなりに【ＭＰ】はきついがね。（ややシリアスな口調で）……それでは、お返しをさせてもいましょう、ベイオネット……！　カテナに《ジョイフルジョイフル》！（ダイスを振る）……ぐぇおわっ!?　クリティカルっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：あ、あと一回やろうなんて言うから……（ぷるぷる）。

ナヴァール：ええいっ、やめだやめっ!?　罰ゲームはやめだあっ！　ゲームにならんわっ!?（ぱくり、とビーンズを口に入れ）…………………げぇっ!?（と、こらえきれずにドドドとトイレに駆け込み）……ぺっ、ぺっ、なんだよこれっ!?　腐ったタマゴ味か―――っ!?

ベネット＆ゼパ：（←腹を抱えて大爆笑している）

ＧＭ：し、死ぬ……笑い死ぬ………（←笑いをこらえようと必死）。

カテナ：（笑いをこらえながら）…シ、シリアスなシーンにならない………（ぷるぷる）。

ナヴァール：つーか、《ジョイフルジョイフル》でクリティカルしても意味ねーだろっ!?

ＧＭ：知りませんよっ!?（一同大爆笑）




　ビーンズとクリティカルをめぐる、数分の騒ぎのあと―――。

　落ち着きを取り戻した四人はそれぞれの行動で、ひとつひとつハーリング＝ベイオネットのギミックを解き明かしていく。結果として突き止めたことは、次の通りだった。




①ベイオネットに憑依された者は、エキストラとして扱われる。

②憑依したベイオネットは、【ＨＰ】を持っている。

③ベイオネットに憑依された者にダメージを与えた場合、それが物理ダメージであればエキストラに、魔法ダメージであればベイオネットに適用される。

④エキストラは１ダメージでも受けた場合、死亡する。

⑤エキストラが死亡しても、憑依しているベイオネットの【ＨＰ】が残っているかぎり、そのキャラクターは戦闘不能にならない。




　ベイオネットの持つギミックがすべて判明した段階で、戦いはすでに終盤を迎えていた。

　最初に切り札である《ボルテクスアタック》を使い切ったベイオネット側に、もはや勝ち筋は残されてはいなかったのだ。

　第三ラウンド目―――

　ベネットの放つ《ダブルショット》が、最後の一体を撃ち抜き……戦いは、終結した。




ベネット：……ふう。終わりでやんすな。

カテナ：最初は一瞬あせったが、ギミックさえわかってしまえばなんのことはない。

ＧＭ：まあ、この戦闘でキミらを追い込めるとは思ってないとも。それは、ハーリングも同じだ。「……見せてもらったよ、キミたちの実力」　倒したうちのひとりが……おもむろに口を開いた。

ベネット：まだ生きてる―――っ!?


ＧＭ：いや、データ的には死んでいる（笑）。最後にひと言だけ言うとこなので、しゃべってるだけだ。ハーリング……ベイオネットは言葉を続ける。「なるほど、たしかに手強い。カテナ、キミもずいぶんと強くなったものだ。兄として嬉しいよ、とても？」

カテナ：黙れ。

ＧＭ：「わかっているとは思うが、僕の本体はここにはない。キミともう一度会えることを、僕は望んでいるんだ」

カテナ：待っていろ、すぐにそっちに行って―――殺してやる。

ＧＭ：「待っているとも。むろん、これたらの話だがね？」　余裕綽々な口調でそう告げて、そして、こんどはちらりとナヴァールに視線を向ける。

ナヴァール：ん？

ＧＭ：「そうそう。ステラ、と言いましたかね？　あれはとてもいい女だ。実に私の好みですよ。たしかキミの妹弟子、でしたかね？」

ナヴァール：……そうやって人の心を惑わそうとしても無駄だな。すぐに取り返しにいく。

ＧＭ：「その割には、言葉に冷静さが欠けていますよ？　では、キミが取り返しにくるまで、大事にお預かりしておこう―――ふふ」　と、そこまで言って、ベイオネットの気配は唐突に……消えた。

ゼパ：とりあえず、先を急ぐのじゃ。早いところ、ドーントレス卿とやらに会わねばな。

カテナ：ええ。

ＧＭ：と、カテナが相づちを打ったところで―――このシーンは終わりにしましょうか。

ナヴァール：じゃあ最後に、ノルドグラムがある北の方向……その空を見上げて、言っておこう。こう、めずらしくやや焦った感じで……




「―――ステラは、必ず助ける」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ベイオネットとの前哨戦のあと―――四人は、朝を待たずして宿場町をあとにした。

　ドーントレス卿の待つ、王都ノルドグラムへと到着したのは……




　それから五日後のことだった。







◆Middle 06◆心強き協力者




　レイウォール王国王都ノルドグラム―――。

　文字通り、赤竜王国レイウォールの中枢たる大都市である。

　グラスウェルズ王都ベルクシーレとはちがうその堂々たる威容に、カテナとゼパはどこか気圧されるような感覚をおぼえた。

　整然とした街並みと、それを圧するようにそびえ立つ大陸最古の王城。

　自由な国風を旨とするグラスウェルズとはあきらかにちがう。

　だが、強い意志の元に統一されたひとつの国としての美しさがそこにはあった。




ＧＭ：では、場面は切り替わりまして……舞台はレイウォール王都ノルドグラム。ええと、ホントならノルドグラムに入るのにイベントがあるんだけど……。

カテナ：《偽装情報》♪

ＧＭ：ええ（笑）。でも、ハーリング伯がキミたちがこの街にくる情報を持っているんだし、秘密裏に警戒はしてはいるだろう。偽装を暴く意志を持った奴がいるんだから、判定をしてもおかしくなよな？

カテナ：……う（笑）。

ＧＭ：偽装を暴かれると、この先の行動にペナルティがつく。判定にはハーリングの【感知】を使うよん。えっと、いくつだっけ……（と、シナリオに視線を落として）……14だ。

カテナ：見破るなら、難易度は22だね。

ＧＭ：８以上か……（ダイスを振る）……６。だめ、失敗。

ゼパ：ふう……（笑）。

ＧＭ：ま、まあいいとしよう。では、キミたちは街に入る関門を苦もなく通り……王都への侵入を果たした。そして、エルザより渡された地図の通りの場所に、目的の屋敷はあった。

カテナ：では、エルザから紹介状をもらっていたということで（笑）。

ＧＭ：ＯＫ、それで（笑）。玄関に迎えに出たメイドさんに紹介状を渡してからややあって……キミらは、応接室に通された。棚におかれた豪華な調度品の数々、勲章―――出されたお茶のティカップひとつ見ても、そこが高い地位を持つ人の屋敷とわかる。

ナヴァール：では、屋敷の主が来るまで待たせていただこう。

ＧＭ：ナヴァールがお茶に口をつけてからほんの数分後……件の人物は現われる。「―――お待たせしましたな」　部屋のドアを開いて姿を見せたのは、ヒゲをたくわえた初老の男性だ。初老と言いつつもその眼光は鋭く、三二将の上位にあることもうなづける。

ゼパ：立ち上がって一礼するのじゃ。

ＧＭ：彼は、四人のそんな振る舞いを手で制して―――「……いや、楽にしてくだされ」そう言って自分もソファに腰掛ける。「わしがドーントレスだ。お初にお目にいる……いや、ひとりをのぞいてかな」と、意味ありげにカテナをちらり。

カテナ：は？

ＧＭ：「お忘れか、カテナ……いや、アナスタシア・ハーリング」

ゼパ：アナスタシア？

カテナ：……なぜ、私の本名を知っている。

ＧＭ：「ははは、覚えていないのも無理はない。まだお前は幼かったから覚えていないのは当然だろうて。わしはお前の父と旧ふるくからの友でな、ハーリングの屋敷を訪ねては、よく幼いお前を腕に抱き、あやしたものじゃ」

カテナ：いや、その……。

ＧＭ：「ははは、照れずともよい。わしはお前のおしめを代えたこともある」

カテナ：ドーントレス卿って、何歳くらい？

ＧＭ：六〇～七〇ってとこかな？

カテナ：ＧＭ、私はエルダナーンなんですが。年齢九五歳。

一同：……。

ＧＭ：「ははは、照れるものだな。わしはお前におしめを代えられたこともある」

ベネット：じじじじいさ――――――んっ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：（笑いをこらえながら）……数一〇年ぶりの再会に水を差してもうしわけないのだが、本題に入らせていただいてよろしいか。

ＧＭ：「ステラ様、そしてハーリング伯のことだな」

ナヴァール：いかにも。なんでも、レイウォール内部でもステラ王女のことで不満が持ち上がっているとか。

ＧＭ：「うむ。メルトランド戦役において、ステラ様が更迭……代わってベルフト様が竜炎騎士団の実権を握ったことに、三二将の多くが不満を持っておる。ベルフト様はたいしたお方だが、かの騎士団はやはりステラ様のもの。ヒューバード様もなにを考えておられるのか」

カテナ：王族批判か？　騎士の発言とは思えんな。

ナヴァール：いや、騎士の誉れは王に仕えることだからな。オーギュスト王が病に伏せっている現状のレイウォールだと、いろいろ微妙なのかもしれない。

ゼパ：王が死ぬこと前提に、ヒューバード派、ベルフト派、ステラ派の派閥争いが（笑）。

カテナ：そのうえで、三二将にとってステラは別格なのかな。

ＧＭ：「うむ。あれはよい将だ。厳しくもあり、しかしみなに愛され、実直で……やや情に流されやすいところはあるが、それがまた―――」

ベネット：萌えると。

ＧＭ：「うむ……」―――じゃなくてっ!?（一同爆笑）

ナヴァール：竜炎騎士団が一瞬でステラファンクラブのような組織に（笑）。

ＧＭ：冗談はともかく！（笑）　「……許されるのであれば、自らの手でステラ様をお救いしたいとすら考える」

ナヴァール：つまりステラが今、どういう状況にあるのか理解しているということですな。

ＧＭ：ピアニィが王国を追われて以来、王家がらみで不穏当な雰囲気が蔓延しているからね。ドーントレスは、密かに探りを入れ……ステラのことを知ったのだ。

ナヴァール：探り？　では、オーギュスト王が病に伏せっている理由が……第一王子ヒューバードの盛った毒にあることもか？

ＧＭ：ドーントレスは凝固した（一同爆笑）。「……そ、そのような話は知りませんな」

ナヴァール：その反応だけで十分にございます。

カテナ：それで？　肝心のステラ王女の居場所については？　ハーリング伯の別荘に軟禁されている、とお聞きしますが。

ＧＭ：ドーントレスは、言いだしにくそうにカテナの方をちらりと見て―――。

カテナ：気にしないで。私は、すでに家を捨てた身ですから。

ＧＭ：「アナスタシア……あなたがここにこられたということは、アドルフィスを討たれるためですな。あれが、アドルフィス様でないことも知っておられる」

カテナ：そうだ。

ＧＭ：「あのアドルフィスは一年ほど前、正式に家督を継がれ……すべての使用人を解雇し、今は生まれ育った懐かしい、実家に近づくこともありませぬ。北の方に建てられた別荘を活動の拠点としておる」

ゼパ：その場所を、あなたは知っておられるな？

ＧＭ：「うむ……あの屋敷の建造中、一度だけ見たことがある。それ以来、近づいておらぬゆえ、その位置を覚えているのだ」

一同：……？

カテナ：どういうことだ？

ＧＭ：「あの別荘……屋敷は、魔術的な結界で覆われている、という話でな。アドルフィスに招待された者以外がその結界に足を踏み入れれば、屋敷に向かったという記憶を消去されるという。それゆえに、別荘の位置はこれまで秘匿され続けてきたのだ」

ベネット：ああ、最初にもらった情報はそういうことでやんすか。

ＧＭ：「そして、これが別荘の位置を書き記した地図」と、懐から筒状に丸めた紙を取りだし、目の前に広げる。ノルドグラムの少し北に、別荘の位置とおぼしき印がついている。

ナヴァール：卿、たしかにお預かりいたしました、とくるくるっと丸めて懐へ。

ＧＭ：「すべてはあなた方に託しましょう。だが……ひとつだけお聞かせ願えないか。なにゆえ、ステラ様は幽閉されることとなったのか。アドルフィス様に成り代わった男はいったい、何者なのか」

ナヴァール：う、バルムンクの話はしていいのかな……。

ベネット：微妙なとこでやんすな。

ナヴァール：（少し考えて）‥……卿。それをお聞きなさるか。たしかにあなたには話しておいた方がいいだろう。我々としても、レイウォール内に理解者が必要だ。

カテナ：待て。だが、知ったら後戻りはできなくなるぞ。

ＧＭ：その言葉に、ドーントレスは優しい笑顔を浮かべる。「それは、共に修羅の道を歩めということですな？　それで東の将を束ねるわしが怖じ気づくとお思いか？」　老人の言葉には、目には、なんら迷いというものは見えない。

ベネット：お、男気あふれる人でやんすな！（笑）

ナヴァール：……では、話そう。バルムンクという組織のことを―――と、もろもろ説明。ハーリングの正体、王族や貴族にまでバルムンクが入り込んでいることなどなど。

ＧＭ：しばらくは、それをおとなしく聞いていたドーントレス卿だが、その表情はしだいに悲しみとも怒りともとれるそれに変わる。そして、震える身体を必死に抑えながら……「な、なんということか―――我がレイウォールは、そこまでの病に冒されておったか……」

ゼパ：こ、この男、かっこいいのじゃ……いかにもレイウォールを愛する騎士って感じ（笑）。

ＧＭ：グラスウェルズやフェリタニアの人間から見れば、レイウォールはたしかに敵対する国だ。でも、彼らには彼らの正義があり、生き方ってもんがある。「ナ、ナヴァール殿、わしは永くこのレイウォールにお仕えしてきたが、この目は曇っていたようだ。今、この国のためになにをすればいい……恥を忍んでお聞きしたい」

ナヴァール：今は動かぬこと、関わらぬことです。気づかぬふりをし……とにかく今はこれまでどおり、国のために尽くすがよかろう。時が来れば、必ず声をかけると約束しましょう。

ＧＭ：「―――承知した。近いその日、この老骨を必要と思う日が来たらば、まっ先に声をおかけいただきたい」

ナヴァール：は、必ずや。

ＧＭ：「では、今日は日も落ちた。今宵はごゆるりとこの屋敷で……」

ナヴァール：いや、これ以上、ご迷惑をおかけするわけにはいかない。我々がここにいるだけで、あなたに迷惑がかかるやもしれない。早々に出立します。

ＧＭ：「そうか―――では、ご武運を祈る。ステラ様を必ずやお救いしてほしい。そして、アナスタシア。アドルフィス殿の仇を……！」

カテナ：もちろんだとも、卿。

ＧＭ：では、カテナがドーントレス卿に言葉を返したところで場面を終えて、ミドルフェイズ……最後のシーンへといきましょう！







◆Middle 07◆霧きりの結界を越こえて




　周囲の風景が、白はくに乳ゆう色しよくの霧きりに霞かすんでいた。

　目を凝こらせば霞かすみの中に建物とおぼしき影かげが見て取れる。

　丘おかの上に立った建けん造ぞう物ぶつを守るようにたゆたう霧が、自然のままにあるそれとは明らかにちがうことは誰だれの目にも明らかだった。




ＧＭ：ではミドルフェイズ最後のシーン！　場所は、ハーリング伯はくの領りよ内うないにある別べつ荘そうだ。

ベネット：別荘はすぐそこにあるので？

ＧＭ：ええ、別荘とおぼしきものは、まちがいなく少し先の丘の上にある。が……。

ゼパ：おぼしき……？

ＧＭ：そう。まちがいなくそこにあるんだが、はっきりと目もく視しできないのだ。別荘を取とり巻まくように……そこにたゆたっているのは、白乳色の霧。風が吹けども揺ゆらぐことすらせず、不自然に別荘を覆おおうように、そこにたゆたっている。

ナヴァール：これがドーントレス卿の言っていた結界とやらか。

ＧＭ：この霧はそう、言うなれば「人除よけの結界」だ。

ベネット：人除け？　迷めい路ろみたいなもんでやんすかね？

ＧＭ：残念ながら、そんな甘あまいものではない。これは「別荘に近づこうとする意い志しを消す」という特とく殊しゆ能のう力りよくを持っている。

一同：へ？

ＧＭ：つまり……別荘があるということは認にん識しきできるが、近づこうとしたり入ろうとする意志を消し去るのだ。無む意い識しきに、別荘に近づきたいって意い識しきが消えるという―――。

ゼパ：しかし霧の中に入らねば、先には進めんのじゃ……キラーン☆。

カテナ：その通りだな、と一歩踏ふみ出だして……の前に！　具体的にはどう処しよ理りするの？

ＧＭ：ルール的にはこうなる―――。




ルールその１・『霧の中には、同時にふたり以上で入ることはできない』

ルールその２・『結界を通つう過かする際さい、三回の【精せい神しん】判定を行なう。


判定を行うごとに、その判定の正せい否ひにより【ＭＰ】が減げん少しようする』






カテナ：【ＭＰ】か……そ、それはなにげに……嫌いやだな。

ベネット：嫌でやんすが、あっしは霧を抜ぬけたあとにポーションで回かい復ふくすればよし！

ゼパ：同じくなのじゃ。こういう時、武ぶ器きを使えるというのはいいのう（笑）。

ＧＭ：そこで次のルールです。




ルールその３・『【ＭＰ】が０になった段だん階かいで別荘の記き憶おくを失い、興きよう味みも持てなくなる。


事実上、本セッションより脱だつ落らくする』






ベネット＆ゼパ：なんだって――――――ぃ!?

ゼパ：い、いや待つのじゃ！　脱落ってことはクライマックスにもいけないってことかあ!?

ベネット：【ＭＰ】、あっしはものすごい少ないんですが！　しかも判定【精神】!!（笑）

ナヴァール：（少し考えて）つまり逆ぎやくに言えば、三回目の判定終しゆう了りようしたらクリア？　その時に【ＭＰ】が残っていれば平気？

ＧＭ：おお、その通り。つまり―――。




ルールその４・『三回目の判定終了時に【ＭＰ】が１以上あれば、結界を突とつ破ぱできる。


ファミリアやアイテムなどで増ぞう加かした分の【ＭＰ】はカウントされない』






ルールその５・『《祝福》やＭＰポーションの使用は可か能のう。


前ぜん述じゆつの【精神】判定を行なうごとにポーションを飲んでよい。

一回飲むごとに無む条じよう件けんで【ＭＰ】が15点減少する』






一同：15も減へるのかっ!?（笑）

カテナ：難なん易い度どは判定の前に聞けるとして、【ＭＰ】の減る量が問題。どのくらい減る？

ＧＭ：秘ひ密みつです。

カテナ：秘密っ!?　こ、これは最初のひとりを人柱にしろということか……!?（笑）

ベネット：いやいやいやっ、《クウェリィ》使用！　さあ、すべて吐はくでや―――んすっ!?

ＧＭ：ち！　ここまでに《クウェリィ》を使っていれば大だい惨さん事じだったのにな（笑）。




ルールその６・『判定の結果と減少する【ＭＰ】量は次のとおり。


判定の結果によって減少する【ＭＰ】の値が変わる。

この判定でファンブルした場合、失敗による【ＭＰ】が失われる値に＋［ファンブルしたダイスの数］Ｄされる。このダイスはＧＭが振ふる。

減少する【ＭＰ】は、ＰＣ自身に適てき用ようすること。《ファミリア》やアイテムの【ＭＰ】に割わり振ふることはできない。

判定の難易度と減少する【ＭＰ】の値は以下の通り。

・判定一回目　　難易度：18　　成功：20点　　失敗：30点

・判定二回目　　難易度：20　　成功：10点　　失敗：40点

・判定三回目　　難易度：24　　成功：５点　　失敗：50点』






カテナ：なるほど、私は判定が全部失敗だったとしても、【ＭＰ】が残ってクリアできるな。

ナヴァール：私もゼパも【精神】が高いから、フェイトのつぎ込こみ方しだいでなんとかなりそうだ。が……（と、ベネットを見る）。

ベネット：かかかか帰ろうっ!?


一同：帰るなっ!?


カテナ：さて、これはどう突破するか―――。

ナヴァール：ベネットは、《ダンシングヒーロー》やフェイトを使って二回目の判定をしのぎ、あとの二回は諦あきらめるしかなかろう。最悪、途とち中ゆうで《祝福》で【ＭＰ】回復だな。

カテナ：なるほど。私はクライマックスのために《祝福》を取っておきたい。私はフェイトと《ドラゴンソウル》で乗り切ろうと思うんだが、ゼパはどうだ？

ゼパ：ワシは三回目だけフェイトをつぎ込めば、なんとかなると思うのじゃ。装そう備びはセイントシールドに切きり替かえじゃな。

ナヴァール：ふうむ、待てよ……（←なにか考かんがえ込こむ）。

ＧＭ：いいかな？　では、誰からいく？

ゼパ：では、余よ裕ゆうがあるワシからスタートしよう。




▼ゼパの挑戦

　どこか不安げな、それでいてどこか頼たのもしげに―――。

　そんな仲間の視し線せんを背せ中なかに受けてゼパは霧の中へと一歩、足を踏み出した。

　だが、そこで待っていたのは彼かれにとって想そう像ぞうだにしない試練だった。




ＧＭ：さて、では……まずはゼパ様からだな。

ゼパ：うむ。霧の中に踏ふみ込こむのじゃ―――。

ＧＭ：じゃり、と大地を踏ふみならす音と共に、キミは霧の中へ。それと同時に、周囲の音は不自然に消えた。全方位が白乳色の闇やみ。チリーン……どこかで寂さびしげに鈴すずの音が聞こえ……。

ゼパ：な、なんじゃ？　なにも見えないのじゃー。

ＧＭ：いや、ふと気がつけば―――正面の霧の中に、なにかぼんやりと影が見える。

ゼパ：お？　そこに向かって全力疾しつ走そうじゃ。

ＧＭ：ＯＫ、影の中に突つっ込こんだ瞬しゆん間かん……ばっ、と視界が開け、景色の色が取とり戻もどされた。

ゼパ：おお？　どんな景色が！

ＧＭ：さあ。

一同：さあ!?


ゼパ：さあってなんじゃ！（笑）

ＧＭ：少々お待ちを……ええと、ゼパ、ゼパ……（と、ガサガサと封ふう筒とうの中からなにか紙を取り出だす）……あ、あった。

一同：ここでさっきのアンケートかっ!?（笑）

ＧＭ：（ゼパのアンケートを読んで……）そう、そこに広がったのは、キミの過か去この心象風景―――えーと……（と、アンケートに目をやる）…………あれ？




質しつ問もん：今までで一番辛つらかった思い出はなんでしょう？

回答：記憶喪そう失しつなのじゃ。




ＧＭ：……。

ゼパ：……。

ＧＭ：えー……ごめん。本来ならば、ここで過去の一番辛かった出来事が再さい現げんされて、キミの心を壊こわしにかかるはずだったんだが……記憶喪失なので映えい像ぞうが出ません（一同大だい爆ばく笑しよう）。

ゼパ：うわぁ、なにも見えないのじゃあ！（笑）

ＧＭ：ええ、そこはただの虚こ空くう。自分は確実にここにいる、という感覚以外はなにもない。音も聞こえない、光も差さない、風も温度も感じられない。上も下もない。

ゼパ：うひぃっ!?


ＧＭ：あるのは、ひたすら心の内側よりあふれ出る孤こ独どく感だ。さらには、嫌けん悪お感かん、疎外感、劣れつ等とう感かん……さまざまな負の感情がとめどなく溢あふれ……（ねちねち）。

ゼパ：そ、それは嫌じゃ―――っ！　ほんとに嫌じゃ―――っ!!（笑）　人はひとりでは生きてはいけぬのじゃ―――っ！（一同大爆ばく笑しよう）

ＧＭ：（低い声で）自分はいかにちっぽけな存在であろうか、生きている価か値ちなどないのではないか……そんなこと、今まで思ったことはないか？　そんな感覚がえんえん繰くり返かえされて……（ねちねち）。

ゼパ：暗くなってきた……。

ＧＭ：さて、ではそんな繰くり返される嫌悪感に耐たえられるかどうか……判定を！

ゼパ：で、では……（ダイスを振る）……出目は５で23！　成功なのじゃっ！　……ワシ、超おっけーっ!!（一同大爆笑）

ＧＭ：ぐぬ（笑）。では、キミは思う。自分は、記憶を失っていることも含ふくめて自分であると。そして、なにもない虚きよ無むの空間の中、身体の奥おく底そこに見えた光は―――。

ゼパ：愛じゃ！（一同爆笑）

ＧＭ：愛があれば大だい丈じよう夫ぶ……心の中でそう強く思った瞬間、周囲の闇が消し飛び、こんどこそ周囲に色が取り戻される。そして……（アンケートに視線を落として）次に見えてきたのは―――ここで次の試練です。

ゼパ：…………ワ、ワシ、なに書いたっけな。い、嫌な予感が……。

ＧＭ：ふいに色が取り戻された景色の中、キミの眼がん前ぜんに仁に王おう立ちして、強い笑えみを浮うかべていたのは―――。

ゼパ：思い出したっ。も、もう帰る……っ（笑）。




質問：あなたが最も怖こわい、もしくは、嫌きらいな人は誰ですか？

回答：ベルフト怖い。
















ゼパ：うぎゃ―――――っ、よけいなことを書いたのじゃ――――――っ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：（←大爆笑している）

ＧＭ：そう！　今まさに剣けんを抜かんと、邪じや気きに満ちた笑みを浮かべているのは大陸最強の騎き士しにして、レイウォール王家の次じ兄けいベルフトだ―――。

ゼパ：ただ単に、好きなキャラを書いてしまった……（笑）。

ナヴァール：「じいさん。貴き様さま、防ぼう御ぎよには自信があるそうだな。俺おれの一いち撃げき、受けてみるか」

ＧＭ：と、ベルフトは言った。

ゼパ：い、いや、やめておきます……っ（笑）。

ＧＭ：「いや、遠えん慮りよすることはない」　ずぅん、ずぅん……と、剣を引ひき抜ぬきながら、その鎧よろいを纏まとった堂々たる巨きよ[image: ]くがキミに近づき……。「ぬぅん……！」

一同：ぬうん!?（笑）

ＧＭ：ベルフトの剣が、ゼパの頭に振ふり下おろされた……！　振り下ろした剣が風を巻まき起おこし、剣圧あつだけで足あし下もとの大地が陥かん没ぼつする！　この光景は夢ゆめか現げん実じつか。判定に失敗すれば……。

ベネット：現実のものになると。

ゼパ：!?　現実になったら木こっ端ぱ微み塵じんじゃあっ！（笑）　では……！（ダイスを振る）……お、出目は８！　25で成功なのじゃ！

ＧＭ：ならば〝ギィン……！〟　ゼパの盾たてが、ベルフトの剣を受け止めた。にやり、ベルフトは満足げな笑みを浮かべてキミの顔をのぞき込み―――。

ゼパ：ごくり。

ＧＭ：「……たいしたものだ、じいさん」と、笑え顔がおでゼパをハグします。

一同：なんでだっ!?（大爆笑）

ナヴァール：（←大爆笑している）

ゼパ：会えただけでなく、攻こう撃げきを受け止めた……！　しかもハグされた!?　ゆ、夢のようなトラップじゃ!?（大爆笑）

一同：なんか喜んでるっ!?


ナヴァール：（げらげら笑いながら）なんでハグなんだ……なんで……っ！（大爆笑）

ＧＭ：い、いや、恐こわいと言いつつ好きだって言うので……。

ＧＭ：「では、先に進むがいい……！　また会おうぞ！」　ベルフトはマントをばさあっ、と翻ひるがえし……キミが進むべき道を指さしし示めす。

ゼパ：さ、先に進むのじゃ。

ＧＭ：では、ベルフトの試練を越え、ゼパは歩を進めた。ふと気づけば、そこは再ふたたび白い霧の中。だが、キミは気づく。霞む景色の向こうに……うっすらと屋や敷しきの影が見えた。

ゼパ：おお、あと少しなのじゃ。と、そっちに向かって歩……。

ＧＭ：『待て―――行くな、ゼパ』

ゼパ：む？

ＧＭ：ふいに、そんな声がキミの背はい後ごから聞こえた。そう、その声こそ―――（と、アンケートに視線を落とし）……。




質問：あなたの好きな、もしくは大切な人・物は？

回答：サボテンの盆ぼん栽さい。




ゼパ：ぼ、盆栽の声が聞こえてくるのじゃ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：なんだよ盆栽の声ってっ!?（一同大爆笑）

ゼパ：い、いや、だって……。

カテナ：（笑いをこらえながら）た、たしかに『ブレイク』でゼパが盆栽を手入れをしているシーンはあったけどさあ！（笑）

ＧＭ：人・物、ってあるんだし人物もあげようよっ!!（一同大爆笑）

ゼパ：大事なもの……じ、じゃあ、グラスウェルズ……クレセント、ゴーダ伯とか？




[image: ]




　なんで疑ぎ問もん形だ。




ベネット：クレセントって幻げん竜りゆう騎き士し団だんの仲間でしたっけ？

ナヴァール：そうそう。変へん装そうの得意な女じよ性せいのエージェントだな。ゼパと特に仲がいい。

ＧＭ：（少し考え）こうしよう。（シリアスな口調で）……周囲の風景は、キミが愛するグラスウェルズ王国が燃もえさかる風景。見み慣なれた景色が炎ほのおにまかれ、次々と焼け落ちていく様。

ゼパ：ううっ!?


ＧＭ：さらに視線を転じれば、そこには傷きずついた仲間たち。「ゼパ……っ」「……ゼパよ」　助けを求め、キミを呼よび止とめる声。クレセントやゴーダ伯が灼やける街路の上に血を流して倒たおれ伏ふし―――そして、盆栽は今にも枯かれそうだ（一同大爆笑）。

ナヴァール：盆栽はいいだろう盆栽はっ!?（大爆笑）

ゼパ：ううっ、これは盆……ゴーダ伯の元に戻もどらねばいけない気がするのじゃ！　こ、心が揺れる……！　しかしここで戻ればあの別荘にはたどり着けない……！（笑）

ＧＭ：ゴーダ伯は倒れ伏したまま、おのれの心を吐と露ろする。「……戻ってきてくれ、ゼパ。次の幻竜騎士団の団だん長ちようは、お前しかいないのだ」

ナヴァール：なにいっ!?（笑）

ゼパ：だ、団長になるなど……そ、そんな大それた願いは持ってないのじゃ……が……。

一同：が？

ゼパ：で、でも……ゴーダ伯が仰おつしやられるのなら……さっき、ベルフトの攻撃をも止めたワシだしのう……（一同爆笑）。

一同：誘ゆう惑わくされとるっ!?（笑）

ＧＭ：ふふふ、では判定しようか……（笑）。

ゼパ：そ、そうじゃな。ワシはそんな器うつわではないとわかってるいので、判定にフェイトを１点つぎ込むのじゃ。たあ……っ！（ダイスを振る）……28で成功じゃ！（笑）

一同：おお！（笑）

ＧＭ：ち。幻げん影えいのゴーダ伯はキミに向かって力強く告げる。「ゼパよ、お前だ。お前ならば、この世界を変えられる……！」と。だが……。

ゼパ：それはちがうのじゃ、伯よ。

ＧＭ：「……なに？」

ゼパ：本物の伯ならばそんなことは言わんじゃろう。この世界を変えることができるのはワシではなく、あなたでもなく、幻竜騎士団でもなく―――〝愛〟じゃ（一同大爆笑）。

ＧＭ：わははは（笑）。では、ゼパがそう言い切った瞬間―――周囲で燃えさかるグラスウェルズの風景が、キミの知る華はなやかな都の姿すがたを取り戻す。

ゼパ：そう。これがワシの知るグラスウェルズじゃあ……。

ＧＭ：その景色を満足げに眺ながめるゼパ。そして、くるりと振ふり返かえって立ち去ろうとするゼパに向かい―――。




「そうだ、それでいいのだ、ゼパ」




ゼパ：おお？

ＧＭ：振ふり向むけば、街がい路ろ樹じゆの木々の緑、空の青、建物の白……平和な街まち並なみを背せに立っているゴーダ伯とクレセントの笑顔。




「フフ、ゼパ。お前はお前の信ずる道を進めばいいさ」




ゼパ：クレセント……？

ＧＭ：それは、ゼパの心が生み出した単なる幻かもしれない。だが、彼らの穏おだやかな笑顔と言葉は、キミの背中を押おしてくれた。もらったのは前に進む勇気。そして……。

ゼパ：お、おお、なんかいい話に……。

ＧＭ：そして、笑みながらゴーダ伯がその腕うでに抱いだく―――……サボテンの花は、咲さいていた。

一同：こらっ!?（一同大爆笑）

ベネット：なんでそこでサボテンとか言うっ!!（笑）

ナヴァール：サボテンはどうでもいいだろうサボテンはっ!?（笑）

ＧＭ：だ、だってゼパばサボテンの盆栽がもっとも大事だから……って!!

カテナ：せ、せっかくいい雰ふん囲い気きになってたのに……（笑）。

ベネット：（←げらげら笑っている）

ＧＭ：と、ともかく！　気がつけばゼパの周囲の霧は晴れている。背後を振り向けば、まるでそこに見えない壁かべでもあるかのように、背後で不自然にたゆたい、渦うず巻まく白乳色の霧だ。

ゼパ：おお、どうやら霧を抜けたようじゃの……。

ＧＭ：そうだ。目の前には豪ごう奢しやにして、しかしどこか背中が凍こおるような威い圧あつ感を放つ建物がそびえている。ハーリング伯の別荘だな。

ゼパ：では、みなが来るまで待たせてもらうとしようかの。ああ、無事に渡わたれたという合図に……ランタンの灯あかりを明めい滅めつさせるとか、サインを送っておくじゃよ。

ＧＭ：ＯＫ。それは、反対側にいるナヴァールたちにも伝わった。ナヴァールらは、その光を確かく認にんし、ゼパがなにを伝えたいのか理り解かいする。

ナヴァール：うむ、どうやら無事にたどり着いたようだな。さて、次は誰がいくか。

ベネット：ふっふっふ、ではここはあっしが行こうか……！




▼ベネットの挑戦

　霧の中にひとり―――ベネットは、不ふ敵てきな笑みを浮かべていた。

　その心の内にあるのは、強い諦め、そして開き直り。

　彼かの女じよは心の底からの想おもいを、言葉を、口にした。

「くっくっく、あっしの【精神】で無事に済むと思ったでやんすか……！」




ＧＭ：ではさっそく、最初の試練……！　霧の中、ふいにキミの周囲が景色を取り戻してい…………（アンケートに視線を落とす）…………えーと。

一同：……？

ＧＭ：（少し考えて）……そう。周囲を染そめたのは白みがかった夕焼け色に、夜の群ぐん青じよう色いろが侵しん入にゆうしてきた複ふく雑ざつな色合い―――そこに満ちたるは、八つの殺気。

ベネット：…………。

ＧＭ：そしてベネットは見た。キミの眼前、風のように走はしり抜ぬけていくひとりの少女の姿を。

ナヴァール：おい、オチが見えたぞ。




質問：今までで一番辛かった思い出はなんでしょう？

回答：五〇メートル走ったこと……でも、後こう悔かいはしてない。




ＧＭ：「あっしは風……っ！　今、風になるでやんす！　風、いやむしろ光！　未来に向かって全速で走――――――るっ！」（一同大爆笑）

ベネット：や、やめろ―――ぉ!?　走り出すあっしを止めに入るでやんす！

ＧＭ：「は、離せぃ……！　あっしは今、光になるでやんすっ!?　このまま後方に向かって五〇メートルダッシュでや―――んすっ!?」（一同大爆笑）

ベネット：だ、駄だ目めなんだ……それは、《チェックメイト》も《エンカレッジ》も届とどかない距きよ離りなんだ――――――っ！　あ、あの時は大丈夫だと思っていたんだぁぁあぁぁあっ!?

ナヴァール：（←笑いころげている）




　くわしくは、『殺意のエトワール』収しゆ録うろくの第六話をお読みいただきたい。




ＧＭ：そして少女は走り去り、五〇メートル先へとたどり着いてしまった。

ベネット：（うなだれて力なく笑いながら）や、やばい……これは、本当に精神ダメージがでかい……（笑）。

ＧＭ：と、その時だった。

ベネット：う？

ＧＭ：「あっしは風……っ！　今、風になるでやんす！　風、いやむしろ光！　未来に向かって全速で走――――――るっ！」　目の前をベネットが走りすぎていった。

ベネット：ぎゃあぁあぁぁああぁあっ、繰り返してるぅうぅぅうううぅっ!?（一同大爆笑）

ゼパ：あ、悪あく夢むが繰り返しているのじゃ……これはつらい……（笑）。

ベネット：い、いっそ殺せ―――っ！（笑）　と、とりあえず判定いくでやんす……っ！　《ダンシングヒーロー》を使って……（ダイスを振る）。どうだ……っ！




　―――失敗。




ベネット：死にます。

一同：死ぬなよっ!?


ベネット：帰りたい。マジ、もうエリンディルに帰りたい……（一同爆笑）。

ＧＭ：あ、安心しろ。今、ごそっと【ＭＰ】が減ったが……ほらほら、また霧の中に戻ってまいりました。悪夢は終わったんだ。

ベネット：……膝ひざを抱かかえているでやんす（←まじへこみ）。

ＧＭ：さあ、次にいこう、次に…………（アンケート結果を見て）……って。おい、なんだこの答えは！　どう演えん出しゆつしろっちゅーんだっ!?




質問：あなたが最も怖い、もしくは、嫌いな人は誰ですか？

回答：スーパーベネットＲＸに敵てきはいない……これはもはや常じよう識しきである。

　　　あえて言うならば自分かな。




一同：……………………自分て。

ＧＭ：え、ええと……（しばらく考えて）……よ、よし、演出思いついた！　えー……周囲の霧の壁に、スライドショーのごとく過去のベネットの歴史が順番に映うつし出だされていきます。

ベネット：!?





　一いち枚まい目、それはヒロインキャラとして期待され、しかし〇・二秒でスピンアウト認にん定ていされた初登場のあの日―――。




ベネット：い、いや、ちがうんだっ!?　どうせ一回こっきりで、使つかい捨すてのキャラになると思ってまして―――っ!?　まさか五年も使うことになろうとは―――っ!?（一同大爆笑）




　二枚目、それは闇に満たされた洞どう窟くつの中……宝ほう石せきとカンちがいして敵の群むれに突っ込み、ひとり孤こ立りつした悲しき戦い。




ベネット：あ、あれは誰だって宝石だと思うだろ―――っ!?　シ、シナリオクリアのために目的に向かって爆ばく進しんしただけでして―――っ!?（一同大爆笑）




　三枚目、それは最初のキャンペーンの最終話。ラスボスを巻まき込こみ自じ爆ばくをはかるも命中判定に失敗……最終決戦でただ単に自爆しただけという離はなれ業わざを披ひ露ろうした。




ベネット：ちょっとスキルのデータを読みちがえてまして―――っ!?　じ、実はあれも相当へこんだんだ―――っ!?（一同大爆笑）




　四枚目、忍にん者じやを部下に連れて不敵に登場したはいいが……「我われ々われをベネット様と一いつ緒しよにしないでいただこう！」と、部下から素す敵てきな暴ぼう言げんを吐かれたＮＰＣ時代。




ベネット：あれはリプレイ読んで不覚にも笑っちまったわ―――っ!!（一同大爆笑）

ＧＭ：他にも、敵にかなわないと知っておもわず握あく手しゆを求めてゴマをすったり、部下を二五〇名与あたえられて有うち頂よう天てんになったはいいが一いつ瞬しゆんでそれを失ってみたり……。

ベネット：そして最後を飾かざるのは五〇メートルダッシュの絵でやんすね……。

ナヴァール：こ、こうあらためて見ると……すごいなベネット……。

カテナ：しかも狙ねらってやってるわけじゃないのが……。

ゼパ：尊そん敬けいじゃ……。

ベネット：そんな目であっしを見るな―――っ!?（笑）　く、くそうっ、判定！　判定をさせろ―――っ、こんな悪あしき過去は消し去ってやるでやーんすっ!?

ＧＭ：それは判定結果次し第だい。では、難易度20でどうぞ……！

ベネット：だ、《ダンシングヒーロー》とフェイトを３点使用！（ダイスを振る）……………………………33で成功じゃ―――っ!!

一同：おおっ!?（笑）

ベネット：ふっ、過去があるから今のあっしがいる。だから……（さわやかな声で）………お前たちのことは忘わすれないでやんす―――。そして映像の中の過去のあっしたちが、みんな笑顔で……「おめでとう」「おめでとう」と、拍はく手しゆをしてくれて……。

カテナ：お、おめでとう……。

ゼパ：いい話……なんじゃろうか（笑）。

ナヴァール：なぜか少しも感動できない……（笑）。

ＧＭ：そしてここで最後の試練が到とう来らいする。

ベネット：まあ、ここで失敗しても【ＭＰ】が２点残った状じよう態たいで突破できるでやんすから気楽なもの。軽い気持ちでいくでやんす（と、ダイスをにぎる）。

ＧＭ：では、ふいに周囲の風景はどこまでも続く砂さ漠ばくへと変わり……。

カテナ：砂漠？

ナヴァール：これもオチが見えたぞ。




質問：あなたの好きな、もしくは大切な人・物は？

回答：水。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「……ベネット殿どの、遅おそいのぅ」

　ベネットが、霧の中に入ってから二〇分ほどが経けい過かした。

　ふつうに考えれば一〇分とかからず、彼女はこの場に姿を見せるはずだった。

　ゼパは心配そうに周囲を見回し、そしてふいに―――気づく。

「お？」

　そこに転がっていたのは、なにやら干ひ涸からびた……そう、干ほしワカメのようななにか。

　眉み間けんにしわを寄よせ、ゼパがそれをのぞき込むと同時だった。

　干しワカメが、言葉を発した。




「……み、水」




　ベネットは、無事に霧を突破した。




▼ナヴァールの挑戦

「……ベネット殿も通られたか。では―――」

　つぶやいて、ナヴァールは目の前に広がる霧を見み据すえ……その一歩を踏み出す。

「次は、私が赴おもむくとしよう」

　不敵な笑みを浮かべるその背中に、カテナの不安げな視線が刺ささる。

　ナヴァールは振り向きもせず、彼女の心の内を察し……そして、言い切った。

「安心しなさい。我わが策さくにかかればこのような霧ごとき、問題にはならぬ」




ＧＭ：では、続いてナヴァールにいきま……（と、アンケートに視線を落とし）……ってぇ！　なんじゃこりゃあっ!?





質問：今までで一番辛かった思い出はなんでしょう？

回答：母との別れ（新たな設せつ定ていが生えたでござる）。




ＧＭ：新たな設定が生えたでござる、じゃねぇ――――――ぇっ！（一同爆笑）

ナヴァール：いや、一巻かんから今まで色々な目にあってきたが、アルに叱しつ責せきされたり、ピアニィ様に励はげまされたりと仲間の絆きずなを感じられる、いい思い出ばかりなんだ。だから、サザーランドに師し事じする前になにかあったと考えるしかなく。

ＧＭ：は、母……ナヴァールの母といきなり言われても……んー……ん？

ナヴァール：ん？

ＧＭ：ナヴァール。

ナヴァール：なんだ。

ＧＭ：このふたつめの回答……。

ナヴァール：はて、どれかな？




質問：あなたが最も怖い、もしくは、嫌いな人は誰ですか？

回答：全ぜん滅めつ。もしくは、フェリタニアの滅めつ亡ぼう。そんな感じ。




ＧＭ：内ない容ようはまだしも、「そんな感じ」って……（笑）。

カテナ：か、軽い……（笑）。

ＧＭ：むしろそれよりもこの三番目……。




質問：あなたの好きな、もしくは大切な人・物は？

回答：……ないしょ。




ＧＭ：内ない緒しよってなんだ内緒ってっ!?


ナヴァール：内緒は内緒だ。べ、別に思いつかなかったわけじゃないぞ。

ＧＭ：……。

ナヴァール：いいから判定始めよう判定！（笑）　では……！




　ナヴァール（のプレイヤー）が、意い気き揚よう々ようとダイスを振った。

　そして―――。

　ナヴァールは、白霧を無事に突破した。

　しかし、判定は三回とも失敗だった。




　ナヴァールは、干しワカメとなった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




一同：ナヴァール―――っ!?（大爆笑）

カテナ：そ、そんなあっさり……（笑）。

ベネット：（げらげら笑いながら）ま、まさかナヴァールともあろう男があっしと同じ結果になろうとは―――っ!?（笑）

ナヴァール：ここで無理してフェイトやスキルを使うより、リソース温おん存ぞんしてあとで《祝福》で【ＭＰ】全回復した方が効こう率りついいと思ってな。全部失敗しても【ＭＰ】は０にならないし。

ＧＭ：な、なんというゲーマー的思考……っ。

ナヴァール：だから言ったろう、私の策にかかればこの程てい度どの霧は問題ないと。

カテナ：た、たしかに問題はなかった（笑）。

ＧＭ：では、最後……カテナいってみようか！




▼カテナの挑戦

　三度、霧の向こうでランタンの灯りが明滅した。

　それを確認し……カテナはフ、と笑む。

　無言のうちに一歩を踏み込んだ彼女の胸むねに宿されるは、決意。

「……今度こそ、確実に」

　閉とじた瞳ひとみ―――瞼まぶたの裏うら側がわの黒に渦巻くのは失われた家族……兄の力強い笑み。

「ああ、そうだな……兄上」

　声なき声に後あと押おしされて、顔を上げて……目を見開いて。




　そして、白霧の中にカテナの肢し体たいが溶とけていった。




ＧＭ：では……カテナが足を踏ふみ入いれた瞬間、辺り一面に広がったのは、赤。いくつもの人ひと影かげが、血の海に沈しずんでいる。

カテナ：……。




質問：今までで一番辛かった思い出はなんでしょう？

回答：兄、家族の死。




ＧＭ：それは家族であったり、ドーントレス卿きようだったり―――かつて、自分の身近にあった者たちの姿だ。抱だき起おこしてほしいのか、彼らカテナに向かって弱々しく……そして苦しげに。その土気色の手を伸のばしてくる。「カ、カテナ……」

カテナ：じゃあ、それを冷静に見据えて……（ダイスを振る）……うん、成功。では、気にも懸かけず、歩みも止めずに言います。

一同：……。

カテナ：……残念だな。ドーントレス卿は先日お会いしたばかりでな。これが現実であるはずがない。それに、幼おさない頃ころの私をカテナという名で呼ぶわけもない。

ＧＭ：ぐ。ならば、苦しげな表ひよう情じようの幻たちは……最後に目を見開き、呪のろいの言葉を放ちながら……その場で雲うん散さん霧むし消ようした。

カテナ：ふん……。

ＧＭ：そして、再び周囲に満たされる白い霧の中―――ふいに、カテナはいくつもの人影に取り囲まれる。人影は音もなく近づき、姿を見せた。そう、そこに現あらわれたのは―――。




質問：あなたが最も怖い、もしくは、嫌いな人は誰ですか？

回答：憎にくいという意味では、バルムンク。




ＧＭ：モンドーラ、ファイアアロー、フリーバレット、ドライ―――今まで倒してきたはずのバルムンクたちが、カテナを見下すように邪よこしまに満ちた笑顔で立っていた。

カテナ：ほう。知らない顔も混まざっているな。しかし、わかるぞバルムンク共。

ＧＭ：現われたバルムンクたちは口元をゆがめ、挑ちよう発はつするように言う。「ふふ、カテナ・アウレア。久ひさしぶりだな」「なにをそこまで執しゆう念ねんに燃えているのか」「我々は蘇よみがえる。何度倒されても、な」「お前たちがしてきたことは無む駄だなのだよ」

カテナ：……《ドラゴンソウル》、フェイトを１点使用（ダイスを振る）……ギリギリだけど成功。では、そのバルムンクの幻に落ち着いた声で言います。そんなことはない、と。

ＧＭ：「ほう……？」

カテナ：明けない夜などない。それに何度蘇ろうと……そのたびに殺してやる。楽しみにしているがいい。

ゼパ：か、カテナかっこいいのじゃ……（笑）。

ベネット：な、なにこのあっしらとのちがい。

ＧＭ：（笑）。た、たしかにブレがないな……（と、アンケートの三つめの回答を見ながら）…………では、ちょっと演出プランを変えるか。

カテナ：ん？

ＧＭ：カテナを取り巻いていたバルムンクの影が消え……再びキミは歩を進める。霧の向こうにゼパたちがかざすランタンの炎がちらちらと見える。

ゼパ：カテナ～こっちじゃー……。

カテナ：その声を聞いて、フ、と笑います。

ＧＭ：ではそんな時だ。その身体を芯しんから冷やすような霧の中、ふいに背後から炎の暖あたたかさを感じた。

カテナ：炎の暖かさ……？　じゃ、振り向……。

ＧＭ：「……隊長、そんなとこでなにをシリアスしてるんですか、あはは」

カテナ：え？

ＧＭ：「ばかっ、隊長は考えることいっぱいあるんだよ。ツヴァイくんとはちがうんだから」「う、うるさいな、ミリアは！」
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カテナ：ぐ!?（笑）

ＧＭ：「静かにしろ、お前たち。……エルザ、隊長にもコーヒーを」「はい、ユンガー隊長♪」　そう、振り向けばそこはどこか夜の山中。闇に支し配はいされた風景の中、たき火を囲んで笑っているのは―――。




質問：あなたの好きな、もしくは大切な人・物は？

回答：黄金の狼おおかみの仲間たち。




ＧＭ：それは、実じつ際さいに存在した場面ではないだろう。でもその暖かさ……かつての仲間の笑顔はキミにとっては疑うたがいがたいリアルだ。

ゼパ：ぐは（笑）。

ＧＭ：それは、五年ほど前の風景。すでに全滅した部隊の仲間たち。ユンガーたちだけじゃない。キミの部下だった名もなき多くの兵士も焚き火の向こうに立ってる。全員……笑顔でだ。

ベネット：こ、これはエグい。

ＧＭ：「隊長、コーヒー入りましたよー？　……隊長？」「はは、隊長はエルザ姉ちゃんの淹いれたコーヒーじゃお気に召さないってさ」「なによ、ツヴァイくんっ」

カテナ：ぐ、これは……一瞬、みんなに声をかけようとして、口をつぐむ……。

ＧＭ：眼鏡めがねをかけた細身の男……そう、ユンガーが落ち着いた微びし笑ようを浮かべてカテナを誘さそう。「隊長、今日の気温は低い。こちらに来て、焚き火にあたってください」

ナヴァール：（ダインになって）「今日は、特別に酒も用意してあります」
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ＧＭ：赤毛の少年が、お気楽に笑いながらカテナを誘う。「そうそう、隊長が来るまで開けずおこうってダインの奴やつが言うもんだから」

カテナ：……く、お前たち。

ＧＭ：「隊長、明日からでかい作戦に入るんでしょう？　勝利の誓ちかいの杯さかずっきてやつですよ」

ナヴァール：（ユンガーになって）「そういうことです。それと、次の作戦のことも聞きたいですしね。我々は、次はどのような行動に入ればいいのですか？」

カテナ：ぐ……これは……一歩、踏み出して……踏みとどまって。《ドラゴンソウル》、フェイトを２点使う……（と、ダイスを握にぎる）。

ベネット：「隊長？　どうしたんですか？」

カテナ：（ダイスを振る）…………クリティカル。

一同：うは！（笑）

ＧＭ：お、おいしい出目だな！（笑）　えー……いつまで経たってもやってこいないカテナの態たい度どに、ユンガーたちが怪け訝げんな顔を見せる。「……隊長？　早く、我々に指し示じを―――」

カテナ：じゃあ、ぐっとこらえて笑顔で言います。……指示は、ない。

ＧＭ：「……指示はない？」

カテナ：そうだ。お前たちはすでに自分の力で、自分の道を歩いている。もはや、私が指示を出すことはない―――いや、もう必要ないのだ。

一同：…………。

カテナ：少し落ち着きを取り戻して、みんなに背を向けて歩き始めます。

ナヴァール：「隊長！」

ベネット：「隊長……!?」

ＧＭ：……と、カテナの気持ちをつなぎとめようとする、いくつもの声が背後から浴びせかけられる。しかし、それはふいに止やんで―――。

カテナ：え？　少しだけ振り返……。

ＧＭ：振り返ると。そこには、〝黄金の狼〟全員が整列し、立ち去ろうとするキミに向けて強い笑みを浮かべたまま一いつ斉せいに敬けい礼れいしている。

ベネット：うわ、かっけぇ。

ＧＭ：そして、全員が唱和するように声を上げる。「……カテナ隊長、ご武ぶ運うんを祈ります！　我々には、我々の道を。そして―――あなたには、あなたの道を」

カテナ：あ……。

ＧＭ：と、しかしキミが声をかける間もなく。隊員たちの笑顔はゆらぎ―――その場に儚はかなく消えて散った。

カテナ：……。

ＧＭ：そして、周囲の白霧もしだいに消えゆき……屋敷の方からはキミを呼ぶ声。

ゼパ：カテナ殿～（笑）。

ナヴァール：無事か、カテナ殿！

カテナ：ああ、無事だっ！　と、声をあげつつ……最後にフッ、と笑顔で息を吐いて―――消えたみんなに向かって言います。




「……私には、私の道が。

　お前たちには、お前たちの道が。

　だがいつか―――




　……かなうことならもう一度、共に酒を酌くみ交かわそう」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　こうして、ひとりの脱落者も出さずに四人は霧の結界を突破した。

　眼前にそびえるのは、禍々しい威容を放つ豪奢な屋敷。

　カテナは、無言のままにその奧にいるであろう家族の仇をにらみつける。

　そしてナヴァールもまた、《祝福》にておのれの魔力を回復させたのち、屋敷を仰ぎ見て……その決意を口にした。

　

「―――ステラ、必ず助け出す」











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆ベイオネット




　開いた扉とびらの向こう側に開けたのは、静せい寂じやくに満ちた巨大なホールだった。

　踏ふみ入いれた四人の足音だけが空くう虚きよに響ひびく。

　広いホールの奧おく……その左右の壁かべ際ぎわには、長い階かい段だんが弧こを描えがいて階上へ向かっていた。特とく異いに思えるのは、正面と左右にそれぞれ五つの扉が備そなえられていること。

　天てん窓まど……ステンドグラスを通して差さし込こむ陽ひの光は、床ゆかのタイルを複ふく雑ざつに彩いろどっている。

　

　幻げん想そう的てきな情じよ景うけいが描えがき出だされるその空間に―――ふいに、緊きんち張よう感が走った。




ＧＭ：では、これよりクライマックスシーンに入ろう！　シーンの舞ぶ台たいは先ほどのシーンの直後……ハーリング別べつ荘そうに足を踏み入れたところからだ。そこは、別荘のだだっ広いホール。なにやら、部屋の正面と左右にはいくつものドアが備えられて、妙みような違い和わ感かんをかもしだす。

カテナ：約束どおり来たぞ！　姿すがたを見せろ！

ＧＭ：その声がホール内に残ざん響きようしてのち、どこからともなく聞こえてきたのは空虚な拍はく手しゆ。「（ねちっこい声で）おお、無事にここまでたどり着けたか。さすがは我わが愛いとしの妹だよ」

カテナ：貴き様さまは、私わたしの兄ではない。

ＧＭ：「おや？　では、いったいなんだというのだね？　私の名は、アドルフィス・ハーリング―――キミの、兄さ」

カテナ：黙だまれ、〝ベイオネット〟。いいかげん姿を見せたらどうだ。

ＧＭ：「やれやれ、冗じよう談だんが通じないのは相変わらずだ」　そんな声と共に、ふいに正面中央のドアが〝きぃい……〟と、開く。コツ、コツ、コツ……ゆっくりとした足音と共に、扉の向こうの闇やみより姿を現あらわしたのは……ひとりの、エルダナーンの青年だ。

カテナ：……ベイオネット。

ＧＭ：「こうして直ちよ接くせつ、顔を合わせるのはいつぶりかな、カテナ」　あくまで人を見下した口調と表ひよう情じよう。余よ裕ゆうの笑えみを崩くずすこともなく、実に横おう柄へいにしゃべる。

カテナ：そうだな、前に会ったのは……私がお前を殺した時か。

ＧＭ：その言葉に―――「そうそう、そうだったね。あれは実に痛いたかった。お前の魔ま法ほうで殺されたあの時は、ね」……と、そんな声がホールの右の方から聞こえた。

一同：は？

カテナ：右？

ＧＭ：そうだ。声の出所をさぐって視し線せんを右に向けると……右側の壁かべに備えられた扉のひとつが軋きしんだ音を立てて開き―――そこにハーリングが現われる。

一同：!?


ナヴァール：これさ、また六人くらいいるんじゃないか？（笑）

ＧＭ：「いいや、ちがうね」　否ひ定ていの言葉と共に―――〝ざん……っ！〟　部屋中のドアというドアが一いつ斉せいに開いた。

一同：!?


ＧＭ：開いたドアからぞくぞくと部屋の中に入ってくるのは、無数にも見えるハーリング伯はく。『どうかね、少しは』『驚おどろいて』『もらえただろうか？』　みな同じ顔、同じ服ふく装そう、同じ声で一斉に声をあげる。その数は、ぴったり百体……！

一同：百体かよっ!?


ゼパ：こ、これはキモいのじゃ……っ（笑）。

カテナ：やれやれ、その手品は飽あきているんだがな。

ＧＭ：『手品？　手品ではないさ。これは……そう、五年ほど前の話だがね、我われがバルムンクにおいてクローン研究をしていた女がいてね。その技ぎじ術ゆつを拝はい借しやくして、ちょっと自分のバックアップを作ってみたのだよ』

ベネット：ちょっとじゃないだろ―――っ!?（笑）

カテナ：なるほどな。まあ、色々理り解かいした。

ベネット：ともかくナヴァール、さっさとこいつらを倒たおしてステラを助けにいくでやんす。

ナヴァール：そうだな。さあ、バルムンクよ。お笑いはここまでしていただこうか？

ＧＭ：ざっ、百人のベイオネットが一斉にナヴァールに向き直り……『ほう？　貴様は前に見たことがあるな。そうそう、たしかフェリタニアの軍ぐん師し……ナヴァールといったかな』

ナヴァール：名前を知ってもらっているとは光栄だ。

カテナ：ふん。たしかにレイウォールはバルムンクに汚お染せんされているようだな。

ＧＭ：『さてね？　レイウォールだけとは限かぎらんぞ、カテナ・アウレア？』

カテナ：どういう意味だ。

ナヴァール：くくく。




　なぜかほくそ笑む『ブレイク』シリーズＧＭ・鈴吹太た郎ろう。




ナヴァール：まあ、いい。ともかく、ステラを返してもらおうか、バルムンク。

ＧＭ：『そう恐こわい顔しなくてもいいさ、ナヴァール君。彼かの女じよはこの部屋の奥おくにいる。なにせヒューバード王子より預あずかった大切な身。とても丁てい寧ねいに扱あつかっているよ。とても、ね？』

ベネット：い、言い方がやらしいでやんすバルムンクっ！（笑）

ナヴァール：では、大声をあげて呼びかけよう。……ステラ、迎むかえに来たぞ！　ここから出るのだ！　すぐ、迎えにゆく！

ＧＭ：ナヴァールのそんな声にベイオネットは口元をくっ、とゆがめてほくそ笑み……言う。『残念ながら、キミの声は彼女に届とどかない。そして貴様らがここから先に進むことも、ない』……と、大見得切ったところで戦せん闘とうを始めよう！　初期配置はこの通りだ。

一同：ぐあっ！（笑）

カテナ：ほんとに百体いるのか……！　これ、コマひとつが10人のモブ？

ＧＭ：そのとおり。百人……10グループのベイオネットは、２グループずつ五つのエンゲージに分散し、キミらと相対している。『さあ、ゆくぞ……っ！　我ら百人の攻こう撃げき、耐えきれるものではない……！』

ナヴァール：ほう。その言葉、発したことを後こう悔かいしないことを祈いのろう―――と、ケセドの杖つえをぐっと構かまえて言い返す。

ゼパ：ナヴァール殿どのの言うとおりじゃ。おぬしの攻撃……。




「すべて受けきってみせるとしようかのう」




第一ラウンド

行動値（戦闘開始時）

　ハーリング・クローン１～10：　　20

　ベネット：　　　　　　　　　　　20

　カテナ：　　　　　　　　　　　　14

　ゼパ：　　　　　　　　　　　　　10

　ナヴァール：　　　　　　　　　　６
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ＧＭ：では、セットアップに入る！　……が、しかし……ナヴァールとゼパを相手にするのはすごく嫌いやだ……。

ゼパ：ふふふ、ナヴァール殿が同じパーティにいると死ぬ気がしないのじゃ（笑）。

ナヴァール：ともかくセットアップ！　《ヘイスト》＆《ポストヘイスト》、ケセドの杖を使用して……（ダイスを振ふる）全員の行動値を22点上じよう昇しよう。

ゼパ：ワ、ワシの行動値が32に！　ワシは今、世界一速い気持ちなのじゃ!?（一同爆笑）

ＧＭ：他にスキル使う人いないね？　じゃ、イニシアチブに入って……ベネットの行動順だ。

ベネット：では……。

カテナ：待って。ベネット、ここは先にやらせて。

ベネット：うむ、待機するでやんす。あれはカテナの仇かたきでやんすからな……先に行動してもらって、あっしは撃うち漏もらしをねらおう。

カテナ：すまない。では……マイナーアクションで《アニマルパクト》、メジャーで《サモン・リヴァイアサン》《ダブルキャスト》《ドラゴンソウル》！

ＧＭ：ま、またスキル解かい説せつが長くなりそうなことを……！（笑）




　簡かん単たんに説明すると―――

《アニマルパクト》で《サモン・リヴァイアサン》の対象をシーン全体に拡かく大だいし、《ダブルキャスト》をもってその攻撃を連打。加えてその一発目に《ドラゴンソウル》の乗せて魔まじ術ゆつ判はん定てい（この場合、魔法を命中させる判定）にダイスを＋一個したのである。




ナヴァール：では、《ドラゴニックシンボル》を使用、カテナの魔術判定を１Ｄ増ふやす。

カテナ：では……一発目、対象はシーン全体！（ダイスを振る）……命中は40。

ＧＭ：40！　魔法の詠えい唱しように合わせ、ホールの中央に噴ふん出しゆつした水流が天てん井じようを砕くだくほどの勢いきおいで立ち上り……そこで海かい竜りゆうの姿をかたどる。それは多頭竜のごとく一〇に分裂し、それぞれの首が直上からベイオネットたちに襲おそいかかった……！

ベネット：描びよう写しや細かっ（笑）。

ＧＭ：（ダイスを次々と振る）……ハーリング・クローン１～７、９、10は回かい避ひ失敗。クローン８だけは……クリティカルで回避！

ナヴァール：《パリペイティア》！　クローン８の判定を振ふり直させる！

ＧＭ：ぐ。（ダイスを振る）……か、回避失敗っ。

ナヴァール：《チェックメイト》！　ケセドの杖の効こう果かも乗せる……！

カテナ：……《マジックフォージ》も使用！（と、両手でじゃらりダイスを握にぎり込こむ）。

ＧＭ：ちょ……！　あ、あんたらいきなり全力すぎないかっ!?

カテナ：この状じよう況きようで、私が全力を出ださずにいつ出すのか……！（ダイスを振る）ダメージは……[image: 111]点！　魔法の無属ぞく性せいダメージで、［転てん倒とう］を付ふ与よ！

ＧＭ：クローンの魔法防ぼう御ぎよ力りよくは、26！　[image: 111]から26ひいて……それぞれクローンに85点ダメ！【ＨＰ】残った！　一〇〇人のうちの大半がなぎ倒され……残った数人は［転倒］してるけど！




　ちなみにこのクローン、シナリオ集『ロスベルク島攻こう防ぼう記』に掲けい載さいされているデータ「バルムンク（上級）」をベースにしており、その【ＨＰ】は86であった。




カテナ：では、《ダブルキャスト》の二発目。転倒しているんで、特にスキルは使いません。（ダイスを振る）……26！

ＧＭ：回避のダイスが一個しか振れないんで最さい大だい値ちが出ても回避できん！　ダメージこい！

カテナ：では（ダイスを振る）……43点ダメージ。どうだ……っ！




　木こっ端ぱ微み塵じんであった。




ＧＭ：…………。

カテナ：こんなものか？　ベイオネット。

ＧＭ：え、ええと。別荘の玄げん関かんホール……そこで巻まき起おこった戦闘は、クローンたちが動くよりも速く、カテナのわずか一挙動でここに終わりを告げた。

ゼパ：大おお見み得え切ったのに出番がなかった……どころか順番すらこなかったのじゃ……（笑）。

ナヴァール：まあ、こうなる予感はしていたがな……（笑）。

ＧＭ：と、ナヴァールがつぶやいた時だ。　『……いや、がっかりする必要はないさ。今のはほんの余興。おもてなしの本番は、次の部屋に用意されている』

カテナ：だろうな。

ＧＭ：「さあ、そこの階段をのぼって階上の部屋にきたまえ。そこで……」




「―――本当のパーティを始めようじゃないか！」







◆Climax 02◆心の牢ろう獄ごくに




　緩ゆるやかに弧を描いて上る階段。

　ホールに張はり出だすように設もうけられた階上の踊おどり場ば……その先には、赤い絨じゆう毯たんの敷しき詰つめられた廊ろう下かがまっすぐに伸のびていた。

　の突つき当あたった廊下の先には、さらに豪ごう奢しやな彫ちよ像うぞうの施ほどこされた両開きの扉があった。

　その奥で待っていたのは―――。




ＧＭ：では、シーンを切きり替かえまして……キミたちは階上へと上がり、奧の通路へと進んだ。そして、その行き当たりの扉をゆっくりと開き―――と、そんな場面から始まる。

カテナ：来たぞ、ベイオネット！

ＧＭ：カテナの声が、室内に響く。その残響が鳴なり止やむころ、言葉は返された。「……ようこそ、自じ慢まんのパーティルームへ。お待ちしていたよ」　見れば部屋の中央、ぽつんと置いてあるのは椅い子す。向こう側を向き、誰だれかが座すわっているとわかる。

ナヴァール：……余裕だな。

ゼパ：とにかく部屋の中に入るのじ……。

ベネット：待った！　その部屋はどんなとこで？　部屋に入る前に聞いておきたいでやんす。

ＧＭ：そこは、なんというかホテルの宴えん会かい場じようのような、広いパーティルームだ。敷き詰められた赤を基きち調ようとする絨毯、天井からつり下げられたいくつものシャンデリア―――。

ベネット：部屋の中になにかあやしいものは……？

ＧＭ：あやしい、と言われると困るが……そうだな、あえて言うなら部屋の中央付近に、三体の彫像が立たち並ならんでいることくらいか。

一同：あやしいだろっ!?（笑）

ベネット：どう考えてもゴーレムだそれはっ!?（笑）

ＧＭ：いやいやいや、パーティルームだからね。色々と、贅ぜい沢たくな調度品とかが置かれているのはちっとも不自然じゃない。部屋の奥の壁には、超ちようでかいハーリング伯の絵とかも飾かざられてるし、敷しかれた絨毯も金銀の刺しし[image: ]ゆうが入った無駄に豪ごう華かなものだ。

ナヴァール：部屋などどうでもいい。早くステラを連れてきてもらおう。

ＧＭ：「やれやれ。まだ気づかないのかね？　さっきから、部屋の中にいるだろう？」

一同：へ？

ＧＭ：〝きぃ……っ〟　高い耳みみ障ざわりな音を立てて、椅子がくるりとキミたちの方を向く。そこに足を組んで左手で[image: ]ほお杖づえをつき、冷れい笑しようを浮うかべていたのは―――ステラだ。

一同：……!?

ナヴァール：もしや……ベイオネットがステラに乗のり移うつっている……？

ＧＭ：「ご名答だ」　ステラは小こ馬ば鹿かにするように拍手をし……「この肉体は実にすばらしい。レイウォールの姫ひめ君ぎみにして、かのサザーランド師しの元で修しゆ行ぎようを積んだだけのことはある」

一同：……。

ＧＭ：「臥がり龍ようの名は伊だ達てではない……いや？　鳳ほう雛すうだったかな？」　流し目でナヴァールを挑ちよう発はつするような視線を送り、ぺろり―――舌したの先で自分の手首をなめる。

ベネット：な、なんかえろいですベイオネットさん！




　なんでさん付けだ。




ＧＭ：「では、そろそろ始めようか？　喜びたまえ、貴様等も私の人形としてあげよう」

カテナ：ナヴァール、こいつの能のう力りよく……ミドルの戦闘のあれと同じか。

ナヴァール：おそらくは。




　前述のルール参照である。




ゼパ：ということは、魔法ダメージで対たい処しよするしかないってことじゃな。

ナヴァール：でもステラは前に戦った時、かなり【ＨＰ】持ってたはず。物理ダメージ与あたえてもそうそうは死なないのではないか？

ＧＭ：ああ。当然ことだが、ルールにもあるように、ベイオネットに憑依されたステラはエキストラとして扱う。物理ダメージを１点でも与えたら即そく、死し亡ぼうだ。

一同：死亡すんのかよっ!!


ＧＭ：ステラが死亡した場合、エンディングが分ぶん岐き、今後の展てん開かいにも影えい響きようを与えるぞ。

ナヴァール：私はステラを見み捨すてるつもりはない。ゆえに、そのようなことにはならん。部屋に乗のり込こむぞ。

ＧＭ：了りよう解かい、では四人はナヴァールを戦闘に部屋に足を踏み入れた。と、その時だ。ズン、と突とつ如じよ……心が重くなった。

ゼパ：な、なんじゃ？　部屋全体に仕し掛かけられたトラップかの……？

ＧＭ：うん、この原げん因いんはすぐにわかる。心が重くなったのは……部屋の最さい奥おうにある、ハーリング伯の自じ画が像ぞうだ。

一同：…………。

ゼパ：こ、心が重くなるほど……。

ベネット：ひどい絵……。

ＧＭ：じゃなくてっ！（笑）　その絵画に、隠されていないコンティニュ型のトラップがしかかっているんだよ。その効果は……。




●マインドブースター

　ベイオネットの能力を増ぞう強きようするための装そう置ち。

《マインドプレッシャー》の効果の対象を「場面（選せん択たく）」、射しや程ていを「シーン」に変へん更こうする。

　ＨＰ・物理・魔法防ぼう御ぎよ力が設せつ定ていされており、【ＨＰ】が０になると破壊され、このトラップの効果はなくなる。

　マインドブースターはシークレットではない。

（プレイヤーへの非ひこ公うか開いじ情よう報ほう：【ＨＰ】は50、物理防御力は55、魔法防御力は20とする）




カテナ：スキルの効果を拡大するだけか。

ＧＭ：ええ、《マインドプレッシャー》は、ステラ＝ベイオネットが持っているスキルだ。




《マインドプレッシャー》

　このエネミーとエンゲージしている任にん意いのキャラクターはスキルを使用する際さいに二倍のコストを支し払はらわなければならない。ただし、「コスト：‐」のスキルには効果がない。




一同：なにいぃっ!?　二倍かよっ!!


ＧＭ：うひひ。ちなみに、戦闘の初期配置はこんな感じだ。

　テーブルの上に再さい現げんされた配置を、四人が見入る。
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ナヴァール：う、む……これはトラップを少しでも早く破壊したいが接敵は難むずかしいな。すると魔法か射しや撃げきだが。

ベネット：……カテナが莫ばく大だいな【ＭＰ】を使ってマインドブースターを壊すのは本ほん末まつ転てん倒とうでやんすな。ここはあっしがいきましょう。

カテナ：頼たのむ、ベネット。

ベネット：頼たよりにされたっ!?　このあっしが!?　ファントムレイダーズ……すばらしいっ!?


カテナ：お、お前……ふだんはどんな扱いを受けてるのだ。

ゼパ：あ、愛が足りないようじゃな、フェリタニアは……。

ＧＭ：『さあ、そろそろ相談は終わったかね？』　ベイオネットがしびれをきらし……（笑）。

カテナ：待たせたな。では、今からその首……もらい受ける！

ＧＭ：ではラストバトルを始めよう!!　ステラはそこでパチィン、と指を鳴らす。と、同時に彼女から少し離はなれた場所あった三体の彫像がぎしりっ、と軋んだ音を立てて動き出す！

一同：やっぱりゴーレムじゃねえか―――っ!?（大爆笑）
















第一ラウンド

行動値

　ステラ：　　　　28

　彫像１～３：　　24

　ベネット：　　　20

　カテナ：　　　　14

　ゼパ：　　　　　10

　ナヴァール：　　６




ＧＭ：では、まずはセットアッププロセス！　行動値のもっとも早いステラが《インペレイティブ》を宣せん言げんする！




《インペレイティブ》

　セットアッププロセスにおいて、続けてスキルを二回使用することができるようになる。




ベネット：《インタラプト》で打ち消し！　……どうせ打ち消されるだろうけどな！

ＧＭ：では、打ち消された（あっさり）。ステラのセットアップはこれで終しゆう了りようだ。

ベネット：……え？　え？　な、なにか、ハメられた気がするっ!?　もしかしたら《インタラプト》を使わされたっ!?

カテナ：いや、それでいい！　《二回行動》使われる可か能のう性せいを潰つぶしたんだし！

ＧＭ：彫像は特にスキルの使用はなし、ＰＣ側どうぞ！　

ベネット：では、フェリタニア側メンバーが《陣じん形けい》＆《限げん界かい突とつ破ぱ》使うでやんす！　……で、いいでやんすよね？　ギルマス代行様（おそるおそる）。

ゼパ：な、なぜそこで自信がなくなるのじゃ……（笑）。

カテナ：フェリタニア、おそろしい国だ。よほどの暴ぼう君くんなのだろうか、ピアニィ女王は。

ナヴァール：そ、そんなことはないぞ。ピアニィ女王はすばらしい御お方かただ。




　なぜドモる。




ナヴァール：って、そんなことはどうでもよく！　ベネットはその場にとどまれ、私だけで前に出よう。

カテナ：（少し考えて）……このラウンド、私は攻撃しないから《限界突破》は使わない。ファントムレイダーズは《陣形》のみ使用（と、ふたりが前に移い動どうする）。

ベネット：時間差《限界突破》！（笑）

カテナ：私自身は特になし。スキルは使用せず。ゼパ、彫像は頼んだ！

ゼパ：……《プロヴォック》！　彫像を挑発するのじゃ（ダイスを振る）……26じゃ～！

ＧＭ：（ダイスを振る）残念！　《プロヴォック》の抵てい抗こうに成功！

ゼパ：お、おのれ!?

ナヴァール：では、私は《ヘイスト》＆《ポストヘイスト》！　ベネットが範はん囲い外がいだったり、コストが二倍だったりするが、使うぞ。（ダイスを振る）……同じエンゲージにいるゼパ、カテナ、私が行動値が24上昇。……って、うあ。今のだけで【ＭＰ】が26も減った!!（笑）

ＧＭ：よし、ここでセットアップ終了！




第一ラウンド（セットアップ終了時）

行動値

　カテナ：　　　　38

　ゼパ：　　　　　34

　ナヴァール：　　30

　ステラ：　　　　28

　彫像１～３：　　24

　ベネット：　　　20
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ＧＭ：では、最初の行動は……カテナ！

カテナ：了解。マイナーで《ファストドロウ》、メジャーの《エンチャントウェポン：火》の対象を三体に変更！　対象はゼパ、ベネット、私。

ナヴァール：これで攻撃する三人のダメージが、全部魔法ダメージになったな。さすが支援型の魔まじ術ゆつ師しだ、カテナ。

ベネット：ピアニィ様とスキル構こう成せいが全然ちがうでやんすからねえ、こうまで戦せん術じゆつが変わるのも面おも白しろい（笑）。

カテナ：（ダイスを振る）……スキルの使用、成功。で、でももう【ＭＰ】が80くらい減ってる！（笑）　……ベネット、早くマインドブースターを破壊して！（笑）

ゼパ：おお、ここで行動値34のワシ！　34！　こんな速度で動けるのはすべてナヴァール殿のおかげ！　ワ、ワシの時代が来たのじ……。

ベネット：は、マジすんません。《カリキュレイト》を宣言！　ゼパ様に割わりこんで行動！

ゼパ：ワシの時代が終わったのじゃ……（一同大爆笑）。




　割りこんで動いたベネットが、部屋の奥の絵画―――マインドブースターに矢を放つ。

《デスターゲット》＋《ダブルショット》に加え、リンメルの矢を使用という全力攻撃だ。

　この一連の行動で、ベネットは30点もの【ＭＰ】を失うが―――。




ベネット：一発目……（ダイスを振る）……83点！

ＧＭ：ぐはっ!?　一いち撃げきでマインドブースターが吹ふっ飛とんだっ!?

ベネット：ひゃっは―――っ!!（笑）　二発目が空撃ちになったぜぇい！

ＧＭ：くそ、少しでも甘あまい攻撃してきたら破壊できないパラメータにしておいたのにな……。カテナのエンチャントがなければ……。

カテナ：私やナヴァールの【ＭＰ】をかなり削けずったし、十分役目は果たしてると思うけどね。

ナヴァール：しかし……ほんとにいつものパーティと戦い方の感覚が変わるな。

ＧＭ：ピアニィは、重火力型だからなあ（笑）。……ともかく―――次はゼパの順番だ。

ゼパ：で、ではワシは《プロヴォック》を回避された恨うらみを晴らすべく、彫像１を対象に攻撃じゃ！　マイナーアクションなし、メジャーアクションは《ダブルショット》じゃ！（ダイスを振る）……命中は32！

カテナ：32？　ゼパ様とは思えない命中値の高さだ。

ゼパ：ふふふ、これがリビルドの力じゃ～♪　ワシの時代が始ま……

ＧＭ：（ダイスを振る）クリティカルで回避成功。

ゼパ：……らずに終わったのじゃ……（一同大爆笑）。

ベネット：お、おじいちゃん二発目二発目!!　《ダブルショット》でやんすから！（笑）

ゼパ：おお、そうじゃ。では二発目……（ダイスを振る）クリティカルなのじゃ―――っ!?　キラキラーンっ!?★

ＧＭ：（ダイスを振る）さすがにクリティカルせず！　ダメージこい！

ナヴァール：おじいちゃんの攻撃に《チェックメイト》使用！　ケセドの杖込みで……（ダイスを振る）……ダメージロールに33点追加！

ゼパ：ではワシも……！（ダイスを振る）……おわ!?




　ダイス目……１、１、１、３。




ゼパ：６！　４Ｄ６で……６!?（一同爆笑）　おお、それでもナヴァール殿のおかげで合計65点、ついでに〈火〉属性の魔法ダメージじゃっ！　ぱあぁぁ～あ！




　なぜか満面の笑え顔がおを浮かべるゼパ様（のプレイヤー）。




ＧＭ：ナヴァールも、完全支援型のスキル構成だからな。ともかく……【魔法防御力】は25点あるので、40点のダメージくらった！

ゼパ：おお！　このワシが40点もダメージを……！（笑）　ナ、ナヴァール殿、ファントムレイダーズにきませんかの？

一同：こらっ!!（笑）

ナヴァール：……残念ながら、私はピアニィ様に忠ちゆう誠せいを誓ちかった身ゆえ―――と、ここで私だな。では、カテナへ《ジョイフルジョイフル》！（ダイスを振る）成功だ。さあ、マインドブースターはなくなった。思いっきりいきなされ……！

ＧＭ：うぬ……。

カテナ：―――では、遠えん慮りよなく。……マイナーで《ランニングセット》から《リミットブレイク》＆《ファストドロウ》！　メジャーは《ホーリーウェポン》。対象はゼパ、ベネットと、私……（ダイスを振る）。




　説明しよう！

　カテナは《ランニングセット》を介かいし、まずはマイナーアクションで《リミットブレイク》と《ファストドロウ》を同時に使用した。

　そして、メジャーアクションで使用した《ホーリーウェポン》のレベルを２上昇させ、効果範はん囲いを三人に拡大したのである。

　その結果―――。




ＧＭ：ぬ、これでさらに三人の攻こう撃げき力りよくが＋21か……（笑）。

ベネット：つ、強いでやんすな……っ。

ナヴァール：『ブレイク』のＧＭだから知ってはいたが、チームメイトになると感覚変わって面白いな……っ。

ベネット：では、攻撃力が超ちよう増ふえていい気になったあっしがここで《アデンダム》！　即そく座ざにメインプロセスでやん……！

ＧＭ：「―――遅おそいな、小こ娘むすめ」　ここでステラが《エンカレッジ》！　ステラの方が行動値が高いので《エンカレッジ》が先に発動！「あの小娘を抑おさえろ！」と、彫像１に指し示じを出す。

ベネット：娘って言われた！　ぱあぁぁあああぁ～!?（←なぜか嬉うれしそう）

一同：喜ぶなっ!!（笑）

ＧＭ：まずはマイナーで移動っ！　ギ、ギシ、と軋んだ音を立てて腰こしをかがめたかと思うと―――…〝ドン……ッ！〟　彫像１は表情も変えずに瞬しゆん間かんでベネットの眼がん前ぜんまで突とつ撃げき！

一同：こわっ!?


ＧＭ：そしてメジャーで拳こぶしを振り上げ……！

ベネット：けっけっけ、元から回避キャラなあっしが、さらに《限界突破》中！　……この意味が、わかるな？　しかも《ダンシングヒーロー》もある！　反はん復ぷく横飛びとかしながら「攻撃カモーン♪」とか言っておこ……！

ＧＭ：彫像はそこでくるり、カテナの方を向いて彼女に《エアーサイクロン》（一同爆笑）。

ベネット：フェイントっ!?


カテナ：こっちっ!?


ＧＭ：命中は11＋５Ｄ６！（ダイスを振る）……33！

ナヴァール：《パトロナイズ》！　フェイトを２点使って（ダイスを振る）……36！　

ＧＭ：こっちの達成値が33だからゴーレムの攻撃……失敗！　

ベネット：ではあらためて《アデンダム》！　マイナーアクションで《フェイドアウェイ》メジャーアクションで《ダブルショット》！　対象は彫像１。

ＧＭ：あ、そうか、《フェイドアウェイ》でエンゲージ離り脱だつは簡単にできるんだったか！　では、ベネットの攻撃に対して《ブランダームーブ》！　命中を10下げる！

ベネット：では一発目！（ダイスを振る）……命中は42っ。

ＧＭ：10引いてもそれか！（ダイスを振る）……って、クリティカルで回避！

ベネット：!?

ナヴァール：……《パトロナイズ》を使用。これで打ち止めになるが《限界突破》中だから、ここは攻撃を外したくないところ！

ＧＭ：では、回避を振り直し……（ダイスを振る）く、さすがに回避失敗。ベネットの放った矢の一本目……それが彫像の眉み間けんに突つき刺ささる！

ベネット：ははは！　ならばナヴァールに支援と友ゆう情じように感かん謝しやしつつダメージロール！　５Ｄ６で……！（ダイスを振る）




　ダイス目、１、１、１、２、２。




一同：５Ｄ振って７っ!?

ナヴァール：すばらしい友情だ、ベネット。

ベネット：い、いやっ、あっしの出目は友情の強さに反はん比ぴ例れいする……っ！




　いやな友情である。




ＧＭ：それでも、ダメージロールの結果は71……46点くらった。

ベネット：では、二発目（ダイスを振る）……クリティカルっ!!

一同：おおっ！

ベネット：そう！　たった今、悲しみを知ったあっしは生まれ変わったでやんすっ！（笑）やはり友情には応こたえるべきだったと知った！（一同爆笑）

一同：始めから知っとけよっ!?

ＧＭ：（少し考えて）無駄かもしれないが……ステラが《アドヴァイス》を使用。彫像１の回避ダイスを＋１個！　（ダイスを振る）……だめ、回避失敗。

ベネット：（ダイスを振る）……[image: 102]点の〈火〉、魔法ダメージ！

ＧＭ：ぐぬ。では、二発目の矢が彫像の胸むねを溶よう解かいさせながら撃ち貫つらぬき……その場に崩くずれ落おちた―――戦闘不ふ能のうだ！

ベネット：意外にもろいでやんすな、くくく。

ＧＭ：よし、やっとステラの番が回ってきた。では、目に物を見せてくれる！　……《スレノディ》をゼパへ！　ゼパの属性を〈地〉へ変更する！

ナヴァール：うわっ、属性変更系けいか！

カテナ：それはまずい……っ！




『アリアンロッド』では、攻撃方法の属性と、攻撃を受けた者の属性が対たい抗こう属性の関係にあった場合、被ひ攻こう撃げき側がわの防御力は０となってしまう。

　鉄てつ壁ぺきの防御能力を誇るゼパでも、自身が〈地〉属性となった状じよう態たいでその対抗となる〈風〉属性の攻撃を受ければ大ダメージを受ける―――そういうことだ。




ゼパ：抵抗は……（ダイスを振る）失敗。うぅ、肌はだが土気色になるのじゃ……。

ＧＭ：今回はゼパとナヴァール相手だからな！　いかに防御能力を減らすかが鍵……！

ナヴァール：（少し考えて）…………あ、いや、待ったっ!?　カテナに《キャスリング》！

ＧＭ：え？

カテナ：あ、なるほどっ！　では、ゼパを《カバーリング》！

ＧＭ：なにいっ!?　それ、ありなのか……っ!?（と、『スキルガイド』を開く）［他人をかばう］……た、た……（と、目次を探さがす）。

ナヴァール：ルール的にはできるはず！

カテナ：これで私が〈地〉属性に変わるけどゼパがそうなるより全然ましっ!!

ＧＭ：（記き述じゆつをひととおりチェックし終えて）…………で、できるな。《カバーリング》系は、攻撃に対して行なうものっていう先入観が……（笑）。

カテナ：ゼパは防御の要。その魔術は彼には通させない―――と、シリアスに言っておこう。

ＧＭ：やべえ……今回のラストバトル、ゼパとナヴァールの組み合わせに対抗するのに、攻撃力を上げるんじゃなく、防御能力を無む効こう化かする組み立てにしたんですけど……（笑）。

ゼパ：ふふふ、我らふたり―――。

ナヴァール：……この鉄壁の防御力を、突破できるかな？

ＧＭ：さあて、困った……。

ナヴァール：ベネット、ここで《エンカレッジ》を！　《限界突破》をぎりぎりまで有ゆう効こう活用すべきかと！

ベネット：ＯＫでやんす！　《エンカレッジ》使用。対象はあっし自身！　マイナーアクションは《デスターゲット》、メジャーアクションは《ダブルショット》。《ダンシングヒーロー》も使って……彫像２を攻撃！　（ダイスを振る）命中は50！

ＧＭ：ステラが再び《アドヴァイス》を使用！　クリティカルねらい……（ダイスを振る）やっぱだめ、30で回避失敗。

ベネット：そこで《ブルズアイ》！（ダイスを振る）……[image: 148]点、〈火〉属性の魔法ダメージ。

ＧＭ：【魔法防御力】は25点。[image: 123]点通ったけど……まだ生きてる！

ベネット：そこで二発目！（ダイスを振る）……48！




　再び炎ほのおをまとって彫像を貫くベネットの矢。

　この攻撃で、彫像２も戦闘不能に追おい込こまれる。

　パーティの最強攻撃力を誇ほこるのがベネットであったという事実に、これまで不安感をぬぐえなかった一行だったが……ここに来て心に余裕が生まれる。

　しかし―――。




ＧＭ：おのれ、いい気になりやがって……！（笑）　彫像３の番だが……これ、どこに攻撃しても防ふせがれるじゃん!?


ナヴァール：ははは、ふだんの私の苦労、わかっていただけましたか？（←『ブレイク』でいつもゼパを相手にしている人）

ベネット：そう、あっしも回避は得意中の得意。

カテナ：私やナヴァールに撃うち込こんでも、ゼパが防いでくれる。【ＨＰ】が０になっても二回までは復ふつ活かつできる。

ＧＭ：（少し考えて）……やらないよりはマシ！　カテナに《エアーサイクロン》！（ダイスを振る）……お、クリティカル！

カテナ：（ダイスを振る）わあ、回避失敗しちゃった～（←棒ぼう読よみ）。

ゼパ：《カバーリング》じゃ（←余裕）。

ＧＭ：そこでステラが《チェックメイト》を使用！（ダイスを振る）……97点ダメージ！

カテナ：ケセドの杖を使った《プロテクション》なら防げそうだね（←超ちよう余よ裕ゆう）。

ナヴァール：では、ケセドの杖で《プロテクション》！（ダイスを振る）64点軽けい減げん。

ゼパ：……ダメージは０なのじゃ（一同爆笑）。

ＧＭ：…………。

ベネット：ゼ、ゼパ様とナヴァールの組み合わせは最強に見えるでやんす（笑）。

カテナ：これは死ぬ気がしない……（笑）。

ＧＭ：ここで２ラウンド目に入る！　が、ゼパの防御を落とせないと、厳きびしいな…………。

カテナ：こっちが《カバーリング》できる限り、その目はない。そして、そんな隙すきを見せるほど甘い動き方はしない。

ＧＭ：んー……（←ステラのスキルリストを見ながら考かんがえ込こむ）。

ベネット：実じつ際さい、無理では……？　もはや、貴様は戦術崩ほう壊かいを起こしているでやんす！

ＧＭ：（あ……）

ナヴァール：うむ。残念ながら、お前の攻撃はもはや通じない。観念してはどうだね？

ＧＭ：では、その言葉にステラ……いやベイオネットはほくそ笑み、言う。




「……さて、それはどうかな？」




第二ラウンド

行動値

　ステラ：　　　　28

　彫像３：　　　　24

　ベネット：　　　20

　カテナ：　　　　14

　ゼパ：　　　　　10

　ナヴァール：　　６




[image: ]




ＧＭ：では、セットアップ！　ステラが《インペレイティブ》使用！　打ち消せないな？　

ベネット：も、もう無理でやんす。

ＧＭ：では、ひとつ目のスキルは―――まず、《ルアーリング》をゼパに！

カテナ：うわ……っ！

ナヴァール：……あ！　そうくるかっ!?





《ルアーリング》

　魔術判定に勝利すると、即座に対象を自分のエンゲージに引ひき寄よせるというスキル。




ベネット：あ、これで続けて《スレノディ》か―――っ!?

ＧＭ：そう、《スレノディ》かけてもかばわれるというなら、かばわせないだけのことっ!!

ゼパ：う、回避は１しかないのじゃ……っ。

ナヴァール：《バットムーブ》使用！　ステラの魔術判定の達成値を６下げる！

ＧＭ：その程てい度どじゃ焼け石に水だな……！　くらえっ、必殺・ゼパ様一いつ本ぽん釣づり！（一同爆笑）（ダイスを振る）……お、クリティカルっ!!


一同：ぐは！

ゼパ：ぬう、フェイトを４点使用するのじゃ！　クリティカルねらいで……（ダイスを振る）……むう、無理、回避失敗。……引き寄せられてしまったのじゃ。

一同：やべ――――――っ!!（笑）

ＧＭ：「―――歓かん待たいするよ、おじいさん」　引き寄せられ、ステラの眼前に転ころがり込こんできたゼパを……彼女は目を細め、ぞくりとするような微び笑しようを浮かべて見下ろした。

ゼパ：ぞ、ぞくぞくするのじゃ。

一同：おじいちゃんっ!?（笑）

ＧＭ：いや、そのぞくっとする感覚は、彼女の妖よう艶えんさによるものじゃない。なんというか、心が重くなるような……。

カテナ：……あっ!?　忘わすれてたっ、スキルのコスト二倍だっけ!?

ＧＭ：そうだ。ハーリングに乗っ取られたステラが《マインドプレッシャー》を使っているので、彼女と同一エンゲージにいる者はスキルコストが二倍になる。

ゼパ：じ、じゃがそのくらいなんとか……っ。

ＧＭ：「じゃ、おじいちゃん？　あらためて―――」　《クイックソング》経けい由ゆで《スレノディ》をゼパへ！　属性〈地〉になりやがれ！　５Ｄ＋20で（ダイスを振る）……37！

ゼパ：ぬ、【精神】が15だから……ダイスだけで22を出さねばいかん……（笑）。

カテナ：すると、ダイスを７個振って……期き待たい値ちをちょっと上回るくらいか……。

ゼパ：ワシは、６個までしか振れないのじゃ……。

ＧＭ：期待値で21だな。




　少しの間、考え込む一同。

　確かく率りつは半分以下だがフェイトを大量消費してでもそれに賭かけるか……それとも、フェイトを温おん存ぞんしてあえて《スレノディ》にかかるか―――。




ナヴァール：うん、ない！　ここでゼパが《スレノディ》かけられると、こっちが崩壊する。ここはフェイトを最さい大だい限げん突つっ込こんで挑いどむべきだろう！

ゼパ：では、そうしようかのう……っ、フェイトを４点使って……（ダイスを振る）………………（と、最初に静せい止しした出目を見て）あ、だめかな…………平へい均きんくらいか……。

ナヴァール：いやいや……っ、ちゃんと計算しようよ！（笑）

ゼパ：２の、５の……お？　39っ？　越こえたのじゃ――――――っ!!（笑）

一同：よっしゃ――――――っ！（笑）




　……この結果が、運命の分かれ道……戦いの分ぶん岐き点てんとなったのは言うまでもなかった。




ベネット：ここでフェリタニア側は《陣形》使用でやんすっ！

ナヴァール：しかるのち、私とベネットはゼパのいるエンゲージに移動！　守ってもらわねばきついし、《スレノディ》からゼパ様を守らねば……っ！（笑）

ＧＭ：ま、待て！　ステラとエンゲージするとスキルコスト二倍だぞ、二倍っ！

ナヴァール：それでも、マシっ！　ゼパ様の属性を変えられるよりマシ！

カテナ：ファントムレイダーズ側、《限界突破》いきます！

ナヴァール：……《ヘイスト》＆《ポストヘイスト》！　ケセドの杖使用で（ダイスを振る）……ゼパ、ベネット、私の行動値が21上昇！

ＧＭ：あ、あうあうあぅ……っ。

ナヴァール：ぬ、【ＭＰ】残量が[image: 100]点を切ったな……。

ベネット：コスト二倍であるの考えると、キビシーでやんすね。

ＧＭ：ええい、せいぜい自じ爆ばくするがいい！　では、行動のトップはステラ！

カテナ：いや、《カリキュレイト》で行動に割りこみます！　まず、彫像３を排はい除じよする！　―――マイナーアクションで《ランニングセット》、《エンハンスブレス：風》《アーティラリィマジック》！　メジャーアクションで《サモン・リヴァイアサン》！　《ドラゴンソウル》とフェイトを２点ぶち込んで…………（ダイスを振る）―――クリティカル！

ＧＭ：ま、また解説が長くなりそうなことをっ!!　しかもクリティカルかよっ!?




　せ、説明しよう！

　マイナーアクションのスキルをふたつ同時に使える《ランニングセット》を介し、カテナはまず、《エンハンスブレス：風（武ぶ器きの属性を〈風〉に変更する）》《アーティラリィマジック（魔術のダメージを、装そう備びしている武器の分だけ上昇。《エンハンスブレス》の効果中のみ使し用よう可か能のう）》を使用した。

　続くメジャーアクションで放った《サモン・リヴァイアサン》は、１エンゲージ内選んだ対象すべてにダメージを与えるサモナーの攻撃スキルだ。これによってダメージを受けた対象は、バッドステータス［転倒］を受けるというおまけ効果付きである。

　くわえて、魔術判定の直前に《ドラゴンソウル》をもってダイスの数を＋１しているのである……！




ＧＭ：（少し考えて）回避でクリティカルの確率を増やすか……ステラが《アドヴァイス》！　彫像の回避ダイスの数を＋１個……（ダイスを振る）……１だらけじゃねえか！（笑）　回避は失敗っ！

カテナ：（ダイスを振る）―――71点の魔法ダメージで［転倒］を付与。

ＧＭ：46ダメージと［転倒］。ファントムレイダーズってほんとにウザいなっ!?　パワー馬ば鹿かなフェリタニアを相手にするより疲つかれるわっ!!

ナヴァール：そうだろうそうだろう。

カテナ：菊池さんだってファントムレイダーズのメンバーのひとりでしょうが（笑）。

ＧＭ：で、では次はベネットの順番だが……。

ナヴァール：ベネットとゼパは待機を。あとで私が《スピリチュアルウェポン》をかける。

ＧＭ：……デスヨネー。




《スピリチュアルウェポン》

　シーン終了時まで、対象の武器の攻撃ダメージを上昇させるスキルである。

　ナヴァールの場合、ケセドの杖の効果を込みにすれば＋20する。




ベネット：では、待機するでやんす。

ゼパ：待機なのじゃ。

ＧＭ：「……こざかしい！　よかろう、防御に優すぐれるというのであれば……それを上回る力を叩たたきつけるだけのこと……！」

カテナ：なにか大おお技わざくる……！

ＧＭ：ふいに、ステラが囁ささやくように歌を紡つむぎ始め……。

ナヴァール：呪歌かっ！

ベネット：なんだこの歌はー、耳をふさいでも脳のうに直接響いてくるだとー（一同大爆笑）。

ＧＭ：メジャーアクションで《ラウドボイス》！　パッシヴで《フォルテ》を持つので、そのダメージに［転倒］が付与される。対象はカテナ以外の全員だ！　さあ、（ダイスを振る）……38！　【精神】で対抗しろ……！

ベネット：あっしは回避が得意でやんすが、【精神】は苦手なんじゃ―――っ！（笑）

ナヴァール：（ダイスを振る）失敗！

ベネット：（ダイスを振る）もちろん失敗！

ゼパ：（ダイスを振る）こっちも失敗じゃ！　……《アラウンドカバー》使用じゃ！




《アラウンドカバー》

　範囲に対する攻撃の対象を、自分単体に変更するスキルである。




ＧＭ：くー……（ダイスを振る）―――……[image: 137]ダメージっ!!

一同：けっこー高いっ!?


ナヴァール：ケセドの杖で《プロテクション》をゼパに！（ダイスを振る）……57点軽減！

ゼパ：……80点のダメージを受けたのじゃ。少し痛かったのう。

ＧＭ：あっさりこらえやがった。




　ちなみに、ゼパの【最大ＨＰ】は[image: 167]である。




ベネット：（げらげら笑いながら）……な、なんという安心感！（笑）　いいなあ、ファントムレイダーズ！（笑）

ゼパ：いやいや、ナヴァール殿がいるおかげじゃよ。

ナヴァール：では、予告どおりケセドの杖を使って、《マジックブラスト》《スピリチュアルウェポン》……！




　ナヴァールの支援を受け、ベネットとゼパの武器が淡あわい光を放つ。

　カテナの支援を合わせれば、これで武器ダメージは＋41である。

　ふだんは、アルやピアニィ、ナーシアらの影かげに隠れてサブ的な扱いを受けるふたりだが……＋41ともなると、その攻撃力はもはや補ほ助じよではない。

　これまで味わったことのない力……

　身体の内から出る力を心で感じ―――ベネットはそのしなやかな指をもて、二本のリンメルの矢を弓につがえた。




ベネット：この力こそパワー！　今あっしは確かく実じつに主役……！（笑）　バルムンクっ、貴様に今のあっしの弓から放たれる矢、受けられるかあっ!?

ナヴァール：あ、あまりの攻撃力にベネットが調子に乗っている！（笑）

ベネット：《カリキュレイト》！　あまりの速度にあっしの身体が残ざん像ぞうを残し……マイナーアクションで《フェイドアウェイ》、エンゲージから離脱！　メジャーアクションで残った彫像へ攻撃……！　《デュアルアロー》、リンメルの矢を二本使う！

ＧＭ：一瞬、ステラ＝ベイオネットが気け圧おされる。「こ、この力……！」

ベネット：あっしの最初で最後の見せ場を見よ―――ぉ！　くらえ……！（ダイスを振る）―――６が一個あるっ、《ハードラック》でクリティカルに変更！

一同：おお！

ＧＭ：回避判定！（ダイスを振る）……クリティカル。よけた。

ベネット：!?　だが、二発目……！　

ＧＭ：ステラ、《ブランダームーブ》をベネットへ。命中の達成を10引け。

ベネット：!?（ダイスを振る）……23。

ＧＭ：（ダイスを振る）……26でよけた。

一同：…………。

ベネット：土ど下げ座ざします。

一同：ベネット――――――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：お、お前……せっかく演えん出しゆつにつきあってステラをたじろがせたのに……。

カテナ：お、おいしいなあ……ベネット……（←笑いこらえるの必死）。

ゼパ：こ、これがフェリタニアの力……（←やっぱり必死）。

ナヴァール：いや、フェリタニア関係ないからこれ……。




　ベネットがいつもの芸を見せたのち、ファントムレイダーズ側は《祝福》を使用……尽つきかけていた【ＭＰ】を回かい復ふくする。

　それは、カテナの攻撃能力、ゼパの防御能力が回復したのとほぼ同どう義ぎだった。

「では、いかせてもらおうかのう……っ」

　ベネットと同じく幾いく種類もの支援を受けたゼパの鎖くさり鎌がまによる二連撃―――それが、ステラ＝ベイオネットに繰り出される。

　至し近きんより放たれたそれは、苦もなく吸すい込こまれるように的を捉とらえた。




ゼパ：では、ダメージロールの一発目じゃ……！　《ブルズアイ》使用で（ダイスを振る）……〈火〉の魔法ダメージで、[image: 118]点っ！

カテナ：[image: 118]！　ゼパがそんな高いダメージを……！（笑）

ＧＭ：「ち……っ」　ステラは吐はき捨すてるように、しかし自分の受けたダメージを冷静に計算―――《ガーディアン》を使用する。

ナヴァール：よしっ、《ガーディアン》切らせた。

ゼパ：し、幸せなのじゃ～（笑）。ワシはもはや、あのベルフトにすら認みとめられた老人！　こわいものなどなにもな……!?

カテナ：調子に乗るとベネットみたいになるぞ。

ゼパ：質しつ素そにいくのじゃ。

ベネット：しくしくしくしく。

ゼパ：では、二発目……！




　繰り出された二撃目もまた、ステラの身体を捉えた。

《ブルズアイ》をすでに使っているがゆえ一撃目ほどの力は出ないにせよ、そのダメージロールの結果は87。ベイオネットの【ＨＰ】を47点もぎ取る。

【ＨＰ】にはまだ余裕がある―――しかし、ベイオネットは希望が見いだせないでいた。

　苦くるし紛まぎれに彫像を差し向けるが、それが放った風の刃やいばはミスティックガーブ、《ドラゴンソウル》、フェイトの加か護ごを受けたカテナにあっさり回避される。

　そして、その一撃のよけざま……カテナはゼパに指示を出した。




カテナ：ファントムレイダーズ……《再さい行こう動どう》っ!!

ゼパ：了解じゃ！　《クローズショット》＆《ダブルショット》！（ダイスを振る）46っ!!

ＧＭ：高っ!?　それはよけられない……（ダイスを振る）やっぱだめ、失敗！

ナヴァール：攻撃にケセド＋《チェックメイト》。（ダイスを振る）ダメージを37点追加っ。

ゼパ：（ダイスを振る）……うっほ、[image: 119]点じゃ―――っ！

ＧＭ：「ち、調子に乗るな……っ！」（ダイスを振る）




　そう声をあげつつもこの攻撃をかわせるはずもなく、ダメージロールの結果は86。

　だが、ステラはまだ倒れはしない。

　ゼパの攻撃を受けきり、意い識しきをカテナに向けて……目を見み張はる。

　―――猛たける海竜。

　カテナの詠唱した《サモン・リヴァイアサン》より解とき放はなたれたものだった。




　海竜は、カテナの声なき指示に従したがって視線の先にあったベイオネットに襲いかかり……その残る【ＨＰ】の半分近くをもぎ取った。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　―――そして戦いは第三ラウンドへと突入した。

　だが、もはや戦いの趨勢は決まっている……誰もがそう思った。




カテナ：……どうした、ベイオネット。その程度なのか、と言っておこう。

ＧＭ：「く、《スレノディ》さえ《カバーリング》されなければ……っ」（一同爆笑）

ナヴァール：ふっふっふ、気づいた俺おれ、えらい！（笑）　軍師というものをあなどったようだな、ベイオネット。さあ、ステラを解かい放ほうしてもらおうか。

カテナ：解放したところで、お前に待っている運命は変わらないがな。

ＧＭ：「貴様、本当にカテナか!?」　ステラ……いや、ベイオネットは焦あせりの色を隠せない。ベイオネットが直接知っていたカテナはもっと考え方も幼おさなく、弱かった頃ころのものだからだ。

カテナ：礼を言おう、ベイオネット。私を変えるきっかけを与えてくれたのは、お前だ。

ＧＭ：「調子に乗らないことだ……！」　ステラ＝ベイオネットは激げき昂こうし……では、セットアップ！　ステラは再び《インペレイティブ》！　《クイックソング》から《ラウドボイス》を放って、《フォルテ》のダメージに［転倒］付与を乗せる！　対象は自分のエンゲー……。

ゼパ：残念じゃな。まだ、《アラウンドカバー》が二回残っておる。

ナヴァール：つまり、その攻撃は無意味だ。《アラウンドカバー》→《インヴァルネラブル》か、《アラウンドカバー》→《ガーディアン》で、ダメージ０だな。

ＧＭ：は、判定する意味すらないのか……でも、《アラウンドカバー》を減らしておきたいので使っておく。

ゼパ：では、《アラウンドカバー》《インヴァルネラブル》のセットを消費じゃ。

カテナ：ファントムレイダーズ側は《陣形》を使用。私も、ゼパたちのいるエンゲージへ突とつ入にゆうしておく。いざとなれば、私がゼパをかばう。

ＧＭ：う。

カテナ：私は、三回まで【ＨＰ】が０になっても問題ないからな。

ナヴァール：……これで盤ばん石じやくだな。私はセットアップでケセド＋《ヘイスト》をゼパにのみ使用。【ＭＰ】がもうない（ダイスを振る）……発動成功で、行動値が24上昇。

ベネット：さて、もはや終わりでやんすな。観念するでやんす！




　ベネットの言葉が終わる否いなや、攻撃を繰り出したのはゼパ。

《マインドプレッシャー》を持つベイオネットと同じエンゲージで戦い続けた彼の【ＭＰ】は、一度《祝福》で回復していたにも関わらず、すでに底を尽きかけている。

　これが、最後の《ダブルショット》だった。

　解き放った連撃は、ベイオネットより合わせて[image: 110]点の【ＨＰ】を削けずり取とった。

　もはや、ベイオネットに勝かち筋すじはない―――誰もがそう思った。




カテナ：さあ、まだ抵抗するか、降こう伏ふくするか。

ＧＭ：「い……いい気なるなよ、カテナ・アウレア！」　ステラ＝ベイオネットはそこで顔を上げ、邪じや気きに満ちた笑みを浮かべる。

一同：……お？

ＧＭ：「このまま倒れる私だと、そう思っているのか……！」

ベネット：ま、まだなにか隠し技はありそう……!?

ゼパ：身み構がまえるのじゃ。

ＧＭ：「奥おくの手ては、最後の最後に見せるものだと思わないか？」　幾いく分ぶん落ち着きを取とり戻もどし、言い切る。あるのだよ、【ＨＰ】が[image: 120]を下回った時のみ使えるスキルというものがな……！

カテナ：ほう？　本当はここで《カリキュレイト》で割りこもうと思ったが……いいぞ、見せてみろ、ベイオネット。

ＧＭ：「いい度どき胸ようだ……！」　ベイオネットはマントを翻ひるがえし、腕うでを突つき出だしてその切り札を……切った！　まず、《マインドアクセラレータ》！　これで次の誰かの行動に割りこんでメインプロセスを行なう……！

一同：おおっ!?


ＧＭ：そしてマイナーで《マインドフレア》、メジャーで《ラウドボイス》……！　

ゼパ：《マインドフレア》？　なんじゃ、そのスキル!?

ＧＭ：そして、命中判定……呪歌判定の直前に、《マインドストーム》を使用！　《マインドフレア》によって《ラウドボイス》の対象が単体になるが、そのダメージロールは＋80！　さらに《マインドストーム》の効果で、さらに対象をシーンに変更……っ！

一同：おおおっ!?


ＧＭ：「さあ、私をなめた罰ばつだ！　この呪歌の前に消きえ失うせるがいい！」　そして、ベイオネットは、力を解き放っ……！

カテナ：……しかしベイオネット、お前こそ……なめていないか？

ＧＭ：「あ？」

ナヴァール：それとも忘れてしまったのか。

カテナ：お前のさっきの攻撃時に言ったはずだが？　我々は、《アラウンドカバー》と《ガーディアン》をあと一回ずつ―――残している。

ナヴァール：もっとも、《アラウンドカバー》を打ち消すスキルでも持っていれば……別だが？　さて、どうなのかな？




　……持っているはずもなかった。

　焦りと絶ぜつ望ぼうの入り交じった表情を見せながら、ベイオネットの力は解き放たれた。

　死を呼ぶ旋せん律りつが空間に満たされ、荒あれ狂くるう。

　歌は、風と轟ごう音おんを呼び、部屋の建材をまるでそれが紙であったかのようにやすやすと引ひき裂さいていく。周囲に破壊をまき散らし、やがてそれは収おさまった。

　もうもうと沸わき立たつ、塵じん芥かい。

　しかし煙けぶる景色の中に悠ゆう然ぜんと立つのは四人。

　その人ひと影かげの中、ひときわ背せの低い男は―――落ち着いた声で、言った。




「―――……ダメージは、０じゃ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




「もはや、私が手を下す価か値ちもない」

　カテナのその言葉に―――




　戦いは、ベネットが放った矢の一撃をもって……終わりを告げた。




　ちなみに、そのダメージは[image: 186]点。

　彼女にとって、これまでの人生の中でもっとも大きな力を持った一撃だった。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆ステラ




「カ、カテナ・アウレア……っ、覚えておくことだ。

　バルムンクは決して滅ほろびることはない……っ、

　幾いく度どでも、貴様らの前に姿を現わすだろう……っ！」




　周囲に満ちたのは複雑に負の感かん情じようが入り交じった邪気、怨えん嗟さの声。

　それはしだいに消えゆき、やがて周囲が清せい浄じような気配に満ちる。

　肌に当たる風にふと顔を上げれば、崩れた天井よりのぞく夕ゆう闇やみの中に瞬まばたく星々が見えた。

　カテナは息を吐はいてそれを見上げ、つぶやいた。




「―――私も言ったはずだ。

　何度蘇よみがえってきても、そのたびに殺してやると」




ＧＭ：……というわけで、ここからエンディングシーンに入ろう。特に希望がないかぎり、ここは１シーンのみです。そんなわけで、最さい期ごにベイオネットは呪のろいの言葉をあげながら、その気配は虚こ空くうに消えた。

カテナ：では、消えていくベイオネットに言葉を吐き捨てた後、長年の宿しゆく敵てきを倒したことに、少し達成感を感じて安あん堵どに微笑ほほえみましょう。

ＧＭ：もっとも、これからもカテナはバルムンクを追って戦い続けるんでしょうがね。

ナヴァール：……バルムンクは幾度でも蘇る、か。

ベネット：ゴキブリみたいな奴らでやんすな。

ＧＭ：そう、これを専せん門もん用語でこう言う。

一同：はい？

ＧＭ：「あれが……最後のベイオネットとは、思えない―――」

一同：こらっ!?（一同爆笑）

ナヴァール：って、しかも全然用語になってないしそれっ!!（笑）

ＧＭ：じゃあ、標語。

カテナ：標語でもないっ!!（笑）

ＧＭ：わはは、まあ冗談はともかく……。

カテナ：ええ。ゼパ、目的は果たした。我々はグラスウェルズに戻もどるぞ。

ゼパ：うむ、そうじゃな。ナーシアたちのことも気になるしのう。

ナヴァール：ふむ、行かれるか、カテナ殿、ゼパ殿。

カテナ：ああ。目的を同じくしたため、手を組みはしたが……我々は本来、刃を交える者同士だ。いつまでも一いつ緒しよにいるわけにはいかないだろう。

ナヴァール：……。

カテナ：だが―――ありがとう。礼を言わせてもらう。のちに、お前たちと共に歩める日が来ることを心から祈るよ。

ナヴァール：ええ、その日を楽しみにしていましょう。正直、グラスウェルズ方面も、色々ときな臭くさいことになっているようだ。素す直なおに帰したくはないところだが……。

カテナ：では、少し笑って……ナヴァール殿。今は、我々の身を心配するより、もっと気にかけなくてはいけない人がいるのではないか？

ナヴァール：……ん？

ＧＭ：こっちに振ってくれてありがとう、カテナ（笑）。戦いを終えて、感かん慨がいに浸ひたっているキミたちはあらためて気づく。四人のすぐ前に倒れている女性……先ほどまでベイオネットだった者に。

ベネット：あ、そうだった（笑）。

ＧＭ：そこで、ステラが「う……」と、小さくうめいて意識を取りもどす。

ナヴァール：おお。彼女に近ちか寄より、かがみ込んで声をかけよう。「……無事か、ステラ」

ＧＭ：「……ナヴァー…ル？」　まだ朦もう朧ろうとする意識の中で、彼女は小さく声を紡ぐ。

ナヴァール：そうだ。一〇年前の約束を果たしに来た……と、抱だき起おこそう。

ＧＭ：ステラは安堵し、わずかに微笑んだ。「……そうか。約束、おぼえていてくれたのね―――ナヴァール」　たしかにそこにナヴァールがいる……そんな当たり前のことを確たしかめるように彼女は目を嬉しげに細め、その両手を彼の顔にあてて[image: ]ほおを撫なで―――。

ベネット：アダルトな時間の始まりでやんす。ぼーりぼーり（←せんべいを食べてるらしい）

ゼパ：わくわく。

ＧＭ：「……っ!?」　ステラが、ジト目でそこに立つベネットに気づいた。慌ててナヴァールの身体をふりほどいて悠然と立ちあがり、紅あかくなった顔を見られないよう、みんなに背を向ける。

一同：へ？

ＧＭ：そして毅き然ぜんとした声で―――「た、大たい儀ぎであった。礼を言う」

一同：遅いわ――――――っ!?（大爆笑）

ナヴァール：それにステラ。声がうわずってるうわずってる。

ＧＭ：彼女はこれでも大国レイウォールの王女だ。気を緩めた態たい度どを、おいそれと他人に見せないようにと……そんな教育を受けてきた。それが、こんな態度を取らせたわけで―――。

ナヴァール：では、微笑みながら言おうか。ステラ、私の前で取り繕う必要はない。無理をする必要もない。素直に自分を出せばいい。本当のキミは、そんな人間ではないだろう？

ＧＭ：「…………」　やや沈ちん黙もくしたのちに、彼女は顎あごをひいて上目使いに振ふり向むき……[image: ]を紅くしたまま言った。「……いじわるだな、ナヴァール」

ゼパ：うわ、なんじゃこのかわいい生物は。

ベネット：と、とてもあのピアニィ陛へい下かの実の姉とは思えんでやんす……っ、わなわな。

ナヴァール：そんなことより、ステラ。キミはこのあと、どうするつもりだ？

ＧＭ：その言葉に、彼女の表情と意識が現げん実じつに引ひき戻もどされる。「……そうだな、兄の腹はらの底を知った以上、もはやレイウォールには戻れない。しばらく我が母の故こき郷ようを頼って―――」

ナヴァール：私に提てい案あんがある。

ＧＭ：「……提案？」

ナヴァール：そうだ。キミを、我がフェリタニアに迎えたい。

一同：っ!?


ベネット：それ、ありなのっ!?（笑）

ＧＭ：そんな突とつ然ぜんの言葉に、ステラは驚きを隠せない。「馬鹿なことを！　私はレイウォールの血を継つぐ者だぞ!?　旧きゆうアヴェルシアの民たみからは恨まれて当然だとも考える！　しかも、一度は軍ぐん勢ぜいをもってフェリタニアを攻せめたことすらあるのだぞ!?　そんな私をフェリタニアが受け入れると思っているのか!?」

ナヴァール：問題はない。ピアニィ陛下は民の信しん頼らいも篤あつく、心の広い御方だ。

ＧＭ：「いや、そうではなく……！」

ナヴァール：答えになっていないな。来てくれるのかどうかを私は聞いている。

ＧＭ：その言葉に、再びの沈黙。ややあって―――「ほ、本当にいいのか？」

ナヴァール：もちろんだとも。しかし、考えちがいをしないでほしい。キミを客として手て厚あつく迎えるつもりではない。当然、フェリタニアのために働いてもらうことになる。そして、あくまで国の王はピアニィ様だ。

ＧＭ：「…………」

ナヴァール：どうだ？

ＧＭ：ステラは、ナヴァールの言葉に肩かたの力を抜ぬいて微笑み……言った。「よかろう、今日より私はレイウォールの名を捨すてよう。そして、フェリタニアの……いや、世界のすべての民を救いたいというその信念のため―――」




「……このステラ・ヴェレンガリア、

　ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア陛下に―――忠誠を誓う」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　時に、帝紀八一二年一二月―――。

　赤竜王国レイウォールが第一王女、ステラ・ヴェレンガリア・レイウォールが母国を離れ、フェリタニアへ参加した事実……これは世界に衝しよう撃げきを走らせるに十分だった。

　それまで、フェリタニアを「所しよ詮せんは小国」と軽けい視ししていた者たちも、この事じ態たいは重く受け取らざるを得なかった。

　世界でなにかが変わろうとしている。

　この報ほうを知ったすべての者が、肌でそう感じとっていた。




　それは、時代がまたひとつ動いた瞬間だった。








『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

第七話「ステラ奪だつ回かい」

―ＦＩＮ―













ＩＮＴＥＲＬＵＤＥ






　秋葉原にある、とあるファミレスの片かた隅すみ。

　ふたりの男がたばこをくゆらせながら、午後のひと時を過すごしていた。




鈴吹：……しかし、菊きく池ちさんひどいよなあ。

きくたけ：なにがです。

鈴吹：ステラ救出作戦で「ボスにダメージを与あたえるとステラが死ぬ」とか、ひどくないか。ぽんこつパーティが思ったより強かったからよかったけど……。

きくたけ：でも、ベイオネットの設せつ定ていを最初に考えたのは社長ですよ？

鈴吹：そうだけどさ。『ブレイク』シリーズでボスキャラとして出そうと思ってたから。

きくたけ：カテナの兄の仇かたきですしね。〝無印〟の文庫で仇討ち、やってよかったのかな（笑）。

鈴吹：（笑）。たしかに当初の予定とはかなりちがった展てん開かいになったけど……まあ、ベイオネットを倒たおせてカテナも本望だったでしょう。

きくたけ：ではそれで！（笑）　ところで、社長はもう次の話のシナリオ考えてます？

鈴吹：……あー。それなんだけど、アンソンはどうするのよ？（笑）　三巻のエンディングで「先のことは帰り道に考える！」とか言って、結けつ論ろん出さないまま終わってるんだが。

きくたけ：げ。そ、そういえば、いろいろ板いた挟ばさみな状況になってましたな……どうしよう。

鈴吹：まあ、次のシナリオはこの先どう進めるか相談するシーンから始めようとは思ってるけど。アルやピアニィにとってもグラスウェルズ行きは、意味のあるものになるはずなんだ。

きくたけ：でしょうな。

鈴吹：ぽんこつ側とちがって、カップルパーティはみんな思おも惑わくがバラバラなんで大へ……。

きくたけ：カップルパーティっ!?

鈴吹：ダブルカップルじゃん。それぞれのシリーズのヒーローとヒロインだよ、一いち応おう（笑）。

きくたけ：そうなの!?　ア、アルとピアニィはまだしも、それ聞いたらアンソンは小ぐ……ナーシアに殺されるっ!?（笑）

鈴吹：はっはっは、では小こ暮ぐれさんの前では黙っておこう。

きくたけ：よろしくお願いします。

鈴吹：でも本当の意味で、ナーシアを救えるのはアンソンだけだと思うんだがねえ。

きくたけ：そんなおそろ……難むずかしいことを……。

鈴吹：だいたいさ、アンソンってナーシアのことをどう思ってるのよ？

きくたけ：うーん、それは………………―――。





























ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Prepley 01◆そして第八話




　読者のみなさん、こんにちは。

　ここからはじまる第八話は、わたくし鈴吹太た郎ろうがお贈おくりいたします。

　まずは、セッションの参加者を紹しよう介かいさせていただきましょう。




鈴吹太郎

　紹介は、第七話を参照。

　ＧＭ担たん当とうにして第八話の著ちよ者しや、つまり、わたしである。




大竹みゆ

　フリーの声せい優ゆうさん。かなりのゲーマーであり、最近では戦せん闘とうを好み、殺意あふれるプレイングが知られるようになる。

　プライベートでは、ＴＲＰＧサークルの部長もされているようで、本当に気合いの入ったゲーマーである。

　ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアを演えんじる。




大竹みゆblog 　*PrimLog* 　http://primlog.jugem.jp/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




小こ暮ぐれ英え麻ま

『ナイトウィザード The ANIMATION』では、アンゼロットと緋ひ室むろ灯あかりの二役をこなした実じつ力りよく派はの女じよ性せい声優。マウスプロモーション所しよ属ぞく。

　前ぜん巻かんから引き続き『ブレイク』シリーズからのゲスト参加である。

　ダイス運に非ひ常じように恵めぐまれており、そのためフェリタニア側からもっとも危き険けん視しされていた。

　ナーシア・アガルタを演じる。




矢野俊しゆん策さく

　言わずと知れたＴＲＰＧ『ダブルクロス』シリーズのデザイナー。

　根っからのツッコミ体たい質しつで、隙すきあらば鋭するどくつつかずにはいられない。

　サガ・シリーズの小説の執筆を担当。六月には三巻が発売される予定である。

　アル・イーズテイルを演じる。




菊池たけし

　この人の紹介は、第七話を参照のこと（笑）。

　第七話では、ＧＭおよび執しつ筆ぴつ者しやであったが、本話では鈴吹にＧＭを任まかせ、プレイヤーとしての参加である。

　アンソン・マンソンを演じる。




鈴吹（以下、ＧＭ）：みなさんおはようございます。

一同：おはようございま～す。

ＧＭ：本日はアリアンロッド無印、第四巻かんの第八話のセッションを行ないます。

大竹（以下、ピアニィ）：はーい。

小暮（以下、ナーシア）：ロッシュを取とり戻もどせ～！

一同：お～!!




　と、まぁ、プレイヤーのみなさんは、なかなか士気が高いようである。




矢野（以下、アル）：ところで、今日はギルドとかどうするんでしょう？

きくたけ（以下、アンソン）：七話と同じ？

ＧＭ：そうです。じゃあまず、その説明を先にしましょうか。




　本日のレギュレーションを説明するＧＭ。

　第七話とまったく同じ、読者のみなさんはご存ぞんじだと思うので省しよう略りやくする。




ＧＭ：では、さっそく今回予告の読み上げを始めましょう。




●今回予告

「グラスウェルズとレイウォールに攻せめ込こまれたフェリタニアの危き機きを脱だつしたピアニィ王女と第一の騎き士しアル。刺し客かくとして送られたファントムレイダーズと熱い戦いのすえに、わかり合った―――。

　メルトランドのため、ナーシアを連れ帰りたいピアニィは、その弟ロッシュ救出のため、一いつ緒しよにグラスウェルズに向かうのであった。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

───第八話『白竜王国の光と影』




……すべては、竜りゆうの石の導みちびきの元に」




ＧＭ：ということで、状じよう況きようは第三巻第六話の数日後といったところから始まります。

ピアニィ：そんなに時間は経けい過かしていないんですね。

ＧＭ：グラスウェルズとメルトランドの国こつ境きよう付近にあるファリストル城じようからスタートすることになります。ファリストル城地下がファントムレイダーズのギルドハウスですので。

ピアニィ：おおー。

アンソン：僕らのおうちです。

ＧＭ：オープニングで、やるべきことをもう一回確かく認にんすることになります。立場が微び妙みような四人は、まだ心がひとつになっているとは限りませんから（笑）。

ナーシア：確たしかに（笑）。

ＧＭ：では、三巻の話を復ふく習しゆうするところから始めましょう。メルトランドで戦争をしていたレイウォールとグラスウェルズが色々あって手を結び、フェリタニアに攻せめてきました。

ピアニィ：大変でしたー。

アンソン：フェリタニア最大の危機ってヤツでした。

ＧＭ：ピアニィを狙ねらって両軍が侵しん攻こうしてきますが、なんとピアニィはフェリタニアを脱だつ出しゆつ！　メルトランドに潜せん入にゆうし、さらにメルトランドの協力をとりつけ、エストネル王国から停戦命令までもらいます。

ピアニィ：うん。

アンソン：メルトランドとフェリタニアは連合王国としてやっていくと、スリスとピアニィの名前で発表されたため、もはや誰と誰が戦っているのかわからなくなって、一いつ端たん戦争が停止。

ＧＭ：このままピアニィが生きているとまずいと思ったゴーダ伯はくは、ファントムレイダーズを送おくり込こみますが、残念ながらピアニィを倒たおすことはできません。ファントムレイダーズは任にん務むに失敗をします。




[image: ]




アンソン：任務失敗、初めてですよ。

ＧＭ：そうです、初めての失敗。ナーシアは今まで任務に失敗したことがないので、弟のロッシュがどうなるかわからない、これが今回のポイント。




[image: ]




ナーシア：……じゃあ、おろおろしてます。

ピアニィ：どうしよう。釣られて、わたしもおろおろします（笑）。
















アル：まぁ、ロッシュは人ひと質じちみたいなもんだからなぁ。

ＧＭ：ナーシアのそういう事じ情じようを知ったピアニィがロッシュを解かい放ほうしましょうと言い出し、ピアニィ、ナーシア、アル、アンソンの四人でグラスウェルズに向かうことになりました。

一同：は～い♪

ＧＭ：ちなみに、エストネルの停戦命令のあと、当事者たちが集まって会談をする予定ですが、それはまだ行なわれていません。ですが、グラスウェルズ、レイウォール両軍ともメルトランドから退たい却きやくを始めています。リシャールは早々に本国に引き上げているようです。

ピアニィ：引き上げちゃったんですか？

ＧＭ：そうです。停戦命令が出てしまうと周り中敵てきだらけになってしまうので、駐ちゆう留りゆうしたままだと非常に危き険けんです。勝っても王おう権けんを主しゆ張ちようすることもできない。敵てき国こくの中に孤こ立りつして、補ほ給きゆうも危あやうい、生命の危険もある。だから、両軍ともメルトランドから引き上げています。

アンソン：要するにメルトランド侵攻は白紙状じよう態たい。

ピアニィ：なるほど。

ＧＭ：グラスウェルズ軍は、ほぼ旧きゆう国こつ境きよう付近――ファリストル城の辺りまで退却しています。で、このファリストル城からお話は始まる、と。

一同：了りよう解かいです。




●ハンドアウト

ＧＭ：じゃあ、ハンドアウトを読みます。最初はピアニィ。

ピアニィ：はーい。




▼ピアニィ用ハンドアウト

コネクション：ロッシュ　　　関係：庇ひ護ご

　フェリタニア王国最大の危機を鮮あざやかな機転（斜ななめ上うえの発想ともいう）で切きり抜ぬけたあなたは、メルトランド復ふつ興こうの鍵かぎを握にぎるナーシアと出会う。そしてナーシアが弟ロッシュのために行動していることを知る。あなたはロッシュを助けナーシアを解放するためにグラスウェルズへの潜入を決意するのであった。




ピアニィ：斜め上って!?（一同笑）

アンソン：まあ、実際斜め上の発想だったし（笑）。

ピアニィ：がーん!?

アンソン：まったく想定外だったんだよ！

アル：ナーシアのためにグラスウェルズに潜入し、弟のロッシュを助ける。そこは第三巻でピアニィ本人が決けつ断だんした通りだし。

ＧＭ：ナーシアへのコネクションは、ＰＣ間コネクションで持てるのでハンドアウトでは、ロッシュにしました。

ナーシア：なるほど。

ＧＭ：次はナーシアのハンドアウトです。




▼ナーシア用ハンドアウト

コネクション：ロッシュ　　　関係：不安

　あなたは敗れた。あなたにとって初めてのミッション失敗である。こうなるとロッシュの身の上が心配だ。あなたは急きょグラスウェルズに戻もどった。




ナーシア：なんか、短くありません!?（笑）

ＧＭ：最初はね、がんばって書いたんですよ。

アンソン：それが何な故ぜかこうなってしまうと。よくあることよくあること（笑）。

アル：ああ、社長と菊きく地ちさんがわかり合っている（笑）。

ＧＭ：ナーシアの動機は一番シンプルなんで、たくさん書く必要ないし……。

ナーシア：……まぁ、そうですね（笑）。

ＧＭ：グラスウェルズに、四人で戻もどることには反対はしてないですよね？

ナーシア：……ロッシュを助けてくれるというのであれば。

ＧＭ：とにかく、ピアニィたちと一緒に急いで戻っているという感じですね。

ナーシア：はい。

ＧＭ：次、アルのハンドアウト。




▼アル用ハンドアウト

コネクション：ピアニィ　　　関係：やれやれ

　キミの主君（とりあえずそうしておく）、ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアはフェリタニア王国の正式な女王だ。しかし、こともあろうに今回は単身グラスウェルズに潜入しようという。しかも敵国の密みつ偵ていナーシアを助けるために。確かにナーシアは君の幼おさななじみでもある。彼かの女じよを助けるのはやぶさかではない。




一同：［関係：やれやれ］!?（爆ばく笑しよう）

アンソン：なんだそりゃ!?（笑）

ピアニィ：やっていいんだー、「関係：やれやれ」とか。

ＧＭ：あくまでケース・バイ・ケースですけどね（笑）。

アル：確かに「やれやれ」としか言いようのないケースですが（笑）。

ピアニィ：そうなんだー。

ＧＭ：そして、まだ続きがあります。

アル：えっ、まだ!?




　……しかし、しかしだ。女王が出向くとなると、第一の騎士としてついていくしかないよな、はぁ……。




アンソン：ちょっと待った！　それハンドアウトなのか!?

ピアニィ：お、面白い（笑）。

ＧＭ：もちろんアルの心しん情じようはプレイヤーが自由に演えん出しゆつしていただいて結けつ構こうですよ？

アル：いやあ、的確にポイントが押さえてるのでこの内容で十分満足です（笑）。「やれやれ……、はぁ」（一同爆笑）

ＧＭ：では、最後はアンソンです。




▼アンソン用ハンドアウト

コネクション：ナーシア　　　関係：心配

　ナーシアが心配だ。君は君で、色々悩なやみは深いよね。




アンソン：ちょっと待て!?　ちょっと待てって！（爆笑）

ピアニィ：同どう情じよう入ってますよ（笑）。

アンソン：誰の視し点てんですかそのハンドアウト！（笑）

アル：……社長じゃないですかね？

ＧＭ：いやだってハンドアウトはＧＭが語りかけるものですから。

ピアニィ：ああ、そっかー。

アンソン：いやいやいや、アルのハンドアウトは全部アルの視点だったじゃないですか。

ＧＭ：ほら、ハンドアウトは、ケース・バイ・ケースでいろいろあるものですから。

アンソン：わ、わかりました……（笑）。

ＧＭ：ということで、ハンドアウトは以上です。

アンソン：え？　これで終わり!?（笑）

ピアニィ：ほんとに!?（笑）

ＧＭ：終わり。これしか書いてない（笑）。

ナーシア：みじかっ！

ＧＭ：アンソンの状況はとても複ふく雑ざつだから、全部書くと長くなりすぎるでしょ。それに昨日、菊池さんに相談したじゃないですか。

アンソン：は？

ＧＭ：「アンソンってナーシアのことをどう思ってるの」って聞いたら、「とりあえず心配してる」っていうから。

アンソン：いや、確かに言いましたが（笑）。

ＧＭ：なので、「ナーシアが心配だ」に焦しよう点てんを絞しぼろうかと。それに、アンソンとナーシアの仲はＧＭが色々書くより深いので。

ナーシア：深くありません。

ピアニィ：即そく答とうだ（笑）。

アンソン：わかりました。ナーシアが心配、心配、超☆心配っと。




●成長報ほう告こく

ＧＭ：ではキャラクター紹介をしてもらいます。『スキルガイド』準じゆん拠きよで、キャラクターのリビルドをしていると思いますから、そちらから紹介してください。

ピアニィ：はいピアニィ、リビルドしました！

ナーシア：元気だ（笑）。

ＧＭ：それでは、ピアニィからよろしくお願いします。




▼ピアニィの場合（17レベル）

ピアニィ：レベル17、フェイトは12になりました。

ナーシア：フェイト12 か～。スキルは？

ピアニィ：色々あったすえに、いっぱい取ったんですけど。一番目立つのは……、《エレメンタルマスター》を取りました。

ＧＭ：ああ、《エレメンタルマスター》取ったんだ。

ピアニィ：なので、魔ま術じゆつ判はん定ていにさらに１Ｄ追加、通つう常じようで５Ｄ振ふれます。あと《マリッド・ストリーム》を取ったので、相手にダメージを与えるとラウンド終しゆう了りようまで回かい避ひのダイスが１Ｄ減へらせます。

ナーシア：へー。

ピアニィ：それと《マジックフォージ》にダメージ＋４Ｄする《マジックエッジ》。その《マジックフォージ》で受けた攻こう撃げきは《プロテクション》とかのスキルで軽けい減げんできません。

ナーシア：ふーん。

ピアニィ：……って感じかな？

ＧＭ：さらにダメージが大きく、強力になった？

ナーシア：王子、なんでニヤニヤしてるの？

アル：いやあ《マジックエッジ》取ったのは、ゼパ対たい策さくってことですよね？（笑）

ＧＭ：どっちかっていうと、ナヴァール対策じゃないの？（笑）

ピアニィ：両方……いえ、違ちがいます違います！　これは、敵を倒すために取りました（笑）。

アル：……今、一瞬言いよどみませんでした？（笑）

ＧＭ：ピアニィのコンセプトは変わらない。《フロストプリズム》バンバン撃うつ、と。

ピアニィ：はい、バンバン撃うちます！（笑）

ＧＭ：わかりました。では、次～。




▼ナーシア・アガルタ（16レベル）の場合

ナーシア：ナーシア・アガルタです。レベルは16のままで、【ＨＰ】[image: 106]＋50、【ＭＰ】83、フェイトが13点。ここまでは変わらず。スキルがちょっと変わりました。

アンソン：具体的には？

ナーシア：《クイックステップ》と《ファイアステップ》をやめて、《バーサーク》で攻こう撃げき力りよくを上げるようになりました。

アンソン：暴あばれて戦うように（笑）。

ナーシア：《バーサーク》するようになったので、《ダッシュアタック》を取りました。

アンソン：ああ、なるほど。移い動どうした後に《バーサーク》して攻撃する、と。

ナーシア：あと取得したスキルは、《エンカレッジ》と《ナイフパリィ》、《クイックムーブ》と《クールランニング》です。

アル：《クールランニング》があるから、《バーサーク》のペナルティはなしですね。

ＧＭ：だから《バーサーク》はするけど、ナーシアは冷静。

アンソン：そう、殺意が上がるだけ。

ナーシア：そこはピアニィと違ちがうとこなんで（笑）。

ピアニィ：ええー、ちょっと（笑）。

アンソン：静かに燃もえる炎ほのおぐらいの感じで。

ＧＭ：じゃあ次、アル。はいどうぞ。




●アル・イーズテイルの場合（17レベル）

アル：こっちも17レベルになりました。フェイトが16点まで上がってます。

アンソン：アルはずいぶん変わってるね。

アル：《イーグルアイ》と《バーサーク》が両方とも５レベルだったんですが、なくなりました。命中が１Ｄ下がって、かわりに武ぶ器きの火力が上がったという感じになっております。

ＧＭ：なるほど。戦い方は変わったの？

アル：コンセプトはまったく変わってないです。なるべく命中を上げ、《ディフェンスライン》でひとりで戦えるように。

ＧＭ：元のパーティだと、アルがひとりで前に出るからね。今回は違うけど（笑）。

アンソン：クラスの構こう成せいは？

アル：実は、やたらとクラスチェンジばっかりしたので自動習得スキルの山ができてますが、ふたつしか解放しません。《エンサイクロペディア》とか、きっと使わない。【知力】低いから（笑）。あと、フェイトを使うと地味にトラップが解かい除じよできたりします。

ナーシア：……使うのかな？（笑）

アル：これが一巻目のダンジョンの時にあれば……。

ＧＭ：またいつか使う日もきっと来るよ（笑）。じゃあ、次はアンソン。




●アンソン・マンソンの場合（16レベル）

アンソン：アンソン・マンソン、何故かレベルは変わらず16レベル。

ナーシア：なぜかじゃない。負けたから（笑）。

ＧＭ：ＰｖＰでは、負けた側がやや経けい験けん点が少なくなるルールですから。

アンソン：現在のクラスが、パラディンとメンターに。そして奥おう義ぎを手に入れた僕はスキルが地味に変わっておりまして。

ピアニィ：メンターいいですよね～。

ナーシア：メンターってなに？

ピアニィ：おっきい本持ってる人です（笑）。

アンソン：メンターというのは導どう師しです。特定のスキルを持ってると、必ひつ殺さつ技わざを持てるクラスだと思っていただければ。

ＧＭ：リビルドした結果、アンソンが一番変わったかな？

アンソン：といっても、基き本ほんラインはそんなにやることは変わっておらず。《ハンマーフォージ》で二回殴なぐりますよってコンセプトは同じです。一番のポイントはですね、なんと《カバーリング》を取りました。

アル：あれ、アンソンも《カバーリング》取ったんですか？

アンソン：取った。だって今の僕、防ぼう御ぎよ高いんだもん。

アル：確かに、アンソンの防ぼう御ぎよ力りよくは高い。ゼパに匹ひつ敵てきするぐらいでしょ？

ピアニィ：へー。

ナーシア：……ゼパ様がいるから影薄うすいけど（笑）。

アンソン：影薄いとか言うな（笑）。

ＧＭ：なんと、今日は四人中三人が《カバーリング》を持っているという。

ピアニィ：やったー！　これで守りは安心ですね。

アル：（キャラシートを見ながら）そのうえ、《メンターアーツ》が５レベルまでいっているんだ。これは堅かたい。

アンソン：そうそう。《コーデックス》でアコライトを指定するので、《プロテクション》のコストが下がると同時に、効こう果かに＋10。

アル：《ヒール》も効果が上がりますね（笑）。

ピアニィ：やったー。アンソン、色々できますね。

アンソン：サムライも経けい由ゆしているから、《トルネードブラスト》も使えます。

ＧＭ：攻撃、防御、魔ま法ほう、それにコンボまで（笑）。

ナーシア：歌って、踊おどれて……、漫まん才ざいもできるって感じ？（笑）

アンソン：漫才ならまかせろ！　……ってちがうっ!!

ＧＭ：はい、では、ギルドスキルの選定に行きましょうか。




●ギルドスキル

ＧＭ：それでは、ギルドスキルを申告してもらうことにしましょう。先ほど説明しましたが、セッション中はギルドが二組いるってことになります。

アンソン：アブソリュートのピアニィとアル、ファントムレイダーズのナーシアと僕。

ＧＭ：はい、そうです。こっちは、ギルドマスターがふたりともいるので、それは問題なし。七話は、ギルドマスターが誰もいなかったので、代行を誰にするとかそういう話になりました。

アル：なるほど（笑）。




▼アブソリュート・ギルドスキル


《蘇生》《祝福》《陣じん形けい》《限げん界かい突とつ破ぱ》《耐たい性せい：重じゆう圧あつ》《力の泉いずみ》《目利き》《ギルドハウス》

《ギルドマンション》

《力の泉》の指定スキル：ピアニィ《フロストプリズム》




アル《ディフェンスライン》






▼ファントムレイダーズ・ギルドスキル


《蘇そ生せい》《陣形》《祝福》《目利き》《再さい行こう動どう》《限界突破》《偽ぎ装そう情じよう報ほう》《ギルドシンボル》

《高機動部隊》






アンソン：今回攻撃特化……でもないか。《偽装情報》入ってるもんね。

ナーシア：……ピアニィとアルのためです。

ピアニィ：ありがとう、ナーシアさん！

アル：生命の呪符とか、アイテムの補ほ充じゆうは今のうち？

ＧＭ：そうですね。使つかい捨すてアイテムは補充して結構ですよ。

一同：わかりましたー。

ＧＭ：では、オープニングに移うつります。





























ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆ふたつのギルド




　ナーシアとアンソン、ピアニィとアル。

　この二組が目指すべき道は決まった。

　しかし、そのためには突破しなければならない難なん関かんがあった。




ＧＭ：ではオープニング。まず最初に聞きたいことがありまして……。ピアニィとアルをどうやって入国させます？

アンソン：なんせこのふたり、フェリタニアの女王と第一の騎士ですから。偽装しないと大変なことになってしまう。

アル：すぐばれるだろーしな。

ＧＭ：これからグラスウェルズに入国するわけですが、《偽装情報》は使いますか？

アンソン：もちろん。このために《偽装情報》持ってきたんだから。

ナーシア：……私たちが捕つかまえたことにする？

アル：なるほど、捕つかまったことにするのか。

ピアニィ：もう縛しばって縛って（笑）。

アル：大竹さん、自分から捕まるのが好きなのか？？　一巻の時も（笑）。

ＧＭ：《偽装情報》で隠かくす情報は、どういう風にするかはちゃんと決めといてください。

ナーシア：そこが難しいな～。

アンソン：個こ人じん的てきには、存そん在ざいも知られたくない。

アル：俺たちを捕つかまえた扱あつかいにして、そのあと逃にげられちゃったら責任とらされかねない。

アンソン：ピアニィとアルを捕まえてきたと言ったら、ゴーダ伯の決断で即そつ刻こく処しよ刑けいってことになったりする可か能のう性せいもある。

ナーシア：……じゃあ、カテナとゼパとして連れてくれば？

アンソン：できるわけないだろ!?　モロばれだろっ!!（笑）

ピアニィ：すると、あたしがカテナさんで……。

アル：俺、ゼパ様かよ!?（一同爆笑）

ＧＭ：まあ、それはオッケーですよ（笑）。カテナとゼパとして連れていくのは《偽装情報》の効果のうちとなるので。

アンソン：それで、ピアニィは殺しましたっていうのが一番いいのかなぁ。

ナーシア：ピアニィは殺してきましたって報告するのは大だい丈じよう夫ぶですか？

ＧＭ：そっちの情報は《偽装情報》に入りません。なぜなら隠す情報がふたつになりますから。

ナーシア：そっか。

アル：ピアニィを殺したというのは、言いい張はってるだけってことになるのか（笑）。

ＧＭ：言い張るのは自由ですよ。疑われそうな状況になったら、判定で決めます。

ナーシア：……証しよう拠こは？　とか聞かれたらどうしよう。

アンソン：そこは、ピアニィが身につけていたピアニィっぽいものを証拠として出すとか。

ピアニィ：ピアニィっぽいもの？

アル：ヤンヤンとか？（笑）

ピアニィ：ちょ!?　ヤンヤン渡わたせないですよ（笑）。【ＭＰ】が……。

アンソン：大切なのはそこか（笑）。

ＧＭ：まあ、服の切きれ端はしとか宝ほう飾しよく品ひんとかでしょう、普ふ通つう。

ナーシア：あとは、髪かみの毛けとか？

ＧＭ：ピアニィがいいっていうんなら。髪の毛のひと房ふさ、これくらい。

ピアニィ：なんか、いいものないかな……。




　キャラクターシートを隅すみ々ずみまで調べる大竹さん。なにかに気づいたようです。




ピアニィ：そうだ！

一同：？

ピアニィ：お父様から渡わたされたペンダントがあるよ。

ＧＭ：……第一話でもらったやつだっけ？

アル：忘わすれてた（笑）。




　読者のみなさんは覚えていらっしゃるだろうか？　本シリーズ第一巻の第一話、ピアニィのオープニングシーンで、ピアニィの父オーギュスト王がピアニィに手て渡わたしたペンダントである。「ルビーかなにか、真っ赤な宝ほう石せきのはめ込こまれたペンダント」と記き述じゆつされている。

　オーギュスト王が「かつてお前の母に贈おくったもの」と言っているので、ピアニィにとっては、母の形見ともいうべき品物である。




ＧＭ：（リプレイ第一巻を調べながら）確かに、国王が渡したものだから、ピアニィの身元を証しよう明めいするでしょうなぁ。レイウォールの紋もん章しようとかついてそう。ね、菊池さん？

アンソン：そうだねぇ……まぁ、いいんじゃないかな……。

ピアニィ：じゃあ、「これが一番信用してもらえるはずですから」と、ナーシアにルビーのペンダントを渡します。

ナーシア：……これは、大切なものではないの？

ピアニィ：大切ですよ（にっこり）。お母さんの形見みたいなものです。

ＧＭ：見るからに価か値ちはありそうですな。いかにもレイウォール王家の人間が持ってそうな。

ナーシア：……どうして私のために、こんな大切なものを？

ピアニィ：それは――、

ナーシア：……なぜ？

ピアニィ：ナーシアさんを信用しているからです。

ナーシア：……私はあなたを殺そうとしたのに。

ピアニィ：それは任務が……弟さんのことがあったからでしょう？

ナーシア：えっと、ちょっとびっくりして……、黙だまり込こみます。




　ピアニィが渡したのは、母の形見のペンダント。

　この世にいなくなった肉親の、大切な思い出が詰つまったもののはず。それを、他人であるはずのロッシュを助けるためだからと、ナーシアに託たくす。

　ナーシアの心に宿ったのは、戸と惑まどいだけではなかった―――。




ナーシア：……ありがとう。私はペンダントを受け取って言います。

ピアニィ：にこにこ笑って、ナーシアの手を握にぎります。

ナーシア：……これ、ロッシュを取り返したら必ず返すから。

ピアニィ：ナー……、あ、そうだ……。

ナーシア：？

ピアニィ：お互たがいなんて呼よべばいいかな？

ナーシア：……えっと、ピアニィ陛へい下か？

ピアニィ：あたしのことは、ピアニィでいいです。ナーシアさん。

ナーシア：……じゃあ、私のこともナーシアって呼よんで。

ピアニィ：にゅゎー……しあ？（一同爆笑）

アンソン：なんで普通に呼よべないのか。

ナーシア：そこ、ちょっと萌もえを入れたんですね（笑）。

ピアニィ：恥はずかしいー！

ナーシア：……私も「ぴあ……にぃ……」って言います。お互たがいに照れながら名前で呼よび合う（笑）。

アンソン：それを微ほほ笑えましい目で見て、アルに向かって「アンソンでいいぞ」って（爆笑）。

アル：最初から〝さん〟づけをするつもりがなかった俺（爆笑）。

ナーシア：そこはとっくに友達なんでしょ？（笑）

アンソン：そうそう、大親友だから（笑）。

アル：アンソンって名門のくせにフランクすぎですよっ（笑）。

ナーシア：歌って、踊れて、漫才が得意だから（笑）。

アンソン：そう、漫才ならまかせろ！　じゃねぇぇぇぇ!!（一同爆笑）




　ピアニィとアルは、カテナとゼパ―――ファントムレイダーズの一員として、ナーシアとアンソンとともにファリストル城へ帰き還かんした。




アンソン：というわけで、ピアニィ女王は死に、君たちはカテナとゼパとなった。

ピアニィ＆アル：はーい。

ＧＭ：先に言っておきますが、カテナとゼパを知っている人に会ったり、逆にピアニィとアルの顔を知っている人に会ったりして、不ふ審しんに思われると判定が発生します。

アル：はい。

ＧＭ：その場合でも、向こうが難なん易い度ど22の判定に成功する必要があるので、それなりにレベルが高く【感知】が高くないとダメですが。

アル：ＧＬ＋12が《偽装情報》を見み破やぶる難易度になるんでしたよね。

アンソン：いやあ、僕は笑いこらえるのに必死ですよ。ゼパとカテナと呼びながら（笑）。
















ピアニィ：あたしは、ちっちゃいカテナになって（笑）。

ＧＭ：尖とがったエルダナーンの耳とかつける。

ピアニィ：つけ耳と……あと胸むねが（笑）。……胸を《偽装情報》ですよ！（笑）

一同：胸を!?（爆笑）

ピアニィ：重要な《偽装情報》ですよ!?

ナーシア：ダメだよ!?　胸を《偽装情報》したら、せっかくの変へん装そうの効果がなくなっちゃうよ！　偽装できる情報はひとつだけなんだし（一同爆笑）。

ピアニィ：そうかー（悲しい顔）。

ＧＭ：はいはい、ＧＭ判はん断だんで、カテナに変装したことに胸も含ふくめることにしましょう（笑）。

アル：お、俺どうやって変装しよう（笑）。

アンソン：どう見ても、こっちの方が不自然だって（笑）。

アル：武器とか防具とかも全然ちがうし（笑）。

アンソン：とりあえず鎧に〝愛〟って書いておけば？（笑）

アル：検問を通っていくときに、「ご苦労じゃった」って言うか（笑）。

ＧＭ：ゼパとカテナはあまり顔を知られていないので、それほど問題にはなりません（笑）。そんなこんなでグラスウェルズに無事に入国ししました。長くなったので、いったんシーンを切りましょう。







◆Opening 02◆ファリストル城




　ファントムレイダーズの基き地ち――ファリストル城。

　ナーシアとアンソンの手引きで、

　ピアニィとアルはその秘ひ密みつ基地までやってきた。




ＧＭ：そして、場所はファリストル城の地下です。ミネアがお茶とか出してくれます。
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アンソン：ああ、懐なつかしのファリストル城。

ナーシア：さっ、入って。

アル：これが、ファントムレイダーズに盗ぬすまれたという城か……と感心しつつ。

ＧＭ：地上をホテルとして営えい業ぎようしています。そこの主人がエクスマキナの少女ミネアです。

ピアニィ：はい、お茶をありがとう。




　ファリストル城は、『ブレイク①』に登場する城の形けい状じようをした巨きよ大だいなエクスマキナである。色々あって、ファントムレイダーズのギルドメンバーとなり、現在はギルドハウスとして利用されている。ミネアは、ファリストル城と意い識しきを共有するエクスマキナの少女で、表向きはファリストル城の女主人である。




ＧＭ：地下中央の元もと武ぶ器き庫こだった広い部屋に、いつもきれいなお姉さんが映うつってる不思議な鏡があります。ふたりを連れてくると、その女性が「今回は客人を連れてきたのか。ようこそファリストル城へ」という感じで挨あい拶さつします。

ピアニィ：確か、この鏡の中のお姉さんこの城の本体なんですよね。

ＧＭ：はい、そうです。レディ・キャッスルと呼ばれたりもします。
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アンソン：僕たちのギルドメンバーだ。城を飛ばした時以来の。

ピアニィ：あたしは戸惑いながらも挨拶します。こ、こんにちはー。

ＧＭ：ファリストル城のある街ルコーンは、国境近くにあります。

ピアニィ：（地図を指さし）今あたしたちこの辺ってことですか？

ＧＭ：はい、《偽装情報》を使って国こつ境きよう線せんは越こえました。もともとファリストル城があった峠とうげに関所を設もうけてそこに守しゆ備び隊たいがいます。

アンソン：国境だからなぁ。ファリストル城が移動したんで、かなり不安定だけど。

ＧＭ：街には撤てつ退たいしてきたグラスウェルズ軍がまだいます。緊きん張ちようは解とけないですが、停戦命令が出ているのですぐに戦争しそうな気配はありません。

ピアニィ：うわっ、すごいビクビクでコワコワですね。

アル：敵てき軍ぐんのど真ん中にいる、と。で、これからどうする気だ？

ピアニィ：まずは、ロッシュさんを助けないと。

ＧＭ：ロッシュは、ベルクシーレの王宮にいると思われます。

アンソン：ロッシュは、フィリップ王の側にお仕えしている。
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ＧＭ：国王付きの従じゆ者うしやですね。

アル：王都にいるのか。そこへ向かうのは確定だな。

ＧＭ：ファリストルからベルクシーレまでは、治安はよいので、みなさんがなにか特別なことをしなければ判定とかはないです。

ピアニィ：おお。

アンソン：新しん興こう国家のフェリタニアとはずいぶん違うだろう。ちょっと自じ慢まんげに言う。

アル：で、どうするんだ？

ＧＭ：予想してるとは思いますが、ロッシュを国外に連れ出す方法はふたつあります。ひとつは強ごう奪だつ。

アル：拉ら致ちするってことか。

アンソン：今、ロッシュは王宮の一番深いところに王様と一緒にいるんだ。それを強奪するなんてことは……、ちょっと難しいな。

ピアニィ：……なら、説得です！

ＧＭ：まぁ、正せい解かいですかね（笑）。もうひとつの方法は、ロッシュの後見人であるゴーダ伯に、ロッシュの出国に同意をしてもらうことです。

アンソン：ロッシュを保ほ護ごしているゴーダ伯という、大変顔つきの悪いおじさんがいてね。まぁ、僕とナーシアの直ちよく接せつの上司でもあるわけなんだが……。

ピアニィ：じゃあ、そのゴーダ伯を説得しましょう！

一同：ゴーダ伯を!?

アンソン：……そうかー、ゴーダ伯を説得するのかー。すごい嫌いやだなー、僕（笑）。

アル：てか、説得できるのか？

ナーシア：……説得できる相手ではない。

ピアニィ：そんなに怖こわい人？

アンソン：「ピアニィを殺せ」って僕たちに命令した人（笑）。

ピアニィ：うっ。

アンソン：無理だろうなって、げんなりした顔して言うよ。

ピアニィ：じゃあ、ゴーダ伯の弱みを握る？

アル：すぐにそういう案が出てくる!?（爆笑）

ナーシア：……この女王は、危険だ（笑）。

アル：……仕つかえる主あるじ、間ま違ちがえたかな？

アンソン：しかし、ゴーダ伯に弱みなんてあるのかな……。

アル：説得ができないんだとすると、もうひとつの手しゆ段だんを取るしかないが。

アンソン：おっと、我わが国くにで派は手でに暴あばれるなよ？　全員お尋たずね者ものになるからな（笑）。

アル：俺たちは、どうせ最初からお尋ね者だからなぁ。

アンソン：いい根こん性じようしてるじゃないか。へたをすれば、戻れないぞ？

アル：それを心配するならここまで来ねえよ。大体あんたこそいいのか？　こんなことして。

アンソン：……自分の存在意い義ぎに関しては、大変迷まようところはあるが（笑）。

アル：ハンドアウトからも、君も色々あって大変だなって言われてるもんな（笑）。

アンソン：そうなんだよ。ナーシアを解放したいって気持ちだけは確たしかなんだ。

ＧＭ：ハンドアウトに書いてあるしね。

アンソン：そこしか書いてないんだよ!?（笑）

ＧＭ：シナリオが進むと、フェリタニアの人たちにも、おいおいアンソンが置かれた複雑な状況がわかるようになると思います（笑）。

アル：ともかく、俺の目からアンソンたちがやってることは反はん逆ぎやくにしか見えないな。

ピアニィ：よっぽどナーシアさんが好きなんだなって感じに見える（笑）。

アンソン：ちげーよ！

ナーシア：……そうそう、違う。

ピアニィ：ほーら、仲いいじゃないですかー（笑）。

アル：説得も難しい、強きよう硬こう手段も取りづらいのか。打つ手なしだな（笑）。

アンソン：しかし、まだ希望はある。

アル：希望？

アンソン：我われ々われは、決して任務に失敗したわけではない。あくまでも、君たちがバルムンクであるという濡ぬれ衣ぎぬを晴らすために、ゴーダ伯に面会するというのはおかしいことじゃない。

アル：ふむ。

アンソン：そう、失敗じゃない！　悪いのはバルムンク……、失敗じゃない……（ブツブツ）。

アル：なんか、菊池さん、悲壮感が漂ってません？（笑）

アンソン：（ＧＭを指し）だって、この人を言い負かさないといけないんだよっ！（笑）

ＧＭ：愛があればなんとかなりますよ（笑）。

アル：それ、俺のセリフ（笑）。……ゼパだから（一同爆笑）。

アンソン：（自分に言い聞かせるように）よしっ、ゴーダ伯と交こう渉しようしよう！

アル：……だが、それで本当にいいのか？

一同：は？

アル：その中に、ロッシュがどうしたいかという視点は、一切ないが。

ピアニィ：あっ、そうか。ロッシュさんはどうしたいんだろう？

ナーシア：……私は、ロッシュが幸せであればいい。

アル：しかし、ロッシュはナーシアが姉だということを知らないんだったよな？

ナーシア：……教えていないから。

アル：それじゃ、外に連れ出そうとしても、うんと言わないんじゃ？

ナーシア：……。

ピアニィ：それも、ロッシュさんに会って確たしかめましょう！

アンソン：（アルを見て）……あんたんとこの女王様は、何も考えずに、方ほう策さくもないのにこんなことを言い出すのか？

アル：ああ、よくあることだ。

ＧＭ：決断できることこそが王には必要な資し質しつなのです。そして不ふ屈くつの闘とう志しでその決断をやり抜ぬくことも。……方策は臣下の者が考えればよいのです（笑）。

アル：って、うちの軍ぐん師しがいつも言ってる（一同爆笑）。

アンソン：うーん、アンソンとしては新しん鮮せんな驚おどろきだな（笑）。

アル：このままだと、結論は出ないよな。ベルクシーレの状況もわからないし。

ピアニィ：そうですよね。まず、ベルクシーレまで行ってみましょう。

アル：ああ、そうだな。ここでうだうだ言っていても仕方がない。

ナーシア：……そうね。

アンソン：いざ、ベルクシーレへ！　だな。

ＧＭ：では、確かつ固こたる解かい決けつ方法は見えないまま王都に向かうところで、シーンは終了です。











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆幼おさなき日の思い出




　アルとナーシアは、幼き日に同じ師しから剣けんを学んだ仲間である。

　王都ベルクシーレに向かう途と中ちゆう、師し匠しようテオドールの元で修しゆ行ぎようした場所を通ることになる。

　アルとナーシア、ふたりの胸むねに同じ時を過すごした過か去こが去きよ来らいする。




ＧＭ：このシーンは、ナーシアとアルが登場するシーンです。あとのふたりは好きなタイミングで出ていいです。

一同：はーい。

ＧＭ：王都ベルクシーレに向かう途中、ふたりが幼おさない頃ころに修行をした場所の近くに立たち寄よったところです。

アル：テオドールの弟子として、ナーシアと一いつ緒しよに修行していた時代の場所か。

ＧＭ：はい。せっかくなんでそういうシーンを入れようと思いまして（笑）。

ナーシア：どんな場所？

ＧＭ：街道からちょっと離はなれた場所にある炭焼き小屋です。近くに林があり、その木の枝えだには木の棒ぼうが吊つるされていて、それを突ついたり払はらったり……。

アル：俺おれとナーシアは、ここで修行していた。

ナーシア：どれくらいぶりに来たんですか？

ＧＭ：一〇年ぶりくらいでしょうね。ナーシアは、七～八歳さいの頃かな。両親が死んでゴーダ伯はくの許もとに引き取られたのち、テオドールという剣けん術じゆつの達人がいるので、ゴーダ伯が口を利いてくれて弟子に入った、という感じでどうでしょう？
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ナーシア：はい。

アル：そのときテオドールに子こ供どもがひとりくっついてて、それが俺。

アンソン：アルがやっと弟子になって、がんばり始めたところか。

ＧＭ：修行は楽ではなかったけど、ナーシアには同年代の友達とか他にはいないんで、いい思い出ではあるんじゃないですかね？

ナーシア：それじゃ、自分の身長を刻きざんだ木とかを見つけて懐なつかしもう。

ＧＭ：ああ、なるほど。大きくなるたびに身長を刻んでいった木があるんですね。

ナーシア：……ねえアル、憶おぼえてる？

アル：ああ、この木か。まだ残ってるなんて思ってなかったなあ……。

ナーシア：……ここに、あなたの名前が書いてある。これがあなたの身長ね。

アル：ああ、そうだな。

ナーシア：ちなみに、私わたしとアルって小さい時はどっちが強かったんですかね？

アル：きっと、俺はナーシアにかなわなかったんじゃないかな？　ナーシアには強くならなくちゃいけない理由があったし。

ＧＭ：ナーシアは家族も失って、ロッシュを守るために必死だったわけですからね。

アル：じゃあ、そういうことで。

ナーシア：……あの頃は、あなたは私に勝てなかった。

アル：お前は、なんか必死だったからな。その理由がようやくわかったよ。

ＧＭ：テオドールが、ナーシアに「お前はそんなに身体もデカくないから、小さい剣にしろ」とか言って短たん剣けんになるんですよ。で、アルは長ちよう剣けんを二刀流、ナーシアには短剣二刀流。

ナーシア：ちなみに、師匠は今どこに？

ＧＭ：死にました。小説にしか出てこないんですが。そのことは、ナーシアも知っています。

ナーシア：あ、そうだっけ。じゃあもういないんだ。

ＧＭ：その事じ件けんの[image: ]てん末まつについては、小説の三巻かんで書かれる予定です。お楽しみに（笑）。

アル：俺も、ようやく二刀流をまともに使えるようになった。そして初めてお前に勝てた。

ナーシア：……次はわからないわよ？（笑）

アル：苦笑いをして……二度とやりたくなんかないよ。

ピアニィ：な、なんか……、いい雰囲気……。

ＧＭ：（アンソンとピアニィに）登場します？

アンソン：ピアニィはふたりの仲むつまじい光景を見て、少し寂さびしくなる演出しないと（笑）。

ピアニィ：よし、じゃあそこに明るく登場しましょう。ア……。

アンソン：僕は出て行こうとするピアニィを止め「今だけは、ふたりにしておいてあげよう」と言おう。

一同：こらっ!!（爆笑）

アル：なんだそのマッチポンプは!?（笑）

ＧＭ：けしかけといて、速そつ攻こう止めるとか……（笑）。

アンソン：とりあえず、ふたりにしておいてやろうや。

ピアニィ：……わ、わかりました

アンソン：「あんな顔してるナーシアを見るのは初めてだ」とか言おうかな。

ピアニィ：ああ、それはいいですね！

アンソン：……待てよ？　それだと僕も嫉しつ妬としてるみたいじゃないですか!?（笑）

ピアニィ：アンソンさんはナーシアが大好きじゃないんですか？

アンソン：違ちがうよ！

ナーシア：（怖こわい声で）違うの!?

アンソン：えーっと、えーっと、心配してるんだよ！　ハンドアウトに書いてあるし。

ナーシア：まぁ、いいでしょう（笑）。

ピアニィ：ナーシアはツンデレですねっ！

アンソン：全然デレてないよっ！　ツンツンだって!!（爆笑）

ＧＭ：はいはい、続きは『ブレイク』シリーズの続ぞつ刊かんで（笑）。今日は無印なので焦しよう点てんをそっちに移うつしましょう。はいピアニィさん、今のお気持ちをどうぞ。

ピアニィ：えーっ（笑）。

ナーシア：そこでピアニィも「あんな顔をしてるアルも初めて見る……」とか（笑）。

ピアニィ：いや、アルはいつも優やさしいから！　怖いけど……。

アンソン：なにを言っているんだ君は。ちょっと、落ち着きたまえ（笑）。

ピアニィ：いや、その、あの、アルは……アルは……（おろおろ）。

ナーシア：私はそっちには気づかず、アルとの思い出にちょっと浸ひたってます（笑）。

アル：じゃ俺も気づかない。師匠のことを思い出してる（笑）。

ピアニィ：あーっ、やっぱり声かけづらいじゃないですか！

アンソン：僕たちは、それぞれ複ふく雑ざつな思いで見守っている、と。

ＧＭ：はい、ではそんな感じで、シーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle 02◆王都到とう着ちやく




　グラスウェルズ王国王都ベルクシーレ。

　多重の城じよう壁へきが階かい段だん状じように立たち並ならび、その頂ちよう上じようには王おう城じようがある。

　ファントムレイダーズの面々にとっては、見み慣なれた光景である。
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ＧＭ：では、王都ベルクシーレに着きます。みなさん全員登場となります。

アンソン：おお、我わが都ベルクシーレ。

ＧＭ：旅の間は《偽ぎ装そう情じよう報ほう》のおかげで、見み咎とがめられることもありません。また、グラスウェルズ国内は戦争の後でも治安は悪くありません。メルトランドよりだいぶマシです。

アンソン：そりゃそうだ。

アル：この街は、すごい形してるんじゃなかったっけ？

ＧＭ：かなり遠くからベルクシーレの城しろは見えます。

アル：階段状になってるんでしたっけ？

ＧＭ：山の斜しや面めんに段だん々だんと建てられている巨きよ大だいな砦とりでのような城。そしてその周りに広がるとても大きな街。バーランドみたいな小さな町とは、もう全然比くらべものにはなりません。

ピアニィ：レイウォールの王都は？

ＧＭ：そうですね。レイウォール王国の王都ノルドグラムも確かに大きな街です。ベルクシーレとノルドグラムのふたつが、この大陸でもっとも繁はん栄えいした街と言えるでしょう。

アル：でもインパクトはこっちの方がありますよね。

ピアニィ：あたし、初めて来たんですよね？

ＧＭ：たぶんそうです。ピアニィは初めてでしょう。

アンソン：ちなみに国王陛へい下かやロッシュなんかは、かなり上の方にいる。そこまでは普ふ通つうは入れない。

ＧＭ：城壁の外にも街が広がり、家が建ってて人が住んでいます。道の両側には広場があって市場が立っていたり、屋台が並ならんでいたり、色々な人種もいて文化的にも多様です。秋葉原でドネルケバブが食えるみたいな（一同爆笑）。

アンソン：そこなの!?（笑）

ＧＭ：グラスウェルズは周囲の地ち域いきを併へい合ごうして大きくなってきた国ですから、異い種しゆ族ぞくや異い文ぶん化かに対して比ひ較かく的てき寛かん容ようで、多た様よう性せいにあふれています。エクス＝マキナやドラゴネットなどのレアな種族も普通にいます。

ピアニィ：なるほどー。

ＧＭ：そういう国の王都ですから、人も物も集まる。逆ぎやくに故こき郷ようにいられなくなっちゃったような奴やつも集まってきますから、裏うら通どおりはヤバイ雰ふん囲い気きになるんですが（笑）。そういうのも含ふくめて、自由で豊ゆたかで雑ざつ然ぜんとした感じ。

ピアニィ：「バーランドとは大おお違ちがいです」とつぶやいて、キョロキョロしてます。

ＧＭ：バーランドはもともと保ほ養よう地ちですから。賑にぎやかな都会じゃないですね。

アンソン：風景はそんな感じなんですね。じゃあ、ちょっと自じ慢まんしていいですか？（笑）

ＧＭ：はい、どうぞどうぞ（笑）。

アンソン：どうですか、この我が都ベルクシーレは！

ピアニィ：……立りつ派ぱですねえ。

アンソン：目をつけるところは、そこだけじゃないと思いますよ。

ピアニィ：どこですか？

アンソン：国こく際さい色しよく豊ゆたかじゃないですか。

ピアニィ：ケバブとか？

アンソン：この色とりどりの文化を見たまえ。

アル：お好み焼きとか、まんじゅうとか（笑）。

ピアニィ：レイウォールでも食べたことがないものがいっぱいありますね♪

アンソン：つまり、これがグラスウェルズという国なのですよ。

ピアニィ：おいしそうな国ですね（笑）。

アンソン：……まあ、食べ物のことはちょっと置いておいて。ピアニィって、みんな仲良く世界中に平和を、って言ってるわけでしょう？

ピアニィ：言っています。

アンソン：このベルクシーレこそ、それを体たい現げんした街である。そうは思いませんか？

ピアニィ：あー、確かに。

ＧＭ：いろんな国の人や、いろんな種族の人たちがみんなこうして住んでいる、っていう。

ピアニィ：仲良く平和ですね。

アンソン：いろんな人々がこの王都に集まって、ここで豊ゆたかに暮くらしている。見てください、みんなの笑顔を。

ナーシア：……生き生きとしている。

アンソン：そうです！

ＧＭ：非ひ常じように活気はある感じはしますね。

ピアニィ：あたし、もっとひどいとこだと思ってました（笑）。

アンソン：あー……僕たちは悪者だったからね。まあ、この国の風景をあなたに見てほしかった、あなたをここにお連れしたのもその理由のひとつだと。

ナーシア：……後付け後付け。

アンソン：いいじゃないですか（笑）。とにかく、ここにあなたの理想のひとつがあるとは考えてはもらえませんかね？。

ピアニィ：なるほど。

アンソン：じゃあ、その辺の屋台でいろいろ買ってくるよ！　グラスウェルズの特とく製せいラーメンだ。食べたことないだろう？（爆笑）

アル：どんどんグラスウェルズが意味のわからない国になるなあと思いながら、ズルズル食います。まんじゅうもお好み焼きも。

ＧＭ：お客さん、ひとつで十分ですよー（笑）。

アル：ガツガツ食うのじゃ～！　ほら、俺はゼパだから（爆笑）。

ＧＭ：――さて、これからどうしますか？　ベルクシーレに入ってきたわけですが。

アンソン：僕は、ゴーダ伯のところに報ほう告こくに行かなきゃいけないんですよ。でも、このふたりを連れていくわけにはいかないんですが、どうしたらいいかな？

ナーシア：カテナとゼパだって言いい張はるのは、ゴーダ伯にはちょっと無理（笑）。

ＧＭ：ふたりをどこかに置いておきます？

アル：その方がいいかな。でも、待機場所をどこにしよう？




　ここでしばらくアルとピアニィが身を隠かくす場所について相談する。結けつ論ろんは、市街地の宿屋に部屋を取ることになった。知り合いのいる場所に連れていくより、《偽装情報》が暴あばかれにくいと考えたからである。




アル：じゃあ、宿を見つけてピアニィと一緒に入ろう。

ナーシア：……私たちは、外で待っている。

ＧＭ：そうすると、宿の主人が――ネヴァーフの親父にしようかな、ニコニコ笑いながら「お若わかいおふたりですなあ、ご旅行ですかな？　ベルクシーレにようこそー」と迎むかえてくれます。

ピアニィ：え!?　いえ、あたしたちは……。

ナーシア：……違いますとは、言わない方がいいと思う。

ピアニィ：あああ、そっか（笑）。怪しまれちゃいますものね。

ＧＭ：「新しん婚こんさんでいらっしゃいますか？」

ピアニィ：でも、違いますって言いたくなっちゃう！（笑）

ＧＭ：「……はぁ、そうなんでございますか」と何か別の事じ情じようを察したらしいです（爆笑）。

ナーシア：大だい丈じよう夫ぶですよ、誰だれにも言いませんからみたいな（一同爆笑）。

ピアニィ：いやっ、違うんですっ！（笑）

アル：旅をしてるぐらいに思っておいてくれ。こりゃ何言ってもダメだな。

ナーシア：……じゃ、私たちは報告に行きますから。

ピアニィ：あたしたちは何をすればいいですか？

アル：とりあえず連れん絡らく待ちだな。この街で俺たちにできることは、ほぼない。

アンソン：こっちが少し情報を集めてくるよ。

ナーシア：アル、変な気を起こしちゃダメよ？　……と言いたかったが、らしくない気がするのでやめます（と、アンソンの方を見る）。

アンソン：わかったよ！　……アル、変な気を起こすなよ？（爆笑）

アル：起こさねえよ!?

ピアニィ：変な気って？（←笑顔）

アル：気にするなよ!?

ナーシア：……目立たないようにね？

アンソン：君たちの存そん在ざいが露ろ見けんすると大たい層そう面めん倒どうくさいことになる。ここは仲むつまじく、誰からみても旅行中の恋こい人びとなり夫ふう婦ふのように偽装してくれ。

ピアニィ：はいっ。

アル：なんか、先行きが不安だ……。

アンソン：では、僕たちは報告に行こうか（笑）。

ＧＭ：シーンを終了しましょう。







◆Middle 03◆ゴーダ伯は今……




　ナーシア、アンソンはゴーダ伯の元へと向かった。

　ファントムレイダーズがピアニィ女王を殺した、そう報告して出方を見ようとしている。

　だが、事態はそんな予測を超えて動いていた――。




ＧＭ：では、ナーシアとアンソンが報告に訪れるシーンです。

アンソン：では、ゴーダ伯の部屋に向かうわけですね。いつもの執しつ務む室しつ。なんか帰ってきたって感じがする（笑）。しばらく遠出をしてましたからね。

ナーシア：……そうね。

ＧＭ：ふたりが執務室にやってきて、扉とびらをノックすると――、

アンソン：失礼いたします。

ナーシア：……ただいま戻もどりました。

ＧＭ：ノックをすると返事があります。「どうぞ」と言う女じよ性せいの声です。

ナーシア：……女性の声？

アンソン：あれ、ゴーダ伯は？

ＧＭ：ふたりが執務室に入ると、ゴーダ伯がいつも座すわっているデスクがあるんですが、そこには二〇代後半の美しい女性が座っています。長い茶色の髪かみを無む造ぞう作さに垂たらし、吸すい込こまれるような琥こ珀はく色いろの瞳ひとみをしています。クラスを言っちゃうと、フォーキャスターですね。

ナーシア：……美しい女性？

アンソン：部屋、間ま違ちがえたかな？

アル：まあ、そう思いますよねえ。

アンソン：じゃあ一いつ瞬しゆんキョトンとしますよ。

ＧＭ：そうすると向こうの美女はすぐに気がついて、「ファントムレイダーズのおふたりだな？　任にん務む、ご苦労だった」と言います。

ナーシア：……あなたは？

アンソン：あの、ゴーダ伯は？

ＧＭ：その女性は答えます。「そうか、貴き君くんらは知らないのだな」

アンソン：と、言いますと？

ＧＭ：「お初にお目に掛かかる。私はブランドル女伯」

ナーシア：……初めて聞く名前ですか？
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　彼女を知っているか、【知力】で判定をするが、ふたりとも失敗。




ＧＭ：判定に失敗したんで。プレイヤー向けに説明しますね。シナリオ集『ロスベルク島攻こう防ぼう記』に登場するヒロインの婚こん約やく者しやがレスリー・ブランドル。そのお姉さんです。

アンソン：ああ、なるほど！　メアリの！




『アリアンロッド・サガ　シナリオ集　ロスベルク島攻防記』（ゲーム・フィールド刊かん）

　ロスベルク島を巡めぐる紛ふん争そうを扱あつかったキャンペーンシナリオ集。メアリ・クレストは、シナリオに登場するヒロインであり、その婚約者レスリー・ブランドルはグラスウェルズの名門ブランドル伯はく爵しやく家けの出身である。

　シナリオには、ゴーダ伯も登場する。




ＧＭ：彼かの女じよは男兄弟三人を差し置いて、ブランドル伯の名を父から受うけ継ついだ女性です。

アンソン：家か督とくを継ついだのか。優ゆう秀しゆうなんだな。

ＧＭ：グラスウェルズの古い貴き族ぞくなんで、ブランドル家っていうとアンソンは思い出すかもしれない。ただ、経けい済ざい的てきに困こまっていて、ロスベルク島の記き述じゆつによるとゴーダ伯の支し援えんを受けていて、南なん征せいの協力をしていました。

ピアニィ：ふむ。

ＧＭ：彼女もフォーキャスターですから、ゴーダ伯の弟子というか、彼の副官として協力してたんですね。あなた方は秘ひ密みつ部隊なんで、ゴーダ伯以外からは直ちよく接せつ命令を受けることはなかったんですが、戦場ではゴーダ伯に協力するフォーキャスターとして働いていたと。

アンソン：なるほど。ゴーダ伯の部下か。

ナーシア：……それで、ゴーダ伯は？

ＧＭ：彼女はちょっと顔を曇くもらせて「ゴーダ伯は今回のメルトランド侵しん攻こう失敗の責せきを負って、グラスウェルズ王国軍軍師を解かい任にんとなった」と言います。

一同：うそっ!!

ナーシア：ゴーダ伯失しつ脚きやくした!?

アンソン：なんだって!?　ゴーダ伯が、職しよく務むを解とかれたと？

ＧＭ：メルトランド侵攻はゴーダ伯の計画ですからね。その責せき任にんを取った形です。

ナーシア：……今までうまくいっていたのに、何な故ぜ？

アンソン：それは、ピアニィが……（笑）。

ピアニィ：えーっ！　あたしのせいなんですかー（笑）。

アル：まあ、そういうことだよな（笑）。

ＧＭ：彼女は「とりあえず後こう任にんとして、私が軍ぐん師し代行を勤つとめている」と言います。

アンソン：えーと。すると我われ々われの所しよ属ぞくはどのようになるのでしょう？

ＧＭ：ブランドル女伯は、「もちろん、幻げん竜りゆう騎き士し団だんの一小隊であるファントムレイダーズの指し揮き権けんはわたしに移うつる。だから報告はわたしにしてもらうことになるが……ファントムレイダーズは四人だったと聞いているぞ？」

アンソン：はっ、現げん在ざい戦せん傷しようを負い治ち療りよう中であります。

ＧＭ：「なるほど」その件けんは別に不自然なところはないので、ブランドル女伯は疑うたがわない。

アンソン：ほっ。

ＧＭ：ブランドル女伯は、ふたりを確かく認にんすると「あなたがアンソン卿きよう、そちらがナーシアか」と、改めて確認します。

アンソン：はっ、アンソン・マンソンです。

ナーシア：……はい。

ＧＭ：「ところで、貴君らの任務は何だったのだ？」と、彼女は聞いてきます。

アンソン：ゴーダ伯から聞いていないので？

ＧＭ：「ゴーダ伯は、何もかも書面には残さず、すべて頭の中で処しよ理りしていた方だ。なので、引ひき継つぎもうまくいっていない。ファントムレイダーズの任務についても同様だ」

アンソン：なるほど。

ＧＭ：そもそも、ファントムレイダーズへの命令は、記録に残せるものではないので。

アンソン：でしょうね。歴史の裏街道まっしぐらだからなぁ……。

ナーシア：……死して屍しかばね拾うものなし。

アンソン：とりあえず、フィリップ国王暗殺未み遂すいの事件の調ちよう査さと、犯はん人にんの捕ほ縛ばくの任務についておりましたと、ナーシアに目配せしつつ。

ナーシア：……無事に任務を終えました、と答えようかな？

ＧＭ：という目配せですね？（笑）　わかりました、死地をくぐり抜ぬけたあなた方は目配せだけでその程てい度どの会話はできていいと思います。

アンソン：じゃあ、国王陛下暗殺未遂事件の犯人を追っていましたと答えよう。

ＧＭ：「国王陛下暗殺の依い頼らい人にんはフェリタニア国女王という報告だったが、その真相の究明か……で、どうだったのだ？」

アンソン：言ってしまってもいいかな？　ピアニィがどこにいるかは伏ふせておくとして。

ナーシア：……うん、構かまわないと思う。

アンソン：結論としては、ピアニィ女王陛下は、暗殺の首しゆ謀ぼう者しやではありませんでした。

ＧＭ：「なに？」意外そうな顔をしますが、しばらく考えた後、「……わかった」と答えます。

アンソン：用意したペンダントは、今のところ意味がなくなりますね。

ＧＭ：この人に見せる意味はないですね。ピアニィのことを隠かくしておくなら。

アル：ゴーダ伯がいなくなった時点で、色々プランを変えないとなぁ。

アンソン：ゴーダ伯にどう報告しようか迷まよっていたのが無駄になった（笑）。

ＧＭ：「で、ピアニィ女王が首謀者ではないという情報は確かく実じつか？」

アンソン：自信を持って「確実であります」と答える。

ＧＭ：「信用しよう。ただ、この問題をどう扱あつかうかについては慎しん重ちように検けん討とうせねばならない。くれぐれも秘密が漏もれないように―――言うまでもないか」

アンソン：は。

ナーシア：……ところで、ゴーダ伯はどちらに？

ＧＭ：「自じ宅たく謹きん慎しん……ということになっている」

アル：投獄されたわけじゃない、と。まあ、犯はん罪ざい者しやじゃないしな。

アンソン：単たん純じゆんに任を解かれて、自宅に戻っているんですね。

ピアニィ：ゴーダ伯の家、どんなところなんだろう……。

ＧＭ：ブランドル女伯は言います。「今までのゴーダ伯の功こう績せきから考えれば、これだけのことで解任されるのは理り不ふ尽じんだと言わざるを得ない。……しかし、このグラスウェルズにゴーダ伯の敵てきが多いのもまた事実なのだ」

アル：もしかして、派閥争いかなんかか？

ＧＭ：その通りです。




　グラスウェルズの政情について解説するＧＭ。読者のみなさんは、次のコラムを参照していただきたい。
















ＧＭ：ゴーダ伯に今回の責任を取らせて解任しろと言ったのが旧守派です。

アンソン：でも、失敗の一番の原因はフェリタニアに侵攻したことでしょ？　ゴーダ伯はそれに反対していたんじゃ？

ＧＭ：フェリタニア侵攻を決定をしたのは、レアノール王おう太たい后ごうです。

アンソン：フィリップ王のお母さんか。

アル：事実上、グラスウェルズで一番権けん力りよくを持ってる人だな。

ＧＭ：ただ勘かん違ちがいしないで欲ほしいんですが、レアノールは旧守派ではなく、新興派の旗頭なんです。ゴーダ伯とレアノールは仲いいです。

アンソン：それはそれとして、ピアニィがフィリップを殺そうした、ピアニィを捕とらえろと逆ぎやく上じようしたんだな。その点に関しては、ゴーダ伯は反対してたんですよね。

ＧＭ：反対してたけど、押おし切きられた形です。

アル：そして、フェリタニア侵攻は失敗。

ＧＭ：レアノールに責任とれ、とは誰も言えませんので（笑）。

アンソン：だから、旧守派は今までつけいる隙がなかったゴーダ伯をここぞとばかりに、クビにしろって言ったのか。

ＧＭ：はい、そういう事情です。

ナーシア：じゃあ、ゴーダ伯は全然罪ないじゃないですか。

アル：貴族って連中は、まったく！　と、もしその場にいれば、言ってた（笑）。

ナーシア：……やだ、ゴーダ伯また人気上がっちゃうじゃない（笑）。

アル：うん。ちなみに、俺は個人的にゴーダ伯大好き（笑）。

ＧＭ：ブランドル女伯は付け足します。「ちなみに、今回の責任を取ってリシャール殿どのも幻竜騎士団の団だん長ちようを辞じ任にんすると言っている」
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アンソン：なんだってーっ!?

ＧＭ：まぁそういうことなので、王国軍師代行のブランドル女伯は、フェリタニア問題より先にやらなくてはならないことが山積みなのですよ（笑）。

ナーシア：……ともかく、ゴーダ伯に報告しなくてすんだわけだけど。

アンソン：それはそれとして、ゴーダ伯のことは気になる。「ゴーダ伯にも挨あい拶さつをしておきたいのですが、よろしいですか？」と聞いてみよう。

ＧＭ：「ならば、ご自宅に行かれるがよかろう」

アル：この人にロッシュのことを聞いてもしょうがないな。

ＧＭ：ええ、ロッシュはゴーダ伯が個こ人じん的てきに面めん倒どうを見てるんで。この人は関係ないです。

アル：そして、今の会話からはこの人が敵だか味方だかわかんない（爆笑）。

アンソン：ゴーダ伯を敬けい愛あいしているようだが。

ＧＭ：ブランドル女伯はゴーダ伯更こう迭てつについて、はっきり不満を口にします。

アンソン：新興派？

ＧＭ：そう見えますね。

ピアニイ：アンソンはどっちなの？

ＧＭ：家柄は旧守派、でも新興派の部下です。

ナーシア：……こうもり。

アンソン：好きでそうなったわけじゃないよっ!!

ＧＭ：ともかく、ブランドル女伯はふたりにこう言います。「……貴君らには、これからわたしの命で働いてもらわねばならない。残りの仲間の怪け我がが癒いえたらまた来てくれ。ゆっくり話が聞きたい」

アンソン：では、ふたりの傷きずが癒いえましたらまた来ます。

ＧＭ：「このような事態になったのだ、ゆっくり休めることにはならないと思うが……」

アンソン：「は、重々理解しております」と言って、普通に頭を下げる。

ナーシア：……それでは、失礼いたします。




　ナーシアとアンソンは、一礼すると今はブランドル女伯の執務室となった部屋を後にした。







◆Middle 04◆同じ屋根の下で




　宿屋に残ることとなった、アルとピアニィ。

　ナーシアとアンソンの帰りを待つことになる。




ＧＭ：次のシーンはピアニィ、アル側。……えー、ふたりは宿屋の一室にいます。まだ昼ひる過すぎぐらいでしょう。ですが、外に出るわけにもいかず、部屋には……ふふふ（笑）。

ピアニィ：なんで笑ってるんですかーっ？

アンソン：わかったぞー！

ＧＭ：ダブルベッドがひとつだけあります。そこそこ小こ綺ぎ麗れいな部屋で、こんな部屋に通されたということは、宿屋の主人があなた方をどう思ってるかわかる（笑）。

ピアニィ：普ふ通つうにお茶を淹いれつつ……。

アル：俺おれは、窓まどから外を見てる。




　アルとピアニィ。

　ひとつ屋根の下でふたりっきり。

　気まずい沈ちん黙もくが流れた。
















ＧＭ：そんな沈黙が続いていると、窓に鳩はとが舞まい込こんできます。

ピアニィ：はっ、鳩が！　じゃあ《アニマルエンパシー》で。

ＧＭ：鳩は「手紙を持ってきたよ」と告げます。

ピアニィ：ありがとう！

ＧＭ：中身はナヴァールの手紙で、要するに「ステラ様をお救い申し上げました」という内ない容ようです。ぶっちゃけますが、菊きく池ちさんが第七話でどうなったのかを知っているので、やりやすいようにとの配はい慮りよです（笑）。

アンソン：それはありがたい（笑）。

アル：助けてどうなったんですか？

ＧＭ：「これからフェリタニアにお連れする」と書いてあります。

アル：そうそう、そこが聞きたかったんだ。

ピアニィ：ああ……優秀な戦力が！

アル：まず家族の心配をしないか!?（笑）　戦力はその後で……。

ピアニィ：ああ！　はい！　はい！　そう、データは後でね！（笑）

アル：向こうは向こうでうまくやったってことか。俺は、あの面子を思おもい浮うかべよう。ナヴァール、カテナ……、その他ふたり（笑）。

ピアニィ：じゃあ、今の状じよう況きようとかを日付つきで書いて、ハトさんにもうひと仕事してくださいねって持たせます。

ＧＭ：届とどくのは、数日後でしょう。で、【感知】で判はん定ていしてください。

アル：【感知】？　何かあるのか？

ピアニィ：難なん易い度どは？

ＧＭ：ここでは言いません。達成値によって結果は変わるとだけ。

アル：（ダイスを振ふる）……うわー、全然ダメ。ダイス目が１、２、３。達成値９（爆笑）。

ピアニィ：（ダイスを振る）……あたしは達成値17です。

ＧＭ：17？　なら、ピアニィは、下の階の食堂で言い争っている声が聞こえます。

ピアニィ：言い争っている声？

ＧＭ：「……貴き様さまっ！」「……ダメだっ！」「なにっ！」というような声です。

ピアニィ：アル、下が騒さわがしいですよ？

アル：じゃあ一いつ旦たん、こっちに来ないかどうか警戒するけど……。

ＧＭ：すると、今度は【感知】判定のいらないくらいハッキリ聞こえる声で「うわぁぁぁっ!?」という叫さけび声ごえが聞こえてきます。

アル：それはさすがに駆かけつけよう！　姫さんは残っていろ！

ＧＭ：その前に、アルは血を流した男が宿を飛び出していくのを窓から目もく撃げきします。

アル：何が起こったんだ？

ＧＭ：男はそのまま走っていってしまいます。「仕方がない、あいつは諦あきらめろ」と声がして、追っていたヤツが宿の中に戻もどっていく。逃げた男は「人殺しだーっ！」と叫さけぶ。

アル：手早くピアニィに外の状況を説明しよう。俺は、ちょっと様子を確たしかめてくる。

アンソン：余よ計けいなことに首突つっ込こむな。おまえらバレたら大変なんだからなー（笑）。

ナーシア：そうだそうだー（笑）。

アル：だからといって、この宿屋に訳わけのわからない連中が乗のり込こんできたら大変じゃないか。

ＧＭ：では扉とびらをそっと開けてアルが様子をうかがうと、あちこちにいる旅人や食事に来た客風の連中がいるのですが、ひとりが「仕方がない！　緊きん急きゆう事じ態たいだ！」と叫さけんだ瞬しゆん間かん、全員立ち上がって懐ふところからグラディウスを抜ぬきます。

アンソン：なんだなんだ？

アル：ともかく、見つからないように様子をうかがう。

ピアニィ：アル、気をつけて！

ＧＭ：ひとりがトランクをガバっと開け、部品をガシャコンガシャコンと組み合わせると……アサルトライフルになります。

アル：まずいことになってきた……。

ＧＭ：そのまま何人かが階かい段だんから上がってきて、次々とドンドン、ドンドン、と扉をノックしながらこっちにやってくる。もちろん下が騒さわぎになってるのがわかって、ワー、キャーとか声が聞こえてきて、扉から客が飛び出てきたりします。

アンソン：この宿を占せん拠きよするように見えるな。どんなグループだかは知らないけど。

ピアニィ：ハイジャック？

ＧＭ：そう、宿屋ジャック。

アンソン：強盗？　テロリスト？

ＧＭ：一階の食堂の真ん中に、ひとり血を流して倒たおれているのが見えます。

ピアニィ：うわぁ……。

アル：殺されたのか？

ＧＭ：生きてはいるようですね。で、アサルトライフルを構かまえたヤツが天てん井じように発はつ砲ぽうし、宿の主人に銃じゆう口こうを向けて「お静かに」と言いいます。

ピアニィ：はぁ、ジャックはじめてです。

アル：じゃあ、アンソンの顔を思い出し、何が「治安がいい」だよ、とつぶやく（爆笑）。

ＧＭ：そうこうしているうちに、アルたちの部屋の前にも賊がひとりやってきます。

アル：……どう対たい応おうしよう？

ＧＭ：じゃあもうちょっと説明しましょう。アサルトライフルをバババッと撃うったボスっぽい男がひとり。部下の人数は一〇人以上、男女混こん合ごう、種族もそれなりにバラバラです。

アンソン：我われ々われはナントカ解かい放ほう戦線であーる！　みたいなそんな感じの連中か？

ＧＭ：そうそう。「我々は、ウィンフォード解放戦線である！」

アンソン：マジでそーなの？　えええーっ!?

アル：菊池さん、余計なこと言わないでくださいよ（笑）。

ＧＭ：アサルトライフルを持ったボスが「これより我々の指し示じに従したがってもらう。指示に従したがわぬ場合、関係のない者もひとりづつ殺していくことになる！」

ナーシア：本当にテロリストだ。

ＧＭ：ひとりが隙すきを突ついて扉から外に出ようとしますが、そいつはさっそくアサルトライフルにバババーっと撃うち殺ころされる。

アル：撃った!?　本気だな。

アンソン：「反はん抗こうする者はこのようなことになる」ってやつだね。

ＧＭ：それだけじゃない。「指示に従わない者がいる場合、関係ない者がひとり死ぬことになる。そう予告したはずだ」と言って反対側にいる者に銃口を向け、撃うち殺ころします。

アル：おいぃ！

アンソン：なんて連中だ!?

ＧＭ：宿屋の中がシィーン……と静まり返る。

ピアニィ：こわいよ～。




　なんとかナーシアたちに連れん絡らくをつけたいとあれこれ考えたが、ピアニィたちにその方法はない。おとなしく従って、騒ぎを起こさず様子を見る以外、なすすべはなかった。

　やってきたテロリストに、武器もとりあげられる。




ピアニィ：あたしのロッドが……魔ま術じゆつ判定のダイスが（笑）。

アンソン：心配はそこかよ！（笑）

アル：連絡を取るのはムリだな。ひとり逃げていったから、外に状況は伝わっていると思うが。どのくらいで、アンソンたちの耳に入るかなぁ。

ＧＭ：説明すると、食堂に倒れてる男が彼らを捜そう査さしてたんですよ。そしてお互たがいに正体に気づいてしまい、戦闘になって騒ぎが起きてしまった、と。この宿屋を占せん拠きよすること自体に、意味はないんです。




　宿屋を占拠したテロリストたちは、ウィンフォード解放戦線を名乗る。

　ウィンフォードは、もともとゴルフォードの土地だったものをグラスウェルズが奪うばった。ウィンフォード解放戦線は、ウィンフォードの地をゴルフォードに返せと主しゆ張ちようしている武闘派組そ織しきである。ゴルフォードから支し援えんを受けているという噂うわさもある。




ＧＭ：グラスウェルズの新しい貴族が来て支配者になると、征服された土地にもともといたゴルフォードの貴族たちは、追い出されたりするゃないですか。当然そこで既得権を持ってた人たちはそれを失い、色々と損をするわけです。

ピアニィ：……フェリタニアになるアヴェルシアでも、そんなことがありましたよね。

ＧＭ：そういうことです。簡かん単たんに言うと、今までよそ者と言っていた連中が次々と来て、場合によっては自分たちより偉えらくなったりするわけですよ。

ピアニィ：ふぅ～ん……。

ＧＭ：だから、もともとのウィンフォードというところで既得権を持っていた人たちが、この土地を開放しろと、さまざまな抵てい抗こうをしています。

ピアニィ：なるほど～。

ＧＭ：ただ、巨きよ大だいな組織ではないです。『アルディオン大陸ガイド』に載のるほどではない。

アンソン：でも、厄やつ介かい極まりないと。

ＧＭ：はい、躊ちゆう躇ちよなく人質を殺すくらいには。というわけで、アルとピアニィは下に連れ出されていきます。

アル：じゃあ、他の人質と一緒に言われるままに集められると言うことで。

ＧＭ：ええ、下に集められるんですが、一ヶ所にまとめて集めていないんですよ。人質は、三ヶ所に分けて集められています。

アル：く、訓練されてるなー。

ＧＭ：で、「ここに座すわってろ」と。

ピアニィ：おとなしくしています。

ＧＭ：どうやらふたりの正体はバレてません。

ピアニィ：ああ、よかったです！

アル：それは不幸中の幸いだな。

ＧＭ：真ん中には、ボスと副官らしき人物が座っている。人数は、数えればわかるんでズバリ言いますが二〇人前後です。これが宿屋の中に適てき当とうに配置されています。さらに、扉を閉しめてベッドを立てかけるなどしています。

アル：突とつ入にゆうされないようにか。

ＧＭ：アルのすぐそばには、さっきの怪我人がいたりするわけです。

アル：怪我人は放っておきたくはないなー。

ＧＭ：すると「勝手なことをするな！」とグラディウスを構えたヤツが言いますが、ボスが「好きにさせろ」と治ち療りようを許可します。

アル：なるほど。チラッとボスの方を見てから、ポーションを使いますよ。

ＧＭ：せっかくポーションを使ってくれたので、彼はとりあえず口がきけるようになります。「すまない……必ず、必ず白はく竜りゆう騎き士し団だんが助けに来る。みんな力を落とさないで」と言います。彼もアルとピアニィのことを一般人だと思ってますね。

ピアニィ：ほぇー。

ＧＭ：で、ぱっと見ただけでわかりますが、ボスを含ふくめてみんなザコです（笑）。マトモに戦闘したら、苦労しないで倒せると思います。

アル：そのかわり……。

ピアニィ：目立っちゃいますよね。

ＧＭ：あなたたちの近くにいた、ネヴァーフの宿の女お将かみさんが声を潜ひそめて「とんだことになっちまったね、すまないねぇ」と声を掛かけてくる。

アル：いや、女将さんのせいじゃないさ。騎士団はこういうとき動いてくれるのか？

ＧＭ：「ああ、あいつらにはいつも手を焼いてるからねえ」と女将さんは答えます。ウィンフォード解放戦線は騎士団が取とり締しまっていますから。

アル：なるほど、そういう関係なのか。

ＧＭ：「あたしゃウィンフォード地方の出身なんだけどねえ」と言います。

アル：女将さん、元はゴルフォードの人か。

ＧＭ：「あいつらのやってることは、どうかと思うよ……。そりゃあ確たしかにグラスウェルズに支配されて色々変わったから、適てき応おうできなかった者もいるけども」

アンソン：痛いたい痛い痛い（笑）。

ピアニィ：はぁあ……。

ＧＭ：「あたしも故郷じゃ食えなくなって出てきたクチだからねえ」

ピアニィ：そうだったんですか……。

アル：国は国の都合で動くもんだからな。下のモンまで見てくれねえよ。

ＧＭ：「いや、でもお嬢じようちゃん。グラスウェルズに支配されて、治安もよくなったし、いいことも色々あるんだよ？　そりゃあ、全員が全員幸せになるとは限かぎらないさ」

ピアニィ：そうですね。それはしみじみと感じております。

アル：何はともあれ、様子を見つつ。

ピアニィ：捕つかまったままの状じよう態たいで。

ＧＭ：では、エネミー識別しますか？　敵を観察する時間はありますからね。




　テロリストの戦力は、11レベルのモブが六体、副官は７レベルのフォーキャスター、そして残念ながらボスの識別には失敗した。




ピアニィ：じゃあ、情報をアルにこそこそって、ウィンクで……伝わるのかな？

ＧＭ：いいでしょう（笑）。では、このシーンはこれで終しゆう了りようです。







◆Middle 05◆ゴーダ伯はくの行方




　ブランドル女伯の許を後にしたアンソンとナーシア。

　謹きん慎しんの事情を聞くため、ふたりはゴーダ伯の屋や敷しきへ向かっている。




ＧＭ：さて、ピアニィとアルがこんなことになっているとは露つゆとも知らぬふたり（笑）。

アンソン：知らないのか！（笑）

ＧＭ：ええ、まだ知りません。

アンソン：じゃあ、ゴーダ伯の家に向かっている。

ＧＭ：そういうところですね。ナーシアと一緒に、街を歩いています。

アンソン：グラスウェルズは今日も平和だ！（爆笑）　戦争なんか忘わすれてしまいそうだ！

ＧＭ：ゴーダ伯の家は、王国軍軍師というにしては意外に質しつ素そです。マンソン家の方が大きいんじゃないですかね。代々の家いえ柄がらですし。

アンソン：いやあ、大きくてすみません（笑）。

ＧＭ：それからマンソン家より、ベルクシーレの外周寄よりにあります。新しん興こうですから。

アンソン：おお……。なんかグラスウェルズのあれやこれやが（笑）。

ＧＭ：ゴーダ伯の家に着くと、執しつ事じが出てきます。

アンソン：ゴーダ伯はおられるか？　アンソン・マンソンが来たとお伝えいただきたい。




　しかし、ゴーダ伯は不在だった……。

　残された執事によると、数日前、若い騎士たちに襲撃されて身を隠したようである。ゴーダ伯を糾弾しようと、旧守派の若者たちが血気にはやって実力行使に出たらしい。命の危険を感じたゴーダ伯は、いずこへともなく身を隠したのだ。

　どこへ行ったかわからず、なんの手て掛がかりも残されてはいなかった。




アンソン：……さて、ゴーダ伯の手て掛がかりがぷっつりと途と切ぎれてしまった。執事に、我々はゴーダ伯の直ちよく属ぞくの部下だとは言うが、ファントムレイダーズのことは知らないだろうしなー。

ＧＭ：もちろん、知りません。執事は特別な人物ではないです。ちなみに、ゴーダ伯は独どく身しんで、子こ供どももいません。

アンソン：あんまり家族とかいる感じではなかったしな。

アル：っていうかゴーダ伯、グラスウェルズのことを信用してない気がする。自分だけで全部やろうと思っているから、伝言も書類も残さず全部頭の中、と。

アンソン：まあ、元はグラスウェルズ人ではなかったわけだからな。

アル：そういう意味でも、唯ゆい一いつの友達が前の王様だったんじゃないだろうか？

ピアニィ：友達少ないんだ。

ＧＭ：少ないですね（笑）。

ピアニィ：ちょっとかわいそうな人なんだ……。

アンソン：仕方がない、今日のところは帰ろう。

ＧＭ：で、ゴーダ伯の屋敷を後にしたところで、白竜騎士団の団だん員いんが「急げ！　宿がテロリストに占拠されたぞ！」と駆かけていく様子を見かけます。声をかけてみますか？

アンソン：もちろん。「何があった？」

ＧＭ：騎士が馬を止めて「おお、マンソン家のアンソン殿どのではありませんか」と答える。

アンソン：僕ぼく、超ちよう有ゆう名めいじゃん（笑）。

ナーシア：……家柄はね（笑）。

アンソン：うるさいな！　で、何があった？

ＧＭ：「下町の宿屋が一軒けん、ウィンフォード解放戦線に占拠されたのです」

アンソン：そうか、それは…………下町の宿屋？　何という名前の店かな？

ＧＭ：じゃあ隊長は、宿屋の名前を答えます。アルとピアニィが泊まっている宿です。

アンソン：おお！

アル＆ピアニィ：そわそわ、そわそわ……（笑）。

アンソン：そこ、そわそわしない（笑）。

ＧＭ：「では、我々は急ぐのでっ！」と騎士たちは、宿に向かっていきます。

ナーシア：……向かいましょう。

アンソン：バレるなよ、と思いつつ（笑）。

ナーシア：アルは大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど……（爆笑）。

ピアニィ：ちょっと待って!?　あたしを信じて!?　何もしてないし!!

ナーシア：……急ぎましょう！

アル：ピアニィがやられてるかもという心配より、ピアニィが何をするかわからないという心配をしているようだ（笑）。

アンソン：いかん、テロリストが危あぶない！（爆笑）

ピアニィ：なんでこんなに信用ないのー!?（笑）

ＧＭ：そうだよねえ。着くと宿屋が燃もえてて、あるいは崩くずれ落おちてて（笑）。

ピアニィ：「てへ、殺っちゃいました♪」みたいな……ちょっと待ってー、あたし炎ほのおの魔ま法ほう使えないから！（笑）

アル：否ひ定ていするのはそこか!?（一同爆笑）

ＧＭ：宿は燃もえないが、氷漬づけになる可か能のう性せいは否定しない、と（笑）。

ナーシア：というわけで、急いで向かうことになりましたー。

ＧＭ：では、シーンを終了します。







◆Middle 06◆立たて籠こもり




　宿にテロリストが立たて籠こもってから、しばらく。

　周囲は、すでに駆かけつけた警けい備び部隊に囲まれていた。

　アルとピアニィは、その中にいた。




ＧＭ：さて、ピアニィとアルのシーンです。ナーシアとアンソンはまだ登場できません。どうやら、宿の外は囲まれたっぽいですね。

アル：はあ、なるほど。

ＧＭ：ベルクシーレの警備部隊が、メガホンで。

アンソン：メガホン？（笑）

ＧＭ：「我々はー、ベルクシーレ警けい備び隊たいである！　貴様たちの要求を聞こう！」

ピアニィ：銀行強ごう盗とうを説得しているみたいですね。

ＧＭ：そうそう、そんな感じです。で、副官が窓から身を乗り出して「身代金を五〇万Ｇ出せ！　そうすれば人質を半分解放しよう！」と要求しています。

アンソン：半分かよ。

ＧＭ：「残りの半分は、我々が国こつ境きようまで辿たどり着ついたらだ！」

ピアニィ：お金が目的なのかな。

アル：どっちかというと、時間稼かせぎとか便乗って感じじゃないだろうか？

ナーシア：五〇万Ｇって大金？

アンソン：おおざっぱに言うなら、三億円要求してる感じ。

ＧＭ：身代金の要求は時間稼ぎでしょう。宿の占拠は計画的な行動ではないので、テロリスト自身もあせってる雰囲気がします。

ピアニィ：でも、グラスウェルズも、レイウォールと似にたようなことをやっていたんですね。

ＧＭ：征服された人たちの中には、当然今のシステムに馴な染じめない人はいます。中には、こんな風に道を踏ふみ外はずしてしまって、テロを行なっちゃう人も出てくるわけです。

アンソン：いろんな問題を抱かかえてるってことだなぁ。

ピアニィ：どこでも、こんなことがあるんですね。

アンソン：だから、僕はいろんな国の屋台が出てるのを見て自じ慢まんしようと思ったんだが……一いつ瞬しゆんで問題点まで吹ふき出でてきてしまった（笑）。

ピアニィ：……なんだかいい言葉が出てきませんが。あたしは複ふく雑ざつな気持ちになります。

ＧＭ：さて、外にはアンソンとナーシアが到とう着ちやくしました。ふたりとも登場してください。

アンソン：はい、登場します。

ナーシア：よかった、宿屋はまだ無事だ（爆笑）。

アンソン：まずは、包囲している白竜騎士団の団員に、身分を明かして状況を聞こう。

ＧＭ：アンソンが声をかけると、警備部隊の隊員は、怖おじ気けづいた態たい度どになりますよ。幻竜騎士団には、裏うらの顔もあるっていうことを知っているようです。

アンソン：僕たちのことか（笑）。じゃあ、話を聞けそうな隊長を捜さがそう。

ＧＭ：警備隊の隊長として現げん場ばの指し揮きを執とっているのは、フォーミダブル卿きようという騎士です。
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ピアニィ：あー、もしかしてー、セシルの……おにいさん？
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　セシル・フォーミダブルは『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』に登場する主人公である。彼の実家フォーミダブル家は、グラスウェルズの名門で、騎士の家か系けいとして有名なのだ。ここに登場するのは、彼の兄のひとりである。

『アリアンロッド・サガ・コンチェルト』は、『電撃G's Festival ! COMIC』で絶ぜつ賛さん連れん載さい中のコミックである。ピアニィも登場するよ！




ＧＭ：アンソンはその人物を知っています。フォーミダブル家は、幻竜騎士団にも、何人も戦士を輩はい出しゆつしているくらいの名門です。

アンソン：あのご高名なフォーミダブル家の、って話ですね。

ＧＭ：フォーミダブル卿は、比ひ較かく的てき引ひき締しまった体たい格かくと上品な口ひげをたくわえた騎士です。

アンソン：相変わらず、立りつ派ぱなひげですな。

ＧＭ：すると向こうも「ああ、アンソン卿か。さすがはマンソン家の御ご嫡ちやく子し、幻竜騎士団に入られたか」と挨あい拶さつします。

アンソン：褒ほめられちゃった（笑）。で、中の状況はどうなっているんですか？

ＧＭ：「テロリストの人数は二〇人前後、人質一八人前後ではないかと予想している。うち、何人かは致ち命めい的てきなケガを負っている。負ふ傷しよう者しやがいるのは間ま違ちがいない」

アンソン：先に聞いときますけど……やっちゃっていいんですか？

ＧＭ：テロリストは戦闘で倒たおしてもらって構かまいません。ただし、人質に被害が出るとイヤな気持ちになるでしょうね。

アンソン：ここから先は我々に任まかせてもらって、突入とかいう話にしてもいいのかな？

ＧＭ：構いません。幻竜騎士団は超ちよう法ほう規き的てき組織なので、白竜騎士団から指し揮き権けんを奪っても問題にならないでしょう。

アンソン：では、この場は預あずかると。

ＧＭ：すると、フォーミダブル卿は驚おどろきますよ。「アンソン卿おひとりでか!?」

アンソン：もちろん、仲間は連れてきている。

ナーシア：……でも、ここにはいない。顔を知られたくない。

ＧＭ：「ううむ……わかった。連中は、夕方六時までに身代金を用意しなければ、人質をひとりずつ殺すといってきている」

アンソン：今、何時頃ごろなんですか？

ＧＭ：四時とか、そのくらいです。普通にゲームを進行するのに困こまるほど時間が足りないわけじゃないです。たとえばラウンド制せい限げんはない。

アンソン：そんなに時間はかからない……と言っておこう。

ＧＭ：「では、おまかせする……」

アンソン：中にこっちの状況を伝えたいんですけど。

ナーシア：アニマルメッセンジャー♪




アニマルメッセンジャー

　ナーシアが所持しているアイテム。他のＰＣに手紙を届ける機能を持つ。ナーシアは、飼っている蛇という演出にしている。ちなみに、「Middle04」で、ピアニィが受け取った伝書鳩は、ナヴァールの使用したアニマルメッセンジャーである。




アンソン：アルと男の殴なぐり合あいをした仲の俺としては言っておきたいんですよ。こちらからも突入する。それまでに、中の状況を何とかしろ、と（笑）。

ナーシア：それを、私がアニマルメッセンジャーで伝えるんですね。

アンソン：そうだな、五時の鐘かねが鳴るとともに突入すると伝えてくれ。

ＧＭ：要するに、中と外とで連れん携けいすると。

アンソン：そうそう、その通り。

ＧＭ：テロリストに気づかれずにメッセージを届とどけるには、【感知】の対決をしてもらいます。

アンソン：じゃあ追つい伸しん。この通信によって敵に気づかれるかもしれないが、その場合もお前が何とかしろ（笑）、と伝言を追加する。

ナーシア：……ダメだったら？

アンソン：アルなら何とかしてくれるよ！　戦った僕たちが一番よくわかりますよ！（笑）

アル：なんだ、その……信しん頼らいというより、ただの無茶振ぶりじゃないか（笑）。

ナーシア：じゃあ《ダンシングヒーロー》を使います。ていっ（ダイスを振る）……12＋５で、達成値は19。

ＧＭ：うお、クリティカル以外は無理だ（笑）。（ダイスを振る）……出目はいいんだけど無理。では、見つかることなく無事に蛇へびは届とどきます。メッセージを送ってください。




　蛇は、するすると誰にも気づかれることなく宿屋に潜せん入にゆうし、アルに手紙を渡した。




アンソン：アル、五時の鐘とともに突入する。それまでに状況を制せい御ぎよせよ、と。

アル：……この蛇、ナーシアの蛇か。

ＧＭ：まあ、アルは知っていますね。小説で登場してるし。

アル：では、手紙を確かく認にんするよ。五時、か……。またナーシアのやつ……と。この蛇が持ってきた手紙をアンソンが書いたとは思わないので（笑）。

アンソン：一応周囲の状況も伝えておこう。で、最後にナーシアからの伝言が……。

ナーシア：じゃ、手紙を読んでいくと、最後の一枚にそれが書いてあるということで。

アル：ぺらっとめくると……。

ナーシア：「ガンバレ」（一同爆笑）

アル：手の中でグシャっと握にぎりしめ……。

ナーシア：潰さないでー（爆笑）

アル：蛇じゃないですよ？　手紙だけ（笑）。

アンソン：ああ、それともうひとつ。フォーミダブル卿にひとつお願いが……そのお腰こしの剣と、ダガーかなにかをひと振ふり所望したいのだが。

ＧＭ：目的は何ですか？

アンソン：射しや撃げき攻撃ができる武器があると、《トルネードブラスト》を離れた敵に使えるので。ザコを片付けるのには、たいへん有効（笑）。

ＧＭ：はい。じゃあナイフをくれます。

アンソン：きっと役に立つから、これを持っているんだ（と、ナーシアに渡わたす）。

ナーシア：なるほど、ナイフを受け取りました。

アンソン：それとアルが武装解除されている可能性もある。剣はそのために借りた。

ＧＭ：わかりました。渡してくれます。アルに武器を渡すのは、アンソンがメジャーアクションを使って投げるとかすれば、距きよ離りが離はなれていてもいいことにしましょう。

アンソン：よし、これで準じゆ備んびは整った。

ＧＭ：……ということで、五時の鐘と同時に突っ込む。

アル：じゃあ、ピアニィに手紙が来たことを伝えておこう。

ピアニィ：はい、聞きました。

ナーシア：またウィンクで（笑）。

アル：モールス信号みたいに？

ＧＭ：ふたりは心が通じ合ってますから（笑）。……では、事態の解かい決けつはシーンを変えて行ないます。







◆Middle 07◆突入の鐘




　警備部隊に包囲され、緊きん張ちようが続く宿屋―――。

　時間は過すぎていき、五時を告げる鐘が鳴る。

　アンソンとナーシアの、突入の始まりだ。




ＧＭ：では、まずは宿の外から。五時の鐘が鳴りました。

アンソン：よし、突入するぞ！

ナーシア：……私も！

ＧＭ：中のピアニィとアルも、同時に動くことになりますが、いいですか？

アル：準備はできている。

ピアニィ：はい、あたしもです。

ＧＭ：では扉をバンっ！　と開けたところから戦闘開始です。配置はこの通り。各エンゲージの間は10メートル離れています。
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ＧＭ：武器を持もち替かえたり取り上げられたりしたことによる数すう値ちの変化や、使えなくなる効こう果かなどに注意してください。特に、アルとピアニィ。

ピアニィ：そっか、あたしロッドを取られちゃったんだ。

ＧＭ：一応、向こうは襲しゆう撃げきされることも警戒してるんで、不意打ちにはなりません。

アル：了解です。

ＧＭ：アンソンとナーシアが扉を破やぶって中に入る。するとテロリストたちは、「むっ、来たか！」と戦闘態たい勢せいを取り始めます。彼らは、武器をすぐ構かまえられるような体たい勢せいで休きゆう憩けいをしていたので、すぐに対応します。

アンソン：なんて訓練されたテロリストたちだ！

ＧＭ：命をかけて王都にテロを仕し掛かけようとしてきたので、レベルは低いがそれなりに訓練も積んでるし、必死なのです。

アンソン：人質って、攻こう撃げきされる対象に入ってます？

ＧＭ：先ほど言った通り、敵が何か一回行動するごとに人質がひとり死にます。

アル：それよりこれを聞いた方がいい。人質は《カバーリング》できますか？

ＧＭ：できます。《プロテクション》などもかけることができます。１点でもダメージが行くと、人質が死ぬものとします。

アンソン：《カバーリング》三枚の実力を見せてやろう！（笑）

ＧＭ：それでは戦闘開始です！




「《陣じん形けい》使います！」

「ひとり一回《トルネードブラスト》を使い、とにかく人質を殺される前に倒すしかない」

「ナイフを投げて《トルネードブラスト》を飛ばします」

「き、貴様たち……一体、何者……」

「ファント……と、ここは言わなくてもいいか（笑）」

「素手で《トルネードブラスト》。手刀で薙なぎ倒たおす」

「うわぁぁぁぁ」

「アル！　これを使え！　シュルルルッ、ドン！」

「もう、必要ない（一同爆笑）」

「こっ、コイツら強ぇ……！」

「いいですか？　やっちゃいますよ？」

「ぎゃぁぁぁぁぁぁっぁぁぁっぁ」

「ふ、《フロストプリズム》……だと!?」

「人質を《カバーリング》しまーす」

「アンソンひどいー。私への《プロテクション》は、ダイス目がすごく低いー（笑）」

「いや、いつも低いんだよ……」

「おたがい……、たいへんだな……（笑）」

　決して強い敵ではなかったが、ひとつ間ま違ちがえば人質に被害が出るのは避さけられない。しかし、即そく席せきのパーティにしては息のあった四人の行動だった。

　戦闘は２ラウンドかからずに終了した。




ＧＭ：見事です！　被害を出さずに制せい圧あつしました。

アンソン：《ヒール》だけはかけておこう。

ＧＭ：はい、どうぞ。いいですよ。

アンソン：テロリストはまだ生きてますか？

ＧＭ：ルール通り、戦闘不ふ能のうです。

アル：ケガした人は大だい丈じよう夫ぶ？

ＧＭ：ポーション使ったんで生きて助かることにします。

ピアニィ：やったー♪

アル：よかった。

ＧＭ：では、シーンを終了しましょう。







◆Middle 08◆ゴーダ伯はくを捜さがせ




　迅じん速そくな行動でテロリストたちを制せい圧あつした四人。

　しかし、探たん索さくは振ふり出だしに戻もどった。

　まず、ゴーダ伯を捜さがさねば……。




ＧＭ：場面が切きり替かわって宿屋の外。白はく竜りゆう騎き士し団だんがテロリストを連行していくところを四人で見送るシーン。フォーミダブル卿きようだけがアンソンの耳元に「幻げん竜りゆう騎き士し団だんの介かい入にゆうについては、伏ふせた方がよろしいので？」

アンソン：問題はないとは思うが……、あんまり騒さわぎにはしたくないなぁ。

ＧＭ：言うことはきいてくれそうな雰ふん囲い気きですよ。

アンソン：では、おおごとにしないでいただきたい。とだけ。

ＧＭ：「わかりました。よし、行くぞ！」と部下に声をかけて引き上げていく。そして意味深な会え釈しやくをしていきます。要するに、彼かれは騎士に見えない他の三人を、幻竜騎士団の覆ふく面めん部隊だと思ってるわけです。

アンソン：なるほど。

アル：《偽ぎ装そう情じよう報ほう》にひっかかっているな。

ＧＭ：そういうことです。まさかピアニィ女王だとは想そう像ぞうもしていないでしょうね。

ピアニィ：よかったー。

ＧＭ：そうすると、ネヴァーフの女お将かみさんはあなたたちに深々と頭を下げ「ありがとう」とお礼を言う。そして、ケガした人々も運ばれていったり。

ナーシア：武ぶ器きは取とり戻もどせましたか？

ＧＭ：はい、もちろんすべて取り戻せました。

アル：返してもらわないと困こまるんで。マジ困るんで（笑）。

アンソン：連行されるテロリストを見送りながら、ちょっとだけフォローしとこう。さっきの事じ情じようから複ふく雑ざつな面持ちになりまして。ナーシアの方を向いて――、

ナーシア：……ん？

アンソン：彼らも道を誤あやまっただけだ。立場が違ちがえば、あそこに転がっていたのは君かもしれない……。彼らも戦争の犠ぎ牲せい者しやなんだ。

ＧＭ：まぁ、紙かみ一ひと重えかもしれませんねぇ。

ナーシア：……。

アンソン：ナーシアの方を見て思う。ナーシア、君はもっと自由でいてくれ、と。

ナーシア：……何？　アンソン。

アンソン：いや、この先どうなるかはわからないけど、君には隊長でいてほしい。前ぜん巻かんで隊長として認みとめているので。
















ＧＭ：自由になってほしい、けれど我われ々われの隊長のままでもいてくれるといいなあ、と。

ピアニィ：ふくざつー。

アンソン：なんか、このあとどこかで別れそうですよねえ（笑）。

ＧＭ：さあ、どうなりますか。

ピアニィ：あー、ナーシアがどっかいっちゃいそうで、アンソンは寂さびしいんですね。

ＧＭ：センチメンタルだ……。

アンソン：違ちがうんですよ違うんですよ、別にそんな寂さびしいわけじゃないんですよ！（笑）

ＧＭ：はいはい（笑）。他に、何か言っておくことがある人はいます？

アル：では、向こうでアンソンが何か言ってるのをチラッと横目で見つつ、ピアニィにはさっきのことを言っておこう。戦争の犠ぎ牲せい者だってさ、俺おれたちがやっていることが、いくら自分たちが正しいと思っていても、ああいうやつは出てくるんだな。

ピアニィ：……そうですね。

アル：そういうとき、どうする？　姫ひめさんなら。

ピアニィ：……わかってもらえるように、がんばります。

アル：でも怨うらみは残るぜ、きっと。

ピアニィ：あたしは、そうならないように、努力するまでです。それしか言いようがない……、今は……。

アル：心のどこかで考えておくんだな……いつかきっと、そういう日が来るぜ。サザーランドのじいさんに言われたようなことが、さ。

ピアニィ：人々の喜びも苦しみも、全部受ける覚かく悟ごはできています！

アル：覚悟だけじゃ……と言おうとして、まあいいや、と言葉は抑おさえよう。

ピアニィ：精せい一いつ杯ぱいがんばります！

ＧＭ：というところですね。でもこのシーンはまだ終わらないのでーす。アンソンの後ろから「お帰り、アンソン。戻っていたとはね」と声を掛かけてくる人がいます。

アンソン：誰だれ？

ＧＭ：クレセントです。アンソンとゼパの同どう僚りようである幻竜騎士団の裏部隊のひとり。変へん装そうを得意とする女じよ性せいですね。
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ナーシア：……帰ったばかりよ。

ＧＭ：「ゼパは？」と、クレセントは見み慣なれないふたりを見ながら言う。こいつは判はん定ていするぞ！　《偽装情報》を見み破やぶる!!

アル＆ピアニィ：（ドキドキ）。

ＧＭ：（ダイスを振ふる）ダイス目は16。

アンソン：ずいぶんたくさんダイス振ふりますね。

ＧＭ：情報収集の専せん門もん家かだから《得意分野：感知》持ってます。

アル：基き本ほん値ちが６以上あるとバレちゃうね。

ＧＭ：能のう力りよ値くちはヒミツ（笑）。

アンソン：態たい度どは？

ＧＭ：表ひよう情じようを変えずにあなた方を見たまま、「ゼパは？」と聞きます。

ナーシア：……そこに（笑）。

アル：剣に手をかけて、ちょっと鯉こい口ぐち切ってるくらいで。

ＧＭ：ちらりとアルに目をやると、やっぱり顔色を変えずに「こんなところで何をしている？」と聞く。

アンソン：テロリスト事じ件けんの収しゆう拾しゆうをつけにだな……。

ＧＭ：では、肩かたをすくめ「それは、お前たちの仕事ではなかろう」

アンソン：バカにされた!?

ＧＭ：あまり口をきいたことないかもしれないから知らないでしょうが、いつもこんな感じですよ。これでも、だいぶフレンドリーになりました。ゼパの愛で（笑）。

ナーシア：……通りかかったから、仕方なく……。

ＧＭ：「あなたらしくもない……」と、ナーシアに向かって皮肉っぽく言う。

ナーシア：……。

アンソン：こっちからも聞いていいかな。そうそう、ゴーダ伯は今どちらにおられる？

ＧＭ：「ゴーダ伯に会いたいのか？」

ナーシア：すぐに会えるの？

ＧＭ：「すぐに会える。まだベルクシーレにいらっしゃる」

アンソン：ああ、まだいるのね。

ＧＭ：クレセントは、辺あたりを見回して……注目されていないことを確たしかめます。

アンソン：それは是ぜ非ひとも案内していただきたい。ゴーダ伯には報ほう告こくがある。

ＧＭ：すると彼かの女じよは嬉うれしそうな顔で、「案内する必要はなかろう。行くがいい。ゴーダ伯は、リシャール殿どのの屋や敷しきだ」と耳打ちする。

アンソン：リシャールのところにいるのか!?

ＧＭ：「ゴタゴタがあってな、今リシャール殿のところに匿かくまわれているのだ」と答えます。

アル：面白ーい。ゴーダ伯を襲しゆう撃げきしたのは、リシャール派はの騎士なんでしょう？

ＧＭ：ですね。でも〝窮きゆう鳥ちよう懐ふところに入れば猟りよう師しも殺さず〟というやつで、高こう潔けつな騎士であるリシャールは匿かくまっちゃうんですな。

アンソン：そうか、リシャールに匿ってもらえば、逆ぎやくに絶ぜつ対たい手出しされなくなるもんなぁ。

ナーシア：……さすが、抜ぬけ目めない。

ＧＭ：ということで、このシーンは終しゆう了りようします。







◆Middle 09◆ゴーダ伯の心中




　ゴーダ伯は意外なことにリシャール邸ていに匿われていた。

　ピアニィとアルを同行するか？　悩なやましいところではあるが、

　とにかく、一行はリシャールの屋敷にやってきた。




ＧＭ：というわけで、全員でリシャールの館に向かったところです。

アンソン：うわ、リシャールだよ。さあ、正せい座ざをして、社長のリシャールを見よう（笑）。

アル：俺たちは、行って大だい丈じよう夫ぶか？　戦ったことがあるんだが？

ピアニィ：そうでした、傷きず物ものにされたんだ（笑）。

アンソン：その言い方はやめなさい（笑）。

ＧＭ：まあ、リシャールは説得には応おうじるんじゃないですかね？

ピアニィ：リシャールさんのところに行きましょう。リシャールさんなら、きっとわかってくれますよ！

アル：話は聞いてくれるかもしれないが……帰してくれるかどうかはまだわからないぞ？

ピアニィ：そ、そうかな？

アンソン：ピアニィは、グラスウェルズにとってまだ重要な人物だからな。

ピアニィ：それでも、わかってもらえると思うんです！

アル：……一度は、戦った相手がいるんだぞ？　軽々しく考えて、もしあんたが殺されることになったら、フェリタニアの国民もまた苦く境きように立つんだぞ？

ピアニィ：う……。それでも……説得できると思うんです！

アル：本当に？

ピアニィ：いざというときは、アルが守ってくれますよね。

アル：……ちっ、仕方ねえなあ。

ナーシア：そしたらアルに、あなたも大変ねって言います（笑）。

アル：まあな（笑）。

アンソン：僕ぼく、超ちよう頭あた痛まいたい。でも、アンソン家の名めい誉よにかけて、頑がん張ばる所しよ存ぞんでございます（笑）。

アル：なんでそんな所信表明を。

アンソン：心が重いんだよ。大きな声で宣せん言げんしないとくじけてしまう（爆ばく笑しよう）。

ナーシア：では、行きましょう。




　一行は、リシャールの邸てい宅たくに向かった。

　アンソンの名を出すと事情を話す前に応おう接せつ室しつに通された。

　しばし待たされると、平服のリシャールが現あらわれた。




ＧＭ：というわけで、リシャールが会ってくれます。「おお、アンソン帰ったか」と彼は後こう輩はいの帰りを喜んでいる。

アンソン：（ニヤニヤしながら）お久ひさしぶりです、先せん輩ぱい。いつもと雰囲気が違ちがいませんか？

ＧＭ：「ああ、平服だからかな？」と。

アンソン：いや、そういうことではなく（笑）。

ＧＭ：……あのー、わたしのリシャールはかっこいいので（笑）。

アンソン：なんだって!?

ＧＭ：では、リシャールが《偽装情報》を見破るかの判定（ダイスを振る）。

アル：さて、どう出るか……。

ＧＭ：一いつ緒しよにきた執しつ事じに「お前は、別の部屋に下がっておれ」と部屋から下がらせます。

アル：人ひと払ばらいか。まあ、ともかく殺す気はないようだな。

ＧＭ：で、カーテンをさっと閉しめる。「よく帰ったアンソン、それにナーシア殿」と声をかけた後、ピアニィの前にひざまづきます。

アンソン：やっぱりバレてるじゃん！（笑）

ＧＭ：「ピアニィ陛へい下かにおかれましては、ふたたびお目にかかれて光栄です」と、正式な挨あい拶さつをします。

ピアニィ：すごーい、鼻からリシャールじゃないよ（笑）。

アル：ほんとに、なんか違う人みたいだ（笑）。

ＧＭ：こっちが本物なのっ！

アンソン：はは～ん（笑）。

ＧＭ：そして、アルの方を向き「色々大変なようだったが、よく無事でいたな」と。

アル：そっちも、だいぶ活かつ躍やくしていたようでなによりだ、と皮肉っぽく言うぞ。

ＧＭ：さすがに苦笑いをして。「ずいぶんな手て柄がらを逃のがしたよ、あなた方のおかげでね」

ナーシア：かっこいいじゃん！

ＧＭ：「まあ、どうぞおかけください」といって椅い子すをすすめる。「お話をうかがいましょう」

アル：いや、話に来たのは実は俺たちじゃなくて（アンソンとナーシアに目を向ける）。

アンソン：僕たちなんだよね。まず、フィリップ陛へい下か暗殺の嫌けん疑ぎをかけられていたピアニィ女王は、犯はん人にんではございません。リシャール殿もわかっていたことと思いますが。

ＧＭ：「もちろん、ピアニィ陛下がそのようなことをなさるはずがないとは思っていた。だが、それに反はん論ろんする材料は、私には何もなかった。しかし、アンソンが違うというのなら違うのだろう」

アンソン：……ああ、信しん頼らいされてるよ。

ピアニィ：おお～。

ＧＭ：アンソンのことは信頼してますよ、もちろん。「そのことを釈しやく明めいに参られたのですか？」と、リシャールはピアニィを見る。

ピアニィ：ん？　それもあるのですが、別の大事なことがあります。

ナーシア：……とりあえず、ゴーダ伯はどこ？

ＧＭ：「ああ、オスウィンに会いに来たのか」とリシャールは察します。

アンソン：はい。

ＧＭ：「ゴーダ伯にどのような用事で？　事情を話してもらって納なつ得とくできないのなら、このままただでお返しするわけにはいかない」それなりの決意を込こめた顔で言います。

アンソン：ああ、納得させなきゃいけないのか。

ＧＭ：彼が関心があるのは、ロッシュの件けんではなく、ピアニィがなんでここにいるのかってことですけどね。

ナーシア：それじゃ、バルムンクの首しゆ謀ぼう者しやが、ピアニィでないってことをリシャールに伝えればいいの？

アンソン：うん、その話をしよう。我々は、ピアニィ女王を殺せという任にん務むを受けて、現げん在ざい帰き還かんしたところです。その報告を、ゴーダ伯にせねばなりません。聞けば、リシャール隊長のお屋敷に匿われているそうなので。

ＧＭ：そうするとリシャールは苦笑いをして。「確かにオスウィンはここにいる。何か勘かん違ちがいをして先走った若わか者ものがいたらしい」

アンソン：ははははっ。

ピアニィ：ゴーダ伯にお話があるんです。あたし、バルムンクの首しゆ領りようなんかじゃありません。

ＧＭ：「バルムンク？」と、リシャールは首をかしげます。

ピアニィ：あ、言っちゃいけなかったかな？

アル：いや、どのみち言わなきゃなんないことだから、気にしなくていい。

ナーシア：リシャールはバルムンクのことは知らないんですか？

ＧＭ：いえ、さすがにそんなことはないです。アンソンが報告もしてますしね。ただ、彼はフェリタニア侵攻の件がバルムンクの陰いん謀ぼうであることは知りません。バルムンクに踊おどらされているとわかっていれば、もっと違う対たい応おうをしたでしょう。

ナーシア：なるほど。

ＧＭ：「君たちが、バルムンクと接せつ触しよくをしていたことは多少は聞いている。だがその正体はよくわかってはいないはず。一体、バルムンクが今回の件とどういう関わりがあるのだ？」

ナーシア：……フィリップ王暗殺計画の首謀者。

ＧＭ：「ほう？」

アル：それと同時に、グラスウェルズとレイウォールがフェリタニアに攻せめ込こんだ背はい後ごで動いていた。竜りゆう輝き石せきを集めて何かよからんことを企たくらんでいるやつらだ。各地に出しゆつ没ぼつして戦争を拡かく大だいしようともしている。何度となく戦ったよ。




　アルは、これまでバルムンクと戦ってきた経けい緯いをリシャールに話した。




アル：メルトランドの首都が落ちるとき、（ナーシアとアンソンを見て）そいつらも会ってるはずだ。その時に出てきたのと同じやつが、レイウォールとグラスウェルズのフェリタニア同時侵しん攻こうのときに、仲ちゆう介かいしていたらしい。

ＧＭ：「仲介していた!?」ここで、思わず声を上げるリシャール。

アンソン：まあそこポイントっすよね～。

アル：裏うらかかれてたんだよ、あんたは。

ＧＭ：リシャールは立ち上がり、「なんだと！」とさすがに動どう揺ようしてますね。「では、あの同どう盟めいと侵攻は、そのバルムンクという者たちの陰謀だったというのか？」

アル：端たん的てきに言えば。もちろん、あんたたちにはフェリタニアを攻せめたい気持ちはあっただろうし。そこに付つけ込こまれただけとも言えるが。それは幻竜騎士団団長殿、あんただったらあの侵攻がどこか不自然だったことぐらいわかるだろう。

ＧＭ：リシャールは黙だまって椅子に座すわり込こみます。ちょっとショックだったようですね。

アンソン：そりゃまあショックでしょうね。

アル：ああ、一いち応おうこれだけは言っておきます。そのバルムンクが、姫さんを狙ねらってんだよ。……ひとつの石を持っているから。

ＧＭ：「ひとつの石？　それは初耳だ。……あの伝説のひとつの石か？　それをピアニィ女王が……。そのためにバルムンクに狙われている……」

ピアニィ：あれ？　あれ？

ＧＭ：「そのひとつの石に、どのような秘ひ密みつが？」

アル：さあ、そこまではな。

ピアニィ：あたしにもまだ……。ただ、奇き跡せきが起こるとも、不幸が起こるとも……。

アンソン：世界を統すべるに必要な力であると、伝でん承しようには書かれているとも聞きますが。

ピアニィ：あたしは、平和のために必要なものだと信じて、竜輝石を集めています。

ＧＭ：リシャールは、非ひ常じように複雑な顔をしながら「……わかった」と言います。そして、アンソンに向かって聞きます。「グラスウェルズにも、バルムンクはいるのか？」

アンソン：残念ながら……。

ＧＭ：「そうか。それなりに考えねばなるまいな」と。

アル：事情は、わかってもらえたかな。

ＧＭ：では、「オスウィンは奥おくの部屋にいる」と、扉とびらを開けてくれる。

アンソン：リシャールは、ついてくるようなことはしないですよね？

ＧＭ：しないですね。

ピアニィ：リシャールさん、わかってくれてありがとうございます。

ＧＭ：「いえ。礼にはおよびません。ですがピアニィ様、ことと次第によってはあなたを斬きりに行かねばならぬかもしれません」と彼は答える。

ピアニィ：お待ちしておりますよ（笑）。

アル：すごーい。

ナーシア：返かえり討うちにして、差し上げますわって（笑）。

ＧＭ：さすがのリシャールもびっくりする。

ピアニィ：あたしは、フェリタニアの女王として、自分の信念を貫つらぬきます。

ＧＭ：「あなたがその考えを変えてくれることを祈いのってはおりますが」と。

ピアニィ：は、はい。

ＧＭ：ピアニィが、竜輝石を集めてるって言ったでしょう？

ピアニィ：はい、言いました。

ＧＭ：気がついてないのかもしれませんが、間かん接せつ的てきにフィリップ王の竜輝石も頂いただくって言っているんですよ。

ピアニィ：あっ、そうか！

ＧＭ：「私は、あくまでもフィリップ国王陛下の騎士。だが今は、そのバルムンクについて調べるのが先だ」

アンソン：では、一礼してゴーダ伯の部屋に。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：「入りたまえ」という、いつもと変わらぬゴーダ伯の声が聞こえます。

アンソン：ああ、印象変わんないんですね。

アル：動揺してもなければ、悲嘆に暮れてるわけでもないんだな。この状況で。

アンソン：では失礼いたします、と言って中に入ろう。

ＧＭ：「おおアンソン、ナーシア、帰ったか」と迎え、そして微妙な顔になります。

アル：ですよねー（笑）。

ピアニィ：こ、こんにちわー。ピアニィでーす（笑）。

アンソン：……と、かようなことになってしまいました、ゴーダ伯。

ＧＭ：ゴーダ伯がアルの方を見て言う「察するに、あなたがアル・イーズデイルか？」

アル：……ああ。と言いつつ、俺まで名前を知られていることに、内心驚きます。

ＧＭ：するとゴーダ伯はニヤリと笑う。「事情はわからぬが、まずいところを突かれたものだ。これでは、ピアニィ陛下を殺せとは言えぬ。リシャール殿が看過すまい（笑）」

アンソン：聞いてください。ピアニィ陛下はフィリップ王暗殺の犯人ではなかったのです。

ＧＭ：「私は言ったはずだ。もはやピアニィ陛下が、バルムンクの首領であるか、フィリップ国王に暗殺者に送ったのかは問題ではない」

アンソン：しかし、それは……。

ＧＭ：「まあいい」と話を切って、ゴーダ伯はピアニィに向かって言います。「お初にお目にかかります。ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア陛下。あなたのおかげで、私の計画はすべて台無しになりました。まったく素晴らしい――勇気だ」

アンソン：なにそのヘタレ悪役みたいなしゃべり方（笑）。

ＧＭ：「大陸最強の軍勢が並んでいるところを越え、単身敵中に乗り込むとは。長年かけてきた計画はすっかりご破算になりました」

ピアニィ：褒めていただいて恐縮ですが……。あたしのお話を聞いていただけませんか？

ＧＭ：「さて、何を話しますかな？　我が国のフィリップ陛下が統一帝となるための障害は、今やあなたとフェリタニアになってしまった。いわば最大の敵だ」

ピアニィ：統一帝……。それがあなたの目指すことなのですか？

ＧＭ：「先王の夢であったからな。このアルディオン大陸の統一帝になるのは」

ナーシア：……そのためには、ピアニィが邪魔だと？

ＧＭ：その通り。

ピアニィ：そうなんですか……。うーん、どうしよう。

ナーシア：……何故、統一帝にこだわるんですか？

ＧＭ：「では、ピアニィ陛下にはお話をしましょうか。フィリップ陛下の亡きお父上であるシャルル陛下は、大変聡明で心優しい方でした。しかしシャルル陛下がご即位されたのは、レイウォールとの神託戦争が泥沼に陥り、グラスウェルズは苦しい戦いを続けなければならない時だった。あなたのお父上……、オーギュスト様は大した方でしたからな」




[image: ]




神託戦争

　レイウォールとグラスウェルズが争った戦争。七〇年という長い間続いた。神託をきっかけに始まったのでこのように呼ばれる。




ピアニィ：うっ、ちょっと目を伏せます。

ＧＭ：「そのとき、シャルル陛下は私にこう問われた。この世から戦争がなくなることはないのだろうか、とな。私はこう答えた。統一帝になり大陸を支配なされませ、そうすればこの大陸から戦争はなくなりましょう、と」

アル：それはナヴァールと同じセリフだ（笑）。

アンソン：社長が言うのはずるい（笑）。

ＧＭ：「シャルル陛下は笑ってこうお答えになった。ならば、この大陸から戦争をなくすために私は統一帝になろう……」

ピアニィ：そうか……、一緒なんだ、あたしと……。

ＧＭ：「残念ながら、シャルル陛下は志なかばで亡くなられた。だが、フィリップ陛下はいずれシャルル様の跡を継ぐことができるお方だ。それまでにグラスウェルズの国力を蓄え、フィリップ陛下を統一帝とし、大陸を支配下に置くこと……これが私の目的だ」

ナーシア：……そのために戦争を繰り返して？

ＧＭ：「手段は問わぬ。どのような犠牲を出そうとも、フィリップ陛下を統一帝にし、この大陸の支配者として、すべてをお渡しする。そうすれば後はフィリップ陛下が必ずうまくやってくれる」

ピアニィ：えっと。……いい人……なのかな？

ナーシア：ゴーダ伯が？

アンソン：いい人っていうか、自分の信念がぶれない人なんだな。国のためをちゃんと想ってるよ、という主張をしている。

アル：見方によっては、悪い人でもある。なにせ自分の目的のためには、どんな犠牲を出してもかまわないって言ってるんだから。でもなぜか嫌いになれない（笑）。

ＧＭ：「ふむ、私の話をわかっていただけたのかな？　ならば協力をしていただこう」

ピアニィ：……協力？

ＧＭ：「ピアニィ陛下が王位を返上し、リシャール殿の妻にでもなってくれればそれでいい。あなたがフィリップ陛下を支えてくれるというのならば、それを信用しよう」

ピアニィ：え？　それって……、グラスウェルズに嫁げってことですか!?

ＧＭ：そういうことです。

アル：しかも、竜輝石渡せってことだな。簡単にいうと。

ピアニィ：あ、ああ！　やっぱりこの人は腹黒い人だ！（笑）

ＧＭ：「どうかな？　そうすれば万事うまくいくのですよ」と、迫るゴーダ伯。

ピアニィ：……いえ、それはできません。

ＧＭ：「ほう、何故ですかな？」

ピアニィ：グラスウェルズとフェリタニアのやり方には、違いがあります。

ＧＭ：「一体どのような違いがあると？」

ピアニィ：えっとー……グラスウェルズは、なんでも力ずくじゃないですか。でも、フェリタニアは、みんなで仲良くやろうよってやり方です……。

ＧＭ：「フッ……」と、笑うゴーダ伯。

ナーシア：笑われた！（笑）

ピアニィ：誰かナヴァール呼んできて～！（笑）

アンソン：ナヴァールと同じ魂を持った男が、今あなたの目の前に（笑）。

ピアニィ：ああ、うううぅ～。

ＧＭ：「メルトランドを売って、領土を得たフェリタニアと我々が違うと？」

ピアニィ：いやっ、アレには色々事情があって、違うんですよ！　傍からみればそうかもしれないけど、うんとー、えっとー。

ＧＭ：ゴーダ伯は嬉しそうに言う。「グラスウェルズにも色々事情がありましてな。傍からみれば力ずくかもしれませんが」

ピアニィ：あう～。

ナーシア：頑張ってピアニィ。

ピアニィ：ナヴァールぅ。帰ってきて～。

ＧＭ：「フェリタニアのナヴァールは、確かに優秀な軍師なのだろうな。さすがは伝説のサザーランド師の元で、臥龍と呼ばれた男だ」

ピアニィ：鳳雛です！

ＧＭ：「どちらでも構わん」

アンソン：ここで繰り返しのギャグとは（笑）。

ＧＭ：「が、かの御仁にはひとつ足りないところがある」

ピアニィ：な、何が足りないっていうんですか？

ＧＭ：「あの男は甘い」……って自分で言うのは超恥ずかしい（一同爆笑）。

ピアニィ：違いますよぉ。ナヴァールは、……優しいんです！

ＧＭ：「それは多分、あなたのせいなのだろう。あなたは王には向かない」

ナーシア：ピアニイは優しすぎる……から？

ＧＭ：その通り。「ピアニィ陛下は優しすぎる。それでは大陸の統一はできまい。どのような犠牲があろうと、目的を果たす強い意志なくして覇業などならぬ」

ピアニィ：うー、えー、うー。

アンソン：ゴーダ伯は、自分の地位を高めるとか、一切考えないから厄介だ。

アル：この人は、一番最後には、グラスウェルズの悪いことを全部やったのは自分だと言って死ぬくらいのことをしそうだからなあ。

ＧＭ：（ナーシアの方を向いて）「……とはいえ、ロッシュを人質のように扱ったことについては不満はあろう。だが、ナーシアよ。お前の今日があるのは、その必死さゆえではなかったか？」

ナーシア：……はっ!?　今度は私が攻略される！（笑）

ＧＭ：そしてゴーダ伯は目を細めて言う。「ナーシア、今までよくやってくれた。フィリップ王のために、そしてロッシュのために、これからも働いてくれ」

アンソン：いやらしいなぁ。

ピアニィ：いやらしい～。

アル：じゃあ、そろそろ口を出すか……。

ナーシア：お？

ピアニィ：あ、アルがんばって～。

アル：俺だって何か偉そうなことがいえた義理じゃない。……ただ、あんたが人の幸せを歪めて考えてるのだけはよくわかるよ。

ＧＭ：「残念だが。私は人の幸せを求めていない」

アル：いやいや違うさ。あんたの幸せではなく、このアルディオンに住む人々の幸せだ。あんたはなにもかも自分ひとりで勝手に決めつけてる。

アンソン：いいぞ、アル！

アル：たとえば、ロッシュがどうすれば幸せなのかは、当人が決めるべきだろう？　ロッシュは知らないんだろう？　自分の姉が、自分のために命を賭けてるなんてさ。

ナーシア：…………。

ＧＭ：「……ああ、教えてはいない」

アル：それがあんたのやり方だ。他人の意志を無視して利用しているんだ。

ＧＭ：「ならばアルよ、お前に問おう。お前は戦争が好きか？　この大陸が戦乱に包まれたままの方がよいというのか？」

アル：上の人の首がどうすげ変わろうが、民衆はそんなに気にしないもんさ。なんだかんだで強く生きていくことができる。

ＧＭ：「剣士という人種はそう考えるのだな。お前の師匠のテオドールもそうだった」

アル：そうか、師匠のことを知っているんだよなこの人。

ＧＭ：ナーシアを弟子入りさせたのはこの人ですから。

アル：ちがう機会があれば、ゆっくり話を聞きたかった（笑）。

ＧＭ：ゴーダ伯は続けますよ。「お前たちは自分が強く、自分が自由であればそれでよいと思っている。だが、ひとりの剣がいかに強かろうとも、戦火にまみれる人々を救う力はない。……違うか？」

アル：……でも、この大陸に覇を唱えるのだって同じだろう？　俺たちは神々でも神竜でもない。いや、神々だって神竜だって、結局のところ人間すべてを救うことなんかできっこない。あんたの言ってることは傲慢なだけだ。

ＧＭ：ゴーダ伯はふっ、と冷笑を浮かべながら言い返します。「人間すべてを救えなくとも、より多くの者を救おうとする行為に意味はある。お前の言いぐさは自分の都合のために弱き人々を見捨てるということだ」

アル：むぅ……。

ＧＭ：「確かに、神々や神竜など人は救ってくれぬ。人は人が救うものだ。大陸の覇者となることで、戦争を止めることで、な。その理屈が分からぬと言うなら、口を出すな！」

アル：……ダメだ！　反論しようとするけど……やはり、口を噤んでしまう。

ＧＭ：するとゴーダ伯はピアニィに向き直って優しい声で言います。「この大陸から戦争をなくすという目的は同じ。ならば我々は同志となって、この戦争を終わらせることができる。違いますかな？」

ピアニィ：う、ううううぅ……。ど、どどどうやって言い返せばいいんだろう……。

ＧＭ：「さあ、ピアニィ陛下！　我々とともに世界に平和をもたらしましょう！」

ピアニィ：ああっ！　どうしよう!!




　沈黙が室内を支配する。

　もはやゴーダ伯の理屈にあらがうのは無理だと思われた。

　だが、その静けさを打ち破ったのは――――

「……違う」

「なに？」

「違う！　断じて違う！　ゴーダ伯、あなたは間違っているっ!!」

　ゴーダ伯を糾弾する声を上げたのは、それまで沈黙を守っていたアンソンであった。




ＧＭ：ゴーダ伯は問い返します。「アンソン。何が違うというのだ？」

アンソン：統一帝となり大陸に派を唱える。確かにそれもひとつの方法だ。だが、そのために弱い立場の人々に犠牲を強いる、あなたのやり方は間違っている！

ナーシア：アンソン……。

ピアニィ：菊池さんがんばってー（笑）。

ＧＭ：「空論を唱えるか！　この痴れ者が」

アンソン：空論なんかじゃない！　今日、僕たちは見た。ベルクシーレの町でテロリストに殺される人たちを。あの人たちはあなたの起こした戦争の犠牲者だ!!

ＧＭ：「無論犠牲は必要だろう。だが、大陸を統一し、土地を奪い合う国々がなくなれば争いは減る。違うと言えるか？」

アンソン：もちろん違うと言える！　誰かがその状況に異を唱えるための手段に戦争を用いるからだ。……そう、あなたが謀略を用いてメルトランドを陥れたように。

アル：そうだよなあ。もともとゴーダ伯がメルトランドに仕掛けた戦争だからなあ。

ナーシア：しかも、謀略を実行したのは私たち自身（笑）。

アンソン：そして、ゴルフォードで作られていた大規模破壊兵器。このまま戦争が拡大するならば、どこかで同じような兵器が作られ、使われないと誰が言えますか？

アル：……ああ、『ブレイク』二巻で出てきた自爆ゴーレムのことか。

アンソン：そして、今回のフェリタニア侵攻作戦。あれはバルムンクという組織の仕業だ。ゴーダ伯、……あなたは利用されたんだ。

ＧＭ：「なんだと!?」

アンソン：あなたは他人を、いや自分自身すらもチェスの駒のように扱う。それは確かに敬服に値する。だが、その謀略は憎しみの連鎖を生み、容易にあなた自身がコントロールできない規模にまで拡大してしまう。それが現実だ。違いますか？

ＧＭ：「…………」

アンソン：戦争に勝って竜輝石を集めて大陸の覇者になったところで、戦争は無くならない。グラスウェルズだけが強くなったって、この大陸は平和にならない……。

ＧＭ：「ならばどうすれば良いというのだ！　お前には方法があるというのか？」

アンソン：ああ。僕の仲間が常々言っている。それこそが重要なんだ。

ＧＭ：「だから、それは何だ？」

アンソン：……愛だ。

一同：えっ！




「僕たちに必要なのは愛し合うことだ!!」




　一瞬の静寂――そして爆笑。

　プレイヤーたちは一斉に吹き出した。

　……もちろんＧＭもである。
















アンソン：野心は本当の敵を見えなくする。もっと、みんなで手を取り合って幸せになる方法を考えないと状況は変わらない。より多くの人を救うことが大切だって、自分で言ったではありませんか。

ＧＭ：ゴーダ伯は、あまり見たことがない、満足気な顔でアンソンを見てますよ（笑）。

アンソン：え？　な、なぜ？

ナーシア：私もゴーダ伯に聞きたい……。

ＧＭ：どうぞ。

ナーシア：……フィリップ王の意思は、確認されたのですか？　たくさんの血を流し、たくさんの人を戦争でふみにじっていることは、知らせたのですか？

ＧＭ：「そのような言い方では報告はしていないな。そう……、お前が自分のしていることについて、ロッシュに話していないようにな」

ナーシア：…………っ！

ＧＭ：「……陛下はまだ一二歳だ。ご自分で判断されるにはまだ時間が必要――」

ナーシア：……いえ、もう一二歳です。私は……。

ＧＭ：「どうした、ナーシア？」

ナーシア：私は、ロッシュにすべて話します。私が姉であることも、密偵であることも、今までやってきたことも、……すべてを。

アンソン：……ナーシア、決心したんだ。

ナーシア：全部話して、そして、ロッシュに自分で決めさせます。

ピアニィ：えらいっ！

アル：うんうん。

ＧＭ：ゴーダ伯は「ナーシア、変わったな。……アンソンも」とつぶやきます。

アンソン：せ、説得は成功かな……？

ＧＭ：ゴーダ伯は「……なるほど、そうか。ところで、ひとつ質しつ問もんがある」と言います。

アンソン：はっ、なんでしょう？

ＧＭ：「お前たちは、何のために私に会いに来たんだ？」と。

一同：……えっ!?

ＧＭ：実は、彼はそのことはいまいちよくわかっていない（笑）。いや、調子に乗っていろいろしゃべっちゃいましたけど、みなさん目的をはっきり伝えないんですもの（笑）。

一同：…………（汗）。

ＧＭ：「私はもう王国軍師ではない。グラスウェルズの行動を左右することはできんぞ」と言います。まぁ、本人は全然そんなこと思ってなさそうですが（笑）。

アル：目的は、最後まで捨てないってことか。やっぱり、俺はこの人好きだな（笑）。

アンソン：では、言ってしまおう。今の立場のあなたに頼たのめることはひとつ。ロッシュの身み柄がらを解放し、ナーシアを自由にしていただきたい。

アル：おい、もってまわった言い方するなよ。

アンソン：なっ。

アル：ロッシュを人質にすんのはやめてくれ。そう言いに来たんだ。

アンソン：下品なやつだな、お前はー。

アル：単刀直入に言わないと、また言いくるめられるぞ（笑）。

ピアニィ：あたしからもお願いします、ナーシアを自由にしてください！

ＧＭ：するとゴーダ伯が聞きます。「……ピアニィ陛下」

ピアニィ：はい？

ＧＭ：「あなたがここまで来たのは、それが目的なのですか？」

ピアニィ：そ、そうですが、いけませんか？

ＧＭ：「本当に、それだけのために？」

アル：うん。まあ信じられないだろうが、うちの姫さんは本気だ（笑）。

ＧＭ：そうするとゴーダ伯がげらげら笑い始めます。

ピアニィ：わ、笑われた!?

ＧＭ：「クックックッ、失礼、本当にあなたは甘い方だ。一国の女王が、敵てき国こくにやってきて、ナーシアとロッシュを助けるために。……わかった、わかったよ。ロッシュは自由にしよう」

アンソン：は？

ピアニィ：わぁ、やったー！

ＧＭ：ゴーダ伯は、ペンを取って書類に文章を書いて印章を押おし、くるくるっと丸めてアンソンに渡してくれます。

アンソン：おっ、僕にか？

ＧＭ：「これより、ロッシュ・アガルタの身柄は、マンソン家の預あずかりとする」

ナーシア：なんてひどいことを（笑）。

アンソン：言うと思ったよ、絶対に！（笑）

ＧＭ：「アンソンに自由にしてもらうのだ。お前のアガルタ家では、代わりにはならん。そこは、名家のアンソン家の名を利用させてもらうがいい」

アンソン：そうか、それならフィリップ王も納得するのか。まあ、書類の上では預かり先が変わるだけだしね。

ＧＭ：「ロッシュは宮きゆ廷うていにいる。会って、好きに話でもするがいい」

アンソン：あとはキミの出番だ。

ナーシア：何か裏が……、あったりしない？

ＧＭ：まあ、彼の真意は今のところわかりませんが。ゴーダ伯はナーシアに言います。「ナーシア、今までご苦労だった。お前は自由だ」

ナーシア：……えっ？

ＧＭ：「アンソンと共に行け」

ナーシア：もう、これでお会いすることはないでしょう。さようなら。そしてありがとう。

ＧＭ：「信じぬだろうが、お前が幸せになってくれることを、私も望んでいた」

ナーシア：……あなたも信じないかもしれませんが、私はあなたのことが少し好きでした。

ＧＭ：ゴーダ伯は少し微笑み「いや、信じるよ」と言います。

アンソン：なんだこのおっさん（笑）。急にいい人になっちゃって。死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ（笑）。絶対死ぬって！

アル：家族がいないとなるとナーシアとロッシュだけが家族ってことなのかな、この人。

ＧＭ：まぁ、そんなとこですかね。

ピアニィ：後は、ナーシアがロッシュを迎えに行けばいいだけですね。

ＧＭ：では、宮廷に向かいますか？

アンソン：おっと、その前に――三人が部屋を出た後、最後に深々とゴーダ伯に一礼だけして出て行きます。

ＧＭ：はい、わかりました。ゴーダ伯は、寂さびしくなにか書き物をしています。

アンソン：やばい！　僕、ちょっとゴーダ伯萌もえになりそうだ（笑）。

ＧＭ：では、宮廷に向かったところでシーンを終了します。







◆Middle 10◆……ロッシュ




　リシャール邸を後にした一行は、宮廷へと向かった。

　ゴーダ伯の書しよ状じようがあれば、すぐに自由となれる。

　ナーシアが姉であることを、隠かくさなくてもよくなるのだ。




ＧＭ：それでは、全員がロッシュに会いに宮廷にやってきました。

ナーシア：あ、その前にひとつやらなくてはいけないことが……。

ＧＭ：なんでしょう？

ナーシア：ピアニィにペンダントを返さないと。

ピアニィ：あー、……忘れてました（小さい声で）。

アンソン：忘れるなよっ！（一同爆笑）

ピアニィ：結局、役に立たなかったけどね（笑）。

ナーシア：……ううん、とても役に立った。

ピアニィ：そう？　よかった……。

ナーシア：……ありがとう、ピアニィ。……ありがとう、アル。

アル：よかったな。

ナーシア：……そして、……ありがとう――アンソン。

アンソン：うー、あー、……そう、早く宮廷にロッシュを迎えに行こう。

ナーシア：……うん。と、うなづいて、にっこり笑います。

ＧＭ：アンソンがいれば、宮廷にも入っていけます。実際、国王との謁えつ見けんもすませていますからね。

アンソン：では、皆みなを連れて宮廷へ入っていこう。ロッシュはどこだー。

ＧＭ：そうやって、アンソンがロッシュを探さがしていると、宮廷の女官が声をかけてきます。「ロッシュ様はお出かけになっておりまして……」

ナーシア：……出かけた？

アンソン：何か悪い予感が……。

ＧＭ：「はい、それでアンソン様が訪たずねてきたら、この手紙を渡わたすようにと」と言って、手紙を一通渡わたされます。

アル：手紙？

ＧＭ：手紙をぱかっと開けるとすごくわかりやすく書いてある。「ロッシュは預あずかった。ピアニィを連れて、指定する場所に来い」

ピアニィ：あれ？　あたしを？

アンソン：記名してあります？

ＧＭ：バルムンクの紋もん章しようである、竜殺しの剣けんが書かれています。

アンソン：……だとさ。手紙をアルに渡します。

アル：どこでばれたのか、……なんて考えるのは意味がねぇなあ。

ナーシア：すぐ、その場所へ向かいます。

ＧＭ：指定された場所は、ベルクシーレから二時間ほど歩いたところにある森の中ですね。

ピアニィ：行きましょう、ロッシュ君を助けるために！

ナーシア：……敵てきは、あなたを狙ってくるのよ？　それでも、行くの？

ピアニィ：もちろんです。

ナーシア：……さすがね。

アル：ついていって構わないか？

ナーシア：……駄だ目めって言っても、ついてくるんでしょ？

アル：もちろん行くさ。

ナーシア：……ありがとう。

ＧＭ：では、みなさんがそこへ向かったところでシーンは終了です。











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆ロッシュを救え




　人ひと質じちに取られたロッシュを救うため、指定された場所へと向かう四人。

　街から離はなれた、森の奥おく。

　人気のない場所だ。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズです。

ピアニィ：がんばるぞー!!

ナーシア：みゆたん、急に元気になって（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：指定の場所に向かうと、森の奥に広場みたいなところがあり、月の光がそこだけ照らしています。その真ん中に、ロッシュがひとりで腰こし掛かけています。

アンソン：ロッシュ、無事か？

ＧＭ：ロッシュは、ナーシアの方を向いて「姉さん……」と呼よびかけます。

ナーシア：……お前は、偽にせ者ものだ。

アンソン：ロッシュは、まだそのことを知らないはずじゃ……。

ＧＭ：さすがです、バレるの早いな（笑）。すると、ロッシュがすっくと立ち上がり「偽者ではない。この身体は、本物のロッシュだ」と答えます。

アル：は？

ナーシア：………乗っ取られてるのね。

ＧＭ：「どういう訳わけか知らぬが、ピアニィ陛へい下かがこの国に来ていることは、僥ぎよう倖こうであった」

ピアニィ：ええぇ!?

アンソン：誰だれだ……、こいつは？

ＧＭ：ロッシュを乗っ取っているヤツはこう言います。「レイウォールの方で少々失敗をしてしまったからな。ピアニィ陛下を連れて帰ることができれば、あの御お方かたもお怒いかりを鎮しずめるに違ちがいない」

アル：あの御方？

ＧＭ：菊きく池ちさんが言ってたじゃないですか。あの御方が誰か、わたしは知りません（笑）。

アンソン：知らないのかよ!?（笑）

ＧＭ：まぁ、そのうち明かされるかと思います（笑）。

ナーシア：……ロッシュに何をしたの？

ＧＭ：ロッシュの身体は頂いただいた。このバルムンク一二人衆しゆうのひとり、ベイオネットが。

アンソン：ベイオネットか!?

ＧＭ：「あの御方にもう一度だけチャンスをいただいたのだ。ピアニィと竜輝石はいただくぞ」と言ってそいつはニヤリと笑います。

ナーシア：初めての相手？

アンソン：七話のボスキャラだ（笑）。

ピアニィ：ああー、そっちか。

ＧＭ：アルとピアニィには、手紙が届とどいているので知っていても構かまわないんですが。

アル：あ、宿屋で読んだナヴァールからの手紙か。

ＧＭ：ええ、ですので七話にあったことは全部知っていても構かまいません。

アル：なるほど。

ＧＭ：七話のボスキャラは、ステラに乗り移ってたんですよ。で、ステラを助けにいったら乗り移ったベイオネットが出てくるんです、ラスボスで。

アンソン：いい話じゃないですか（笑）。

ＧＭ：ステラにダメージがいったら死にます、っていうんですよ？

アル：それはひどい（笑）。

ＧＭ：だから、今回はロッシュにダメージがいったら死にます（きっぱり）。
















ナーシア：ちょっとっ！

ＧＭ：ベイオネットがこう言うわけですよ。「お前たちは私わたしを攻こう撃げきすることはできん。私にダメージを与えると、ロッシュは死ぬぞ！」

アンソン：ああー。

アル：要は社長、もしかして、菊池さんに同じことやり返したのか――。

ＧＭ：ぴんぽんぴんぽん。今回のシナリオのコンセプトは〝目には目を〟であります（笑）。

アル：なるほど（笑）。

アンソン：ひどい話だ（笑）。

ＧＭ：ひどい敵てきを出したのはあなたでしょ（笑）。

アル：菊池さんのせいかっ!!（爆笑）

アンソン：ちがうよっ！

ＧＭ：うひひ。

ピアニィ：うひひ、って……。

アンソン：真ま似ねすんなっ!!（笑）

ＧＭ：やられたら、やり返すでしょ、普ふ通つう！（爆笑）

アンソン：だからって、同じ敵を出すなんて卑ひ怯きようだよっ!!

ＧＭ：乗のり移うつる身体によって、能のう力りよく変わるんで、データは違ちがうよっ！

アル：なんてことだ……。

アンソン：？

アル：社長と副社長が……。

ＧＭ：？

アル：子こ供どものけんかをしている……（一同爆笑）。

ナーシア：……どうやって倒たおしたかを教えて。

アンソン：プレイヤーは知ってるけど……。

アル：手紙を開くんで、菊池さん言ってください（笑）。

アンソン：それはね、特とく殊しゆな能力を持っていて、物理ダメージを与あたえると、乗り移った対象が死ぬって話なんですよ。で魔ま法ほうダメージだったら、中の精せい神しん体たいがやられるっていう敵です。

ピアニィ：はぁ～、なるほど。

アンソン：よし、ベイオネットに向かって言うぞ。「お前の弱点は知っている！」（笑）

アル：この手紙に書かれているぜ。

ナーシア：……魔法ダメージを与あたえればいい。

ＧＭ：「何な故ぜ、私の弱点を知っている!?」ととりあえずベイオネットがうろたえる。

アンソン：小物っぽい！（笑）

ピアニィ：ナヴァールがあなたの秘ひ密みつを教えてくれました（笑）。

アル：……って、何を言っても社長の手て柄がらになるところがなんか納なつ得とくいかない（笑）。

ＧＭ：まあ、その辺はさておき（笑）。それでは、これからルールを解かい説せつしますね。

ピアニィ：はい。

ＧＭ：ルール的には、物理ダメージはベイオネットには効ききません、ロッシュに適てき用ようされます。そして、１点でも物理ダメージを与あたえた場合、エキストラのロッシュは死にます。魔法ダメージを与あたえる攻撃をしないと、ベイオネットを倒たおすことはできません。

アンソン：そこは同じか。

ＧＭ：それと、向こうは当然ピアニィを狙ねらいます。

ナーシア：そうか。狙いはピアニィだものね。

ピアニィ：はい、大だい丈じよう夫ぶです（にっこり）。

ＧＭ：では、ロッシュは、大人が使うような大きなハンマーを軽々と振ふり回まわしています。ベイオネットは、乗り移ったやつのスキルを使います。演えん出しゆつですが（笑）。

アル：じゃあ、ハンマー使うのは？

ＧＭ：そうです、アンソンに言われた通り、ハンマーの練習を始めていたんですよ。

ナーシア：バカだぁ。

アンソン：バカっていうなよ!?（笑）

ナーシア：アンソン、責せき任にんは取ってもらうわよ。

アンソン：え？

ナーシア：……かならず、ロッシュは助ける！

アンソン：まかせろ!!




▼第１ラウンド

行動値

ナーシア　　　　　35

ベイオネット　　　30

ピアニィ　　　　　17

アンソン　　　　　12

アル　　　　　　　11
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ＧＭ：敵との距きよ離りは10メートル。ＰＣは全員で１エンゲージです。

アル：長引くと支ささえきれないので、火力重じゆう視しでいった方がいい。とにかく押おし切きろう。

ＧＭ：この四人は、両パーティの攻こう撃げき力りよくだけ取り出したようなメンバーですからなぁ（笑）。

アル：その分、防ぼう御ぎよには自信がない（笑）。

ＧＭ：敵のデータ作るときもけっこう悩なやんじゃって（笑）。ずいぶん考えたんですよ。

アンソン：それで、どんな結けつ論ろんに？

ＧＭ：うむ、ヘタな小細工はやめた！

アンソン：へっ？

ＧＭ：ダメージ軽けい減げんもバッドステータス攻撃もなし。ノーギミック！　とにかくダメージを与え続けるのみっ!!

アル：なんとっ（笑）。

ＧＭ：だから、君たちも全力で攻撃したまえっ！　【ＨＰ】はたっぷりあるっ!!　最後まで立っていた者が勝者だっ！

アンソン：お、漢らしいっていうか……。

アル：頭悪いっていうか（笑）。

ＧＭ：君たちに合わせたの！　〝目には目を〟だからっ!!（一同爆笑）

ピアニィ：よーし、燃もえてきたぁ！

ナーシア：……やりましょう。

ＧＭ：では、セットアップ。最初は、ナーシアです。

アル：最初の行動でピアニィに《マジックブラスト》で拡かく大だいした《エンチャントウェポン：光》かけてもらい、魔法ダメージにしてもらわないと。

ナーシア：《パワースマイト》で落とした方がいいですよね？

アル：そうすると、武ぶ器きが魔法ダメージにしてもらえる。

ナーシア：じゃあ、《パワースマイト》。

アンソン：ファントムレイダーズ側の《限げん界かい突とつ破ぱ》を使おう。

ナーシア：了りよう解かい、《限界突破》使います！

ＧＭ：以上でナーシアのセットアップが終わり、ベイオネットが《二回行動》。マイナーで近づいたのち、《ハンマーフォージ》で攻撃します。

アンソン：その技わざは、僕ぼくが教えた技!?

ＧＭ：はい。ロッシュの動きで。だが、目の色も表ひよう情じようも、まるでロッシュには思えない。

アンソン：おのれ、よくもロッシュを！

ＧＭ：対象はピアニィに。（ダイスを振ふる）くそぉー、クリティカルはしない。命中は36。

ピアニィ：回かい避ひは無理です。これ、《アヴェンジ》していいですか？




《アヴェンジ》

　攻撃されたときに、避よけない代わりに魔法を撃うち返かえすという、ピアニィらしい攻こう撃げき的てきなスキルである。しかし、立場上どうしても戦せん闘とうの要となるピアニィが、自分の身を省かえりみずにこのスキルを使うチャンスは、今まで決して多くはなかったのである。




ピアニィ：やっと、やっと《アヴェンジ》が撃うてる日が！

アンソン：まぁ、敵の攻撃は《カバーリング》できるので、なんとかしよう。

ＧＭ：なにしろ、ピアニィ以外全員が《カバーリング》持ってますからね（笑）。

ピアニィ：では、《アヴェンジ》します！

ＧＭ：おっと、その前にベイオネットにエンゲージしていると、スキルのコストは二倍になります。こいつの特殊能力《マインドプレッシャー》です。

アル：こいつが接せつ近きんしてくると、なんかこう気力をたくさん吸すい取とられるのか。

アンソン：小細工なしじゃなかったのかよっ！（笑）

ＧＭ：これも菊池さんが考えたネタじゃないですか（笑）。ベイオネットの能力です。

アンソン：あ……。

ＧＭ：これは時間制せい限げんのためと思ってちょーだい。ダラダラ長引くのはイヤだったんで。

アンソン：まぁ……、いいや。

アル：とにかく最初から、全力でいきましょう（笑）。

ＧＭ：というわけで、ピアニィの《アヴェンジ》が発動したところですね。

ピアニィ：はい！

ＧＭ：では、判定をどうぞ。こっちの命中の達成値、36以上を出さないといけません。

ピアニィ：《ダンシングヒーロー》を使って６Ｄ＋13なので、フェイトを使わないとキツい。

アンソン：今まで使ってない鬱うつ憤ぷん晴らすのに使ってみるのもアリじゃないか？

ピアニィ：いきます！　フェイトを３点使って、９Ｄで！

ナーシア：頑がん張ばれ！

ピアニィ：（ダイスを振る）あっ、クリティカル!!

ナーシア：おっ！　来た、すごいすごい！

ピアニィ：やったぁ～！

アル：しかも、６の目が５個こもある。

アンソン：鬱憤が怒りとなって（笑）。

ＧＭ：ああー、やっぱり《アヴェンジ》やりたかったんですねぇ（笑）。

ピアニィ：はいっ（にっこり）。

アル：ガス抜ぬきが必要だったか（笑）。

ＧＭ：ベイオネットが大きなハンマーを振ふり回して攻撃、しかしピアニィはそれを避さけようともせず捨すて身みで魔法を撃うち返すわけですね。まず、ベイオネットのダメージを出します。

アル：ピアニィを《カバーリング》だ。ガス抜きの代だい償しようは俺おれが受ける！（笑）

ＧＭ：ダメージは、90＋５Ｄ！

アンソン：固こ定てい値ち90か。それなりに高いな。

ＧＭ：（ダイスを振る）えー、[image: 108]点！

ナーシア：おおっ、けっこう大きいなぁ。

アンソン：《プロテクション》撃うっとく？

アル：そうじゃないと、二発目が怖こわい。壁かべとしての役やく割わりがあっという間に果たせなくなる。

アンソン：アルに《プロテクション》だ。（ダイスを振る）おし、ダイス目は19、31点軽減。

アル：54点ダメージを喰くらった。まだまだかすり傷だっ！

アンソン：【ＨＰ】いくつだっけ？

アル：[image: 165]。

ナーシア：高～い。

ＧＭ：では、ピアニィのダメージをどうぞ。

ピアニィ：じゃあ、《マジックフォージ》いっちゃいますよ～！

アル：うん、命中しているときにガンガン行くのがセオリー。

ＧＭ：いつものごとく、ご決けつ断だんが早い（笑）。では、ダメージに10Ｄ追加してください。

アル：いや、《マジックエッジ》でさらに４Ｄ追加される。

ＧＭ：うほぉ、14Ｄ追加か。

ピアニィ：いきます！（ダイスを振る）

ＧＭ：では、甲かん高だかい音がピアニィを中心に鳴なり響ひびき……周囲の温度が急きゆう激げきに下がる。

アンソン：く、空気が凍こおり付ついていくっ!!

アル：息のあった演出ですね（笑）。

ピアニィ：……ダメージは、合計[image: 140]点です。

ナーシア：おおお～、たかーい。

ＧＭ：ベイオネットの【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】が、30点あるので、[image: 110]点か。まだメジャーアクション使ってないのに（笑）。

ピアニィ：はい。あと、放心と回避にダイスマイナス１です。

ＧＭ：《バッドステータス無む効こう》があるので放心は効きかないが……回避は下がるのか。

アル：そう、このラウンドの最後まで効こう果かがあります。

ＧＭ：ともかく、二回目の攻撃いきます。ピアニィに。（ダイスを振る）命中は、37です。

ピアニィ：ん～、どうしましょう？

アル：回避マイナスを入れましたから、ダメージ目的で《アヴェンジ》をガンガン使っていくなら、《限界突破》してからの方がいいかも。

アンソン：【ＭＰ】消費も激はげしいしね。

ピアニィ：そうですね、やめます（笑）。

アル：じゃあ、回避を振ふって、クリティカルが出ると回避できる。

ピアニィ：じゃあ、《ダンシングヒーロー》使って回避してみます。

ナーシア：でも【ＭＰ】４点減へるよ？

ピアニィ：ああ、そっか。でも、ヤンヤンがいるからいいや。ヤンヤン頑張れ。

ナーシア：ヤンヤン頑張れよ（笑）。

アンソン：（渋しぶい声で）「危あぶない、ピアニィ」（爆笑）

ピアニィ：（ダイスを振る）あっと、回避できません。

ナーシア：惜おしい、６の目が出ているのに。

ピアニィ：ううっ。

アル：ペンダント、ペンダントがある。

ピアニィ：幸運のペンダント使います！

アンソン：うん、ダイスを１個振りなおしができる。

ピアニィ：振り直します。（ダイスを振る）おっ！




　振り直したその目は、６だった。ピアニィの恐おそるべき強運である。




ナーシア：すご――い！

アンソン：それ、必ずクリティカルしてない？

アル：今のところ、打だ率りつは八割わりぐらいかな。一回失敗したのは見たことある。

ＧＭ：というわけで、こっちのセットアップは終しゆう了りよう。次は、ピアニィですね。

ピアニィ：《ウィークポイント》をみんなに。ベイオネットは入れません。ラウンド終了まで、全員ダメージに＋13点です。

ナーシア：おっ、いいね。いつもとちょっと違って新鮮（笑）。

ＧＭ：では、アンソンのセットアップ。

アンソン：こっちは全部つぎ込こもう。《限界突破》してるし《再さい行こう動どう》まで使えば、〝ハイパーファントムレイダーズタイム〟だ（笑）。僕も《パワースマイト》を使う。……うお～、コストが二倍で14点か。

ＧＭ：では、セットアップ終了です。ナーシアが《パワースマイト》だから、ベイオネットからですね。割わり込こむ人は？

アル：割わり込こまない。

ＧＭ：では、ピアニィに《スマッシュ》＋《ハンマーフォージ》！　今回はダメージが[image: 110]＋５Ｄになります。

アル：《スマッシュ》で前回より20点上がったのか。

ＧＭ：（ダイスを振る）命中は32！

ピアニィ：《アヴェンジ》を撃ちたいけど、【ＭＰ】が……。

アル：一発撃ち返すと44点【ＭＰ】が吹ふっ飛とんでいくからな。

ピアニィ：うーん、ちょっと怖いな。今回は止めておきます。

ＧＭ：じゃあ、回避のダイスを振ってください。

ピアニィ：（ダイスを振る）　惜しい!?　５と６でした。

ＧＭ：おお、危ない。ピアニィ狙ねらうのやめようかな？　……ってわけにはいかないか～。

ナーシア：私が《カバーリング》します。「……まかせて」

ピアニィ：ナーシア、ありがとう！

アンソン：昨日の敵は、今日の友。なんか美しい。

ＧＭ：だが今日の敵が容よう赦しやなく……、（ダイスを振る）ダメージは[image: 128]点。

ナーシア：防御力６点引いて、[image: 122]点喰らっちゃう。

アル：《レイジ》撃うつつもりだったら、《プロテクション》はなしでもいいかも。

ナーシア：じゃあ、なしで。

ＧＭ：では、二発目。えいっ（ダイスを振る）。くそー、クリティカルしない。命中は36。

ピアニィ：回避します。（ダイスを振る）あ、また惜しい!?

アル：さっきから、５と６ばっかり。

アンソン：陛下は相当溜たまっていたようだ（笑）。

ＧＭ：ちょっと！　ひやひやさせないでくださいよー。

ピアニィ：くやしいよ～。

アル：そっちは俺が《カバーリング》だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは、[image: 126]点。

アル：防御力を引いて、[image: 103]点ダメージ。アンソン、頼たのむ。

アンソン：では、《プロテクション》だ。（ダイスを振る）あ、低い！　……27点。

アル：すると、76点ダメージ。残り55点。累るい積せき[image: 130]点喰らった。

ＧＭ：こっちの攻撃は終わり「おのれ、こざかしい雑ざ魚こめ！」

ピアニィ：じゃ、あたしの番ですね。マイナーで《マジックブラスト》を使って、《エンチャントウェポン：光》。

ナーシア：これで魔法ダメージに。

ピアニィ：それに、命中判定＋１Ｄです。

アンソン：命中が上がるのか。これは、嬉うれしい。

アル：俺たちが構かまえている武器が、ぼうっと光に包まれていく、と。

ＧＭ：ピアニィの魔法が武器に込こめられていくと、ベイオネットも慌あわて始める。「くそっくそっ、私の弱点をお前たちが知っているとはっ!?」ああ、なぜわたしの敵キャラは小物になっていくのか……。

ピアニィ：我わがフェリタニアには、優ゆう秀しゆうが軍ぐん師しがいるのです！

アンソン：まさか、そこまで見通しているとは思わなかったようだな？　……と、軍師役の人に言ってみる（笑）。

ＧＭ：ほめられているような、馬鹿にされているような（笑）。で、次はアルの番です。

アル：さっさと全部いくか。マイナーで《ファストセット》《スマッシュ》《レイジ》。メジャーアクションで《クロススラッシュ》！　そして【ＭＰ】がごっそり減る。

ＧＭ：もう《レイジ》を切ってくるのか!?

アル：俺、《レイジ》は二発使えるので。




《レイジ》を乗せた二回の攻撃で、アルは[image: 403]点をたたき出す。




ＧＭ：魔ま力りよくを帯びたアルの剣けんが、ズバズバッと、交差して斬きりつける！　早くも[image: 500]点以上ダメージ受けてます。現げん在ざい、[image: 513]点。

アル：今までの敵なら、そろそろ倒たおれたはずだ。

アンソン：こいつ、一ひと筋すじ縄なわではいかないな。

ＧＭ：ぞんぶんに君たちの力を見せてくれたまえ（ニヤリ）。では次はアンソンです。

アンソン：よしきた！　マイナーアクションは……僕はすることなーし。メジャーアクションで《ハンマーフォージ》。もろもろ計算した結果、命中は27＋５Ｄ６で振ります。

ＧＭ：ファンブルじゃなければ当たります。こっち、10＋１Ｄ６なんで。

アンソン：陛下ありがとー（笑）。クリティカル、出ろ～。（ダイスを振る）……しない。

ＧＭ：でも、こちらは避さけられない。「姉さ～ん、助けて～」

ナーシア：……騙だまされたりするものですか。

ＧＭ：くっ、言ってみただけです。

アンソン：ダメージは、67＋５Ｄ。（ダイスを振る）。

ピアニィ：おおー！

ナーシア：おおー！　すごーい！　６と１（笑）。

アンソン：うるさいな（笑）。

アル：ダイス目は、６、６、６、１、１。極端ですね（笑）。

アンソン：合計、87点。〈光〉属ぞく性せい。

ＧＭ：30点引いて57点受けます。

アンソン：《ハンマーフォージ》二発目。（ダイスを振る）よしきた！　クリティカル！

ナーシア：どうしたのぉ！　おかしいよこの人。

ＧＭ：こんなの、菊池さんじゃなーい（笑）。

アンソン：社長までそんなことを（笑）。

ＧＭ：こっちは避けられません。ダメージをどうぞ。

アンソン：、あーっと、《ボルテクスアタック》も乗っけちゃいます。合計67＋17Ｄ。

ナーシア：結けつ構こういくね。アンソンもやるじゃない（笑）。

アンソン：（ダイスを振る）合計[image: 115]点の〈光〉属性の魔法ダメージ。

ＧＭ：30点引いて、85点。

アンソン：はい、僕はこれでリソースはからっけつ。

ＧＭ：次は、ナーシアですね。

ナーシア：《レイジ》は取っておこう。マイナーで《バーサーク》。メジャーで普通に攻撃します。命中は５Ｄ＋20、それに《限界突破》が乗るから＋10。

ＧＭ：それは避けられない。あとは、ナーシアがクリティカルを出すかどうかです。

ナーシア：いきまーす、てい！　（ダイスを振る）わ、ひくっ。クリティカルしない。

ＧＭ：はい、それでも当たります。

ナーシア：色々足して、ダメージは84＋８Ｄ。行きまーす（ダイスを振る）ダイス目は30。

アンソン：８Ｄで30？　ってことは[image: 114]点だ。

アル：素す晴ばらしい。

ＧＭ：で、終わりですね。

アンソン：ギルドスキルの《再行動》しますよもちろん。

アル：ハイパー・ファントムレイダーズ・タイムですね（笑）。




《限界突破》の効果中に《再行動》を使って怒ど濤とうのようにたたみかける。これがファントムレイダーズの戦い方だ。前ぜん巻かんでピアニィとアルを苦しめた戦法である。




ＧＭ：はい、《再行動》をどうぞ。

アンソン：じゃあ、コンボ行ってみますか？

ナーシア：行ってみよう！




　アンソンとナーシアは、《コンボアタック：ウェポン》というスキルを取得している。これは装そう備びした武器の種別に合った特殊攻撃をする技で、特定の組み合わせで連続して攻撃をすることによって大きな効果を得ることができるのだ。

　アンソンの《タイダルウェイブ》に続けて、ナーシアが《ダーククロス》を使用すると、短たん剣けんによる二回攻撃が可か能のうになるのだ。




アンソン：まずは《タイダルウェイブ》！　新しい必ひつ殺さつ技わざを見せてやるぜ。

アル：ざっぱーんとハンマーが津つ波なみを起こし（笑）。

ＧＭ：水しぶきを上げて襲おそい来るハンマー。

アンソン：命中は29＋５Ｄ！

ＧＭ：こっちは、クリティカルしなけりゃ絶ぜつ対たい当たっちゃう。

ピアニィ：回避にマイナスの効果受けてますから（にっこり）。

アル：いやー、最初に無理して《アヴェンジ》した甲か斐いがあった。

ＧＭ：まったく《アヴェンジ》はかなり効きいてます。

ピアニィ：よかった～。

アンソン：（ダイスを振る）クリティカルはしないが、命中だ。

ＧＭ：《タイダルウェイブ》が命中、〈水〉コンボが発生。津波のような衝しよ撃うげ波きはが走る！

ピアニィ：ざっばぁ～ん。

ＧＭ：ピアニィはコンボ見たことありませんよね。

アンソン：対決のときは使わなかったからなぁ。

ピアニィ：はい。いいなー、仲良さそうだなぁ～って見てます（笑）。

アンソン：で、ダメージだが。《ギルドシンボル》で＋２Ｄ、《パワースマイト》で＋２Ｄ、

《限界突破》で＋10、《ウィークポイント》＋13、《タイダルウェイブ》で＋２……ダメージは69＋６Ｄだ。

ＧＭ：ナーシアへのトスが目的の技なのに、結構ダメージ出ますね。

アンソン：じゃあいきますよ。（ダイスを振る）……おっ、デカい！　ダメージ85点だ！

ＧＭ：続いて、《ダーククロス》どうぞ。

ナーシア：行きます！　マイナーで《レイジ》、そして《ダーククロス》！

ＧＭ：ナーシアの両手の短剣が、交差するような軌き跡せきを描えがき、ベイオネットを切きり裂さきます。では、命中をどうぞ。

ナーシア：（ダイスを振る）うわ、低いな。

ＧＭ：それでも、こっちはもう避けられない。というわけで、ダメージをどうぞ。

ナーシア：今、[image: 122]点喰らっているから……[image: 206]＋８Ｄですね。

アンソン：僕には縁えんのない数字だ（笑）。

ナーシア：《ボルテクスアタック》を宣せん言げん。ダイスは18個こです。ていっ（ダイスを振る）。

アンソン：おおー、いい出目だ。

アル：ダイス目の合計は、78点だ。

ナーシア：というわけで、[image: 284]点です。

ピアニィ：すごーいすごーい。

ＧＭ：で、30点引いて[image: 254]点喰らってしまう。……合計１０４８点。

アル：で、もう一回攻撃と。

ＧＭ：《レイジ》の効果を受けた攻撃がもう一回ですね。命中判定をどうぞ。

ナーシア：（ダイスを振る）惜しい～、クリティカルしない。

ＧＭ：では、ダメージを。

ナーシア：（ダイスを振る）ダイス目は、８Ｄ振って31点。

ＧＭ：合計で[image: 237]点、防御の30点引いて、[image: 207]点。

ピアニィ：こんなの受けてたら、負けてましたね。

アル：コンボだけはさせないように戦ったからな。

ＧＭ：このラウンドは終わりかな？

アンソン：いや、《限界突破》があるうちに《エンカレッジ》からもう一回攻撃をする。

ナーシア：わたしも《エンカレッジ》使います！　そして、残り【ＭＰ】が10点になった状じよう態たいで《祝福》を使います。

ＧＭ：で、ファントムレイダーズのおふたりは【ＭＰ】は満タンと。




　ここで、ナーシアとアンソンがお互たがいに《エンカレッジ》を使用して、もう一回コンボ攻撃を繰くり出だす。ナーシアは《レイジ》の代わりに《ピンポイントアタック》で、敵の防御を無効とした。

　アンソンの《タイダルウェイブ》で68点。ナーシアの《ダーククロス》で、[image: 125]点と[image: 108]点。合計で[image: 301]点のダメージを与えた。




ＧＭ：こっちはまだ大した攻撃してないのになぁ。今のところベイオネットに与えたダメージの総そう計けいが１５８６点。

アンソン：新記録だな、それ。

ナーシア：やれることは、やったよ。

ＧＭ：そして、やっとみなさんの攻撃が終わったのでこちらがオリジナルエネミー特殊能力を使います。名付けて《三回行動》！

アンソン：なんと！

アル：もしかして、クリンナッププロセスに攻撃してくるんですか？

ＧＭ：そうそう。そして、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーで《全体攻撃》、これもオリジナルです（笑）。

アル：シーン全体に武器攻撃か。わっかりやすいネーミングですねぇ（笑）。

アンソン：もうちょっとかっこいい名前にすればいいのに!!（爆笑）

ＧＭ：じゃあ……、ベイオネット・ハイパーストライク！

アンソン：かっこ悪っ（一同爆笑）。

ＧＭ：いいんです！　いきますよー、全員リアクションしてください。

アル：みんな、避さけるんだ（笑）。

アンソン：逃げられねー！（爆笑）

ＧＭ：（ダイスを振る）あっ、ダイス目が低い!?

ナーシア：やっちゃった？

ピアニィ：やっちゃった？

ＧＭ：やっちゃった（笑）。命中は26。

アンソン：《限界突破》中だから、ナーシアは全然平気なんじゃないか？

アル：俺は《ディフェンスライン》を使います。これなら余よ裕ゆうだ。

ＧＭ：ただ、コストは重いぞ。

アル：（ダイスを振る）36で避よけたけど、やっぱりコストが重い（笑）。

ナーシア：（ダイスを振る）回避は22に《限界突破》の＋10があるから32、避けました。

アンソン：こっちは、15＋２Ｄにフェイト２点使って、４Ｄで回避。（ダイスを振る）クリティカルだ！

ＧＭ：アンソンはクリティカル回避か……。ちょっとー、《全体攻撃》が三人に当たらない

ってどういうこと？　ピアニィは当たってくれる？（笑）

ピアニィ：はい、当たっちゃうけど《アヴェンジ》です！

アンソン：どんだけ攻撃特化なんだ（笑）。

ピアニィ：（ダイスを振る）クリティカルです♪

アンソン：……は？

ＧＭ：はいはい、結構でございます。

ナーシア：おもしろーい。

ピアニィ：６Ｄ振りましたからね。

ＧＭ：まず、こっちからダメージ。喰くらうのはピアニィだけか。

アル：なら、《カバーリング》だ。

ＧＭ：よし、《ボルテクスアタック》だ！

アンソン：持ってるのか、そんなの。

ＧＭ：俺だって、それぐらいやるよ。

アンソン：やるな、ロッシュ。

ＧＭ：《ボルテクスアタック》！　いけロッシュ！

アンソン：そうだ、ロッシュ！　それが《ボルテクスアタック》の極意だ！

アル：アンソン、どっちを応おう援えんしてるんだ（笑）。

アンソン：もちろん、ロッシュ。…………あれ？

ナーシア：「あれ？」じゃないでしょ！　あれはロッシュじゃないから!!（笑）

ＧＭ：はいその通りです。いけベイオネット!!（笑）

ピアニィ：アルが死んじゃう～。

ＧＭ：（ダイスを振る）よし、高い。ダメージは、[image: 160]点だ。

アル：それは、《プロテクション》もらっても倒たおれる。

アンソン：あ、そうなの？

アル：しかし、生命の呪符を起動し《ソウルバスター》を宣言。[image: 137]点を返します。

ＧＭ：ぐわ!?　痛いたい！

アル：（ダイスを振る）そして【ＨＰ】３点で復ふつ活かつ。

ピアニィ：アルが瀕ひん死し状態に。

アル：あっ、ところでＧＭ。《ソウルバスター》のダメージは、まさか……。

ＧＭ：ああ、これは物理でも魔法でもなく、攻撃したヤツの【ＨＰ】減へらすスキルなんで、ベイオネットが喰くらいます。

アル：よかった……、思わず宣言してから気がついた（汗）。

アンソン：ふむふむ《ソウルバスター》は有ゆう効こうね。

ナーシア：それはそれとして、ピアニィの《アヴェンジ》の分が。

ピアニィ：お願いしまーす。

アンソン：しかもクリティカルですよ。

ピアニィ：（ダイスを振る）[image: 113]点の〈光〉属性の魔法ダメージです。

ＧＭ：30点引いて83点喰らう。

アル：そして、そろそろ【ＭＰ】がまずい。

ピアニィ：うん。ヤンヤンまで食くい込こみました。

アル：俺も《ファミリア》分まで食くい込こんでるんで《祝福》しちゃいましょう。

ピアニィ：はい。《祝福》を使います！

ＧＭ：ということで１ラウンド目終了。

アンソン：やっとラウンド終了か……。




▼第２ラウンド

ナーシア　　　　　35

ベイオネット　　　30

ピアニィ　　　　　17

アンソン　　　　　12

アル　　　　　　　11




ＧＭ：２ラウンド目セットアップ。ナーシアから。

ナーシア：わかった。セットアップはなし。【ＭＰ】が不安だから。

ＧＭ：ベイオネットは《二回行動》！　初しよ志し貫かん徹てつ！　ピアニィを二回殴なぐる。《アヴェンジ》がくるなら来い！

ピアニィ：がぅ～。

ＧＭ：マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《ハンマーフォージ》。えい！　（ダイスを振る）おっ!?

アル：クリティカルした!?

ＧＭ：やったー！　３個クリティカル！

ナーシア：本気だ、本気を出してきた！

ピアニィ：（ダイスを振る）回避できません。

アル：俺が庇かばうと死んでしまう。

ナーシア：……私も。

アンソン：なら、僕が《カバーリング》だ。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは[image: 136]点だ。

アンソン：じゃあ自分に《プロテクション》。（ダイスを振る）ダイス目が21の、33点軽減。残り【ＨＰ】72点。まだ平気です。

ＧＭ：では、二発目。




　二発目のハンマー攻撃が、ピアニィに襲おそいかかる。ダメージは[image: 127]点。アンソンの《プロテクション》で23点、ピアニィ自身の《サモン・アラクネ》で24点軽減。

　――かろうじてピアニィは立っていた。




ＧＭ：ロッシュ・ベイオネットが笑う。「あと少しだ、もう誰もかばってはくれんぞ」

ピアニィ：もう許ゆるさないんだから！

ＧＭ：ナーシア終わってるんで、ピアニィのセットアップ。

ピアニィ：《ウィークポイント》をかけます。ダメージ＋13してください。

アル：《限界突破》も使いますか？

アンソン：いっちゃえいっちゃえ。

ピアニィ：アル、頑がん張ばろう！　《限界突破》行きます。

アンソン：僕は《コーデックス》だ。

ＧＭ：では、セットアップ終了。イニシアチブプロセスに移うつります。

アル：よし、《カリキュレイト》を使う。

ＧＭ：ここで来るか。

アル：いくぞ！　マイナーで《ファストセット》《スマッシュ》《レイジ》、メジャーで《クロススラッシュ》！

ＧＭ：では、命中判定をどうぞ。

アル：（ダイスを振る）うーん、クリティカルはしない。達成値は51。

ＧＭ：アルの神速の剣がうなりを上げてベイオネットに襲いかかる。どことなく太た刀ち筋すじがナーシアと似にているんですよね（笑）。

アル：同門だから。スキルは違うけどね（笑）。

ナーシア：……アル、本当に強くなった。

ＧＭ：回避は（ダイスを振る）失敗です。ダメージをどうぞ。

アル：《ボルテクスアタック》を使う！　全力で仕し留とめる!!

ピアニィ：はーい。《ディスコード》も使います。（ダイスを振る）。あー、低い。ごめんね、愛が足りない（笑）。

アル：（ダイスを振る）それでも[image: 345]点まで行く。

アンソン：ひゅぅ～。

ナーシア：……そっちの方が仲いいと思う。

ピアニィ：えへっ。

ＧＭ：防御を引いて[image: 315]点受けます。合計が２１２１点。二撃目をどうぞ。

アル：（ダイスを振る）あ、クリティカルした。

ＧＭ：はいはい回避は失敗、ダメージどうぞ（笑）。

アル：クリティカルしたので４Ｄ。紫し電でん剣の効果が発動して、９点だけダメージ上がる。

ＧＭ：では、ダメージをどうぞ。

アル：（ダイスを振る）ダメージは[image: 291]点です。

ナーシア：強いね～、アルは。

ピアニィ：でしょ～。

ＧＭ：メインプロセスで[image: 600]点近くダメージを与えてきますからね。

アンソン：なんじゃそりゃ。




　アルはギルドスキルで【ＨＰ】を底上げしたうえ、生命の呪符で復活した後に《レイジ》を使った《クロススラッシュ》で二回攻撃という戦法を取っている。

　しかし、その必殺の《レイジ》も、これで打ち止めだ。




ＧＭ：次は、ナーシアですよ。

ナーシア：コンボのために待機します。

ＧＭ：では、次はロッシュに取り憑いたベイオネット。メインプロセスで《フェイス：アーケンラーヴ》を自分に使用。一いち応おうダイス振ふろう。

アル：《フェイス：アーケンラーヴ》か。こりゃまたすごいもん使ってきたなー。

ピアニィ：次の攻撃にはリアクションが取れない？

アル：そう。きっとなんかやってくるぞ（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）ま、ファンブルはしませんので、成功。次のベイオネットの攻撃はリアクションできません。

アル：これでシーン全体に攻撃してくるのか。キツいな。

アンソン：でもベイオネットってさぁ……、アーケンラーヴの力を借りていいのかっ!?

ＧＭ：「はっはっは、神をも謀はかるこのベイオネットの変へん装そう能力を見よ～！」

アンソン：きたねー。

ＧＭ：まぁ、ロッシュの取得していたスキルってことで。

ピアニィ：ロッシュはアコライトなの？

ＧＭ：将しよう来らいはパラディンを目指しています。

アンソン：いい子や～（ニコニコ顔）。

ナーシア：……まぁ、後でゆっくり話しましょう。

ＧＭ：というわけで、次の行動はピアニィです。

ピアニィ：普通に《フロストプリズム》だよ。いきまーす。

ＧＭ：どうぞ。

ピアニィ：（ダイスを振る）命中は38です。

ＧＭ：命中です、ダメージを。

ピアニィ：12Ｄを振ります。えい！（ダイスを振る）ええと、[image: 105]点の〈光〉〈水〉属性の魔法ダメージです。

ＧＭ：そして回避はマイナス１Ｄ。以い降こう、ベイオネットはサンドバッグ状態に。

アンソン：別に、ロッシュを殴なぐっているわけじゃないよね？

ＧＭ：魔法の光がぴきゃーん！　と光るたびに、ロッシュの後ろに映うつるもやもやものが削けずれていく感じです。ロッシュはダメージは全然受けていません。

ナーシア：ロッシュがボコボコになったら、嫌いやだもの。

ＧＭ：というわけで、アンソンです。

アンソン：じゃあ、このままさっきのコンボで行きますよ。

ＧＭ：はい、どうぞ。

アンソン：《タイダルウェイブ》！




　アンソンは42点のダメージを与える。そしてコンボが発生、続けてナーシアの攻撃だ。




ＧＭ：現在ベイオネットに与えたダメージは総計２４９９点。

アンソン：いい数字だ。ナーシア、後は任まかせた。コンボの発生だ。

ナーシア：……わかったわ。《ピンポイントアタック》と《ダーククロス》。【ＭＰ】が総計36点減へっちゃうけど。

ＧＭ：では、命中どうぞ。

ナーシア：フェイト使った方がいいかな？

アンソン：ナーシアは、クリティカルするとダメージ上がるから狙ねらってもいいと思う。

ＧＭ：装備しているシャープダガーの効果で、クリティカルすると20点のダメージが追加されるんですね。

ナーシア：まず、５Ｄいきまーす。（ダイスを振る）あ、クリティカル！

ピアニィ：したした、すごーい！

ＧＭ：クリティカルしたら20点増ふえると思い出した途と端たんに……。

アル：意い志しでダイス目を操そう作さしている（笑）。

ナーシア：これで、いくつ振るのかな？

アル：えっとクリティカルしたので、全部で６Ｄを振ることになります。

ナーシア：（ダイスを振る）ということで、全部で[image: 113]点。

ＧＭ：防御素す通どおしだよね？

アンソン：そして《ダーククロス》二発目。

ナーシア：５Ｄ振りまーす（ダイスを振る）。

アンソン：……ぶほっ、クリティカル。

ＧＭ：ええー!?（笑）

ピアニィ：すごーい！

ＧＭ：避けられないので、ダメージをどうぞ。

ナーシア：今度はフェイトを３点入れて、９Ｄ振りまーす。（ダイスを振る）……えっと、[image: 128]点です。

アンソン：つえぇ～。でも、これでからっけつか？

ナーシア：……もう燃もえ尽つきた。

ＧＭ：【ＭＰ】もなくなったようですね。

ナーシア：これで終わり？

ＧＭ：いえ、さっきと同じです（にっこり）。ラウンドの最後に《三回行動》で《全体攻撃》しますよ。

アル：やっぱりなぁ。この攻撃にはリアクション取れない……。

ＧＭ：ええ。あとマイナーで《レイジ》を使用して……、

アンソン：はぁ？

ナーシア：《レイジ》!!

アル：しゃちょ～（笑）。

ピアニィ：ひど～い（笑）。

ＧＭ：こっちもそろそろ危ないんで、勝負をかけます（笑）。名付けて――。

アル：ゴクリ……。

ＧＭ：ベイオネット・ファイナルストライク!!（一同爆笑）

アンソン：かっこ悪いっ！　だめだこりゃ（笑）。

アル：確かにダサすぎる――――いやいや、とんでもない攻撃が来ますから（笑）。今、ダメージ合計どのくらい受けてます？

ＧＭ：２６１２。

一同：……。

ＧＭ：さぁ、受け止めるがいい！　わが渾こん身しんの一いち撃げきを!!

アンソン：よーし、来るがいい!!




　ベイオネットの攻撃は命中、ダメージは２８３０＋５Ｄ！




アル：……何点喰らうことになるんだ？

ＧＭ：（ダイスを振る）合計２８４７点です（笑）。

アンソン：はははは、それは新記録だ！

ピアニィ：初めてですよ、こんな攻撃！

アル：じゃあ《ガーディアン》します！

ピアニィ：あたしも《ガーディアン》します。

ＧＭ：とほほ、もうちょっと削っていればなぁ……。ふたりは大だい丈じよう夫ぶ。そっちは？

アンソン：こっちは、生命の呪符だ。

ナーシア：……私も。

アンソン：そして僕はここで《ソウルバスター》だ！　「ロッシュ、目を覚ませ！」

ＧＭ：……アンソンは何点喰らったことになるの？

アンソン：防御は33点引けるから、２８１４点を叩たたき返せる。

ＧＭ：……えー、総そうダメージが５６４４点となります。

ピアニィ：やったー、やったー（笑）。

アンソン：それ、リシャールでも死んでるよ（笑）。

アル：本当に……、ひどい（笑）。

ＧＭ：さすがにベイオネットは終わりだな。「うわ～～～～～!?」と叫さけぶと、モヤモヤとした影かげのようなものが、きれいに消しよう滅めつしていきます。

ナーシア：急いでロッシュに駆かけ寄よります。




　断だん末まつ魔まとともに、ロッシュに取り憑いていた悪意の塊かたまりは消え失せる。

　糸の切れた人形のように倒れるロッシュを、素す早ばやくナーシアは抱だき留とめた。

　その手で、弟を抱だいたのは何年ぶりだろう？

　だが、ロッシュは―――。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆新たな旅立ち




　ロッシュから、ベイオネットの気配は消えた。

　だが、ロッシュはまだ目を閉とじたまま。

　このまま目を覚まさないのでは？　そんな不安が過よぎった。




ＧＭ：では、クライマックスの直後からです。

ナーシア：……ロッシュは？

ＧＭ：まだ目を覚まそうとしません。

ナーシア：……ロッシュ、しっかりして。

ＧＭ：呼よびかけても、返事がありません。

アンソン：え？

ＧＭ：ステラのときとは違ちがうんですよ、これが。

アンソン：そうなんすか？

ピアニィ：一体、何をしたの？

ＧＭ：ここでベイオネットが、最後の足あ[image: ]がきを「このガキの精せい神しんは、私わたしが乗のり移うつれるように封ふうじさせてもらった。ロッシュは戻もどらんぞ。はっはっはっ……」そして、気配は消えてしまいます。

ナーシア：なんでロッシュだけ？

ＧＭ：ベイオネットは、生きてる人間には簡かん単たんには取とり憑つけないんです。何らかの理由で意い識しきがなくなった人間の身体に取とり憑つく。今まで出てきたのは、バルムンクが作ったホムンクルスばかりですし。

アンソン：そういえばそうだ……。




　バルムンクが研究したホムンクルスについては『アリアンロッド・サガ・アクロス』シリーズで語られている。興きよう味みがある方は、そちらを参照していただきたい。




ＧＭ：ロッシュの精神はどこかに封ふう印いんされています。なので、ロッシュは目を覚ましません。

アンソン：でも、七話の時は、ステラが……。

ＧＭ：ステラはマスターシーンで眠ねむらされてたでしょ。

アンソン：それはそうだけど……。

アル：菊きく池ちさんがやったんじゃないんですか（笑）。

ＧＭ：ステラは、別の方法で精神を封印されたのでベイオネットが憑ひよう依いでき、ヤツを倒たおすと目が覚めた、ロッシュとは事じ情じようが違う。そういうことにしようと思ってます。

アンソン：チェック細かいなぁー（笑）。

ピアニィ：じゃあ、ロッシュ君は眠ねむったまま？

アル：誰だれかが封ふうじられた精神を解かい放ほうするまで、このままってことか。

ＧＭ：それは『ブレイク』シリーズの次回に持もち越こされるってことで。

ナーシア：……ロッシュ、目を覚まして。せっかく姉さんだって名乗れるのに。

アンソン：ロッシュ、目を覚ませ。

ＧＭ：何度呼びかけてもロッシュは返事をせず、眠ったままです。姉だと伝えることもできず、彼かれの気持ちを確たしかめることもできません。

ナーシア：ロッシュ！

ピアニィ：ナーシア……。

ＧＭ：さて、ロッシュをどうします？　どこに連れていきますか？

アル：……マンソン家に預あずけるのは？

ＧＭ：マンソン家で大だい丈じよう夫ぶですか？

アンソン：僕ぼくの実家は、名門だぞう。

ナーシア：……グラスウェルズの中では、もう誰だれも信用できない。

アンソン：おいおい、僕は信用されてないのか……。

ＧＭ：アンソン個こ人じんはともかく、グラスウェルズ王国にバルムンクの影かげが潜ひそんでいることは確かく実じつですから。

ナーシア：……アンソンを信用していない訳わけじゃない。でも……。

アル：アンソンも、ずっとマンソン家に張はりついているわけにはいかないだろうし、そういう意味では信用できないだろう。

アンソン：……ああ、まあな。

ピアニィ：あのお城しろは？　ミネアちゃんのいるところ。

アル：守りは堅かたそうだ（笑）。

ＧＭ：戦争においては鉄てつ壁ぺきを誇ほこる守しゆ備び力りよくですがね、今あそこで動けるのはミネアひとりでしょ？　お手伝い雇やとうわけにはいかないだろうし。

アンソン：城の中に侵しん入にゆうされちゃうと、まったくの無む防ぼう備びに等しいか。

ピアニィ：では、わがフェリタニアへ。

アル：いや、どうだろうか。フェリタニアもバルムンクに狙ねらわれるし、戦せん渦かに巻まき込こまれる可か能のう性せいも大きいことに変わりはない。

ピアニィ：そーかー。

ＧＭ：っていうより、バルムンクに狙われる危き険けん性せいでいえば、大陸のどこにいても安全ではないのです。

アンソン：確たしかに。

ＧＭ：問題は、ナーシアのために、ロッシュのことを命をかけて守ってくれる人物が果たしているのか、ということです。

ナーシア：……心当たりは……ありません。

ＧＭ：まぁ、孤こ独どくな密みつ偵ていとしての人生を送ってきたわけですからね。

ナーシア：じゃ、がっくりうなだれます。「……私にはそんなことを頼たのめる相手はいない」

アンソン：「僕がいるよ！」ってなぐさめる。「カテナやゼパだって、きっと……」

ナーシア：ふふふ、じゃ今までとちょっと違う目でアンソンを見ようかなぁ（笑）。

ＧＭ：だが、グラスウェルズは決して安全ではない……。

アル：そして、話は振ふり出だしにもどる。

アンソン：うーん……。

一同：……。

ＧＭ：ピアニィ様、なんのためにグラスウェルズまで来たか思いだしてください。

ピアニィ：ナヴァール!?

アル：あ！

ＧＭ：まぁ、そんな声が聞こえたような気がしたということで（笑）。

ピアニィ：そうか、いますよっ！　ナーシアのために命をかけてくれる人!!

ナーシア：？

ピアニィ：ロッシュ君は王家の血を引いていますよね？　ナーシアの弟だから。メルトランドに連れていけばいいんですよっ！

アル：それだな。

ピアニィ：というのは、どう？

ナーシア：……オトガルに、ロッシュを預ける？




[image: ]




ＧＭ：はい、オトガルに預あずければ、喜んで守ってくれます、まさに命がけでね。たとえどんな脅きよ威ういが襲おそってこようとも、です。

ナーシア：うーん、グラスウェルズから出る必要はあるからなぁ。

ピアニィ：じゃあ、一いつ緒しよに行きましょう。

ナーシア：……わかった。

アル：そうと決まれば、すぐに出発だ。俺おれたちだって、決して時間があるわけじゃないんだからな。

ピアニィ：はいっ！

アンソン：……しかし、この後ファントムレイダーズはどう動くんだ？

アル：それは、まったく指し針しんはないんじゃないだろうか？　ゴーダ伯はくも、ああいう状じよう況きようだし。

アンソン：きっと、ブランドル伯から何かあるだろうが……それまでは自由に活動させてもらおう。

ＧＭ：では、ロッシュを連れてグラスウェルズを出発するということでよろしいですか？

ナーシア：はい、ロッシュを抱かかえて出発します。

ＧＭ：では、みなさんはグラスウェルズを後にして、国境を越えて行きます。




　東の雄、白竜王国グラスウェルズ――。

　つかの間の訪問であったが、ピアニィは多くを学んだ。

　大陸を平和にしたい、みんなが幸せに暮らせるようにしたい。

　ただこれだけのピアニィの願いを実現するために、解決しなくてはならない問題の難しさを思い知ったのだ。




　しかし、アルディオン大陸の歴史書には、この時期にフェリタニア女王ピアニィがグラスウェルズを訪れたという記録は残されていない。







◆Ending 02◆潜ひそむ影




　暗い部屋の中―――。

　何者かが、報ほう告こくに耳を傾かたむけてる。

　報告しているのは、幻げん竜りゆう騎き士し団だんのひとり―――クレセントだった。




ＧＭ：まだちょとだけ続きます（笑）。最後にマスターシーンが入ります。暗い部屋の中で、クレセントが誰かに報告をしているシーンです。

ピアニィ：クレセント？

アンソン：ゴーダ伯の居い場ば所しよを教えてくれたヤツ。変へん装そうの名人。

ピアニィ：ああ、あの人。

ＧＭ：クレセントが、暗い部屋で誰だかわからない黒い影に向かって報告をしている、そういうシーンです。

ピアニィ：うわ～。

ＧＭ：そして、報告を受けている誰かの声だけ聞こえてきます。「……そうか。ベイオネットは失敗したか」と。

アンソン：……おい。

ナーシア：クレセントが!?

ＧＭ：「ピアニィはグラスウェルズを出たのか？」と聞かれると「はい。四人揃そろって出国しました」とクレセントが答える。

アンソン：こいつが情じよう報ほうを流していたのか？

アル：《偽ぎ装そう情報》を見み破やぶったのは、こいつとリシャールとゴーダ伯しかいなかったし。

ＧＭ：「まあ仕方があるまい。残念ではあるが、私の仕事はピアニィの竜輝石を奪うことではない。このグラスウェルズを手に入れることだ」と黒い影が答えます。

アンソン：くっ、我われ々われのあずかり知らぬところで……。

ピアニィ：黒い影って〝あの御お方かた〟って人？

アル：違うんじゃないかな。〝あの御お方かた〟は菊池さんの設定で、社長は「知らない」って言ってたから。

ＧＭ：はい（笑）。この黒い影の人物は、このあと『ブレイク』シリーズでファントムレイダーズの前に立ちふさがることになるでしょう。

ナーシア：……それにしても……。

アンソン：？

ナーシア：クレセント……、敵てきだったの……。

アンソン：うぉー、これ絶ぜつ対たいゼパ様主人公フラグだ。




　闇やみの中で、クレセントの気配が消える―――。

　グラスウェルズ国内にも、知らぬ間に影は忍しのび寄よっていた。

　いや、あるいはずっと潜んでいたのかもしれない。

　ファントムレイダーズに、新たな危き機きが迫せまっていた。




アンソン：ちょっと！　これ『ブレイク』シリーズじゃないからっ!!（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：ということで、今日はこれで終しゆう了りようです。

一同：おつかれさまでしたー。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

第八話「白竜王国の光と影」

―ＦＩＮ―













ＥＰＩＬＯＧＵＥ






　帝てい紀き八一二年一二月―――。

　エストネル王国にて、メルトランド戦役……その停戦会談は行なわれた。




　エストネル国王エル・ウォーデンは、本戦役の背はい後ごに〝不正な陰いん謀ぼう〟があったものとしてこれを認めず、結果としてレイウォール・グラスウェルズ両国は旧きゆう国こつ境きよう付近までの撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた。

　それはこの戦いにおいて、統とう一いつ帝の移い動どうはないとの裁さい定ていを意味するものだった。
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　また、メルトランド女王スリスと、フェリタニア女王ピアニィが主しゆ張ちようする連合王国について、各国が激はげしい非難を両女王に浴びせかけたのは当然のことであろう。

　レイウォール、グラスウェルズに比肩しうる巨大な勢力が、大陸の中央に出現すること……大陸全土への影響を考えれば、おいそれと認められようはずもない。

　議会は、これを認可しない方向に落着しようとしていた。

　だが、ピアニィの示しめした竜りゆう輝き石せきを見たエル・ウォーデンは諸国の主張を棄却、鶴つるのひと声でそれを認みとめる決定を下した。

　会談記録によれば、この寡か黙もくなエストネル国王がピアニィを一瞥し、

「……母上によく似にておられる。よく務つとめられよ」

　―――と、言葉をかけたとある。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　本会談により、白竜王国の侵攻から始まったメルトランド戦役はここに終わりを告げた。

　だが、大陸に第三の巨大勢力を生み出すきっかけとなったこの戦いが、世界に次なる争乱をもたらす序章にすぎないと……この時の誰が予想しえたであろうか？

　そして会談より五日後―――




　アルディオン大陸は、新しい年を迎むかえた。











超あとがき＋解説







菊池たけし






「強敵」と書いて、「友」と読む―――。




　昔、どこかのえらい先生がそう言った。

　今回の本で私は、その言葉が真実であると実感したわけで―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　さて、菊池たけしと鈴吹太郎の共著でお贈りした『アリアンロッド・サガ・リプレイ④　裏うら切ぎりのマリオネット』―――いかがであったろうか！

　前巻『殺意のエトワール』を受けて成立した、パーティをシャッフルしての冒険行。

　一度は死闘を繰り広げた者同士が手を結び、さらに巨大な敵に立ち向かうこと―――この王道的な展開もまた、サガ・シリーズを始めたころからずっとやってみたかったことだ。

　念願だったこの展開、実際にやってみたはいいものの―――思いもよらぬ障害にぶつかることになった。

　そうっ！　なにが悲しくて共著の相手である『ブレイク』シリーズの著者・鈴吹太郎と、大人げない意地の張り合い＆なすりつけあい＆殴り合いをしなければいけないのか……っ！

（……いや、これまでの巻でもずっとそうだったんですが）

　しかし共著ともなると、そのへんが実に顕著だったわけで―――。

　三巻の流れを受けているゆえ、それぞれのパーティに初めから目的があったのは、みんなも知っているとおりだ。

　私が担当する第七話では〝ステラの救出〟、鈴吹が担当する第八話では〝ロッシュの解放〟……共に「敵地に潜入してＮＰＣを救出する」というコンセプトだ。

　それゆえ、いかに相手とちがうネタを突っ込むか、お互いがお互いをどう出し抜くか……水面下で激しいバトルが繰り広げられていたわけで……。

　まあ、くわしい内容は本編の方を読んでもらうとして……基本ラインは同じ流れのシナリオでありつつ、ＧＭの個性がそれぞれに出た二作になっていることと思う（笑）。

　あ、念のために言っておくと、激しく張り合いはしたが、足の引っ張り合いはしてないぞ。

　なにせ我々は、ふだんは実に仲がいいからね。うん。とても。ほんとに。

　……それではここで、恒例の各話解説をそれぞれの執筆者の手でお贈りしよう。




▼第七話

　前のページに引き続き、第七話「ステラ奪回」については、菊池たけしが説明していこう。

　実はシナリオを作る時、まず最初に悩んだのはこのセッションの目的について。

　〝ステラの救出〟は〝無印シリーズ〟としては当然のことだが……問題は、こちらの担当するＰＣにカテナがいたこと。前巻までの流れで、ステラを捕らえているのはハーリング伯……すなわちカテナの仇であるベイオネットということは確定していた。仮にも『無印』と名のつくシリーズで、『ブレイク』側ＰＣのモチベーションを解決するような話を作ってしまっていいのか、と考えたのだ。

　これは結果として事前に鈴吹と相談の上、その了承を取っていることはお伝えしておこう。

　そして問題その２―――いざ、シナリオを作り初めて頭を抱えたのは……「萌えが足りないこと」。なにせパーティメンバーが、ナヴァール、ベネット、ゼパ、カテナという亜人パーティで、ふたりの女性キャラのうち、カテナは私にとって「萌え」というよりは「燃え」、もうひとりは女性というよりはむしろ、「性別：ベネット」というべき代物。やはり男性読者の数を考えれば女性キャラは大事だ（前巻のアル×ナヴァールみたいな萌えも好きだが）。なので、今回は持てる萌え根性の九割五分をステラに込めてみた。いかがだったろうか（笑）。

　なお、エンディングシーンでステラがフェリタニアに参加するというくだりは、ナヴァールが言い出さなければ私が言おうと思っていたのは言うまでもない。




▼第八話

　第八話のＧＭ、鈴吹太郎です。読者のみなさん、お楽しみいただけたでしょうか？

　今回のシナリオの目的は、ゴーダ伯に人質同然となっているナーシアの弟ロッシュを自由にすることです。これは『ブレイク』シリーズでいつかは解決しなくてはいけないモチーフでした。ええ、もちろん（笑）。それが予想外の展開により、無印シリーズの一遍として、このような形で実現することになろうとは……。

　そこで、わたしはもうひとつのテーマをシナリオに持たせることにしました。「大陸を統一し、平和をもたらす」という高い理想をかかげたピアニィに、彼女の知らないグラスウェルズという国の事情を見聞してもらうというものです。

　ですからミドルフェイズでは、ストーリーの本筋とは必ずしも関係がないＮＰＣやイベントが展開します。これらの出会いと経験が、ピアニィ陛下により広い〝世界〟という視野を持つきっかけとなってくれることでしょう。

　――あれ？　これはナヴァールの視点だ（笑）。

　個人的には、ペンダントに象徴される、ピアニィとナーシアの心の交流を大竹さんと小暮さんが積極的にプレイしてくれたのが、一番嬉しいことでした。読者のみなさんにも、クロスオーバーの醍醐味を感じていただけたなら、これ以上の喜びはありません。

　次巻はまた『ブレイク』シリーズにもどりますので、またそこでお会いしましょう！

　……さて、ここで再びマイクは菊池に戻る（笑）。

　そろそろ紙面が少なくなってきたので、締めに入ろう。

『無印』と『ブレイク』……前巻で合流を遂げたふたつの物語は、次巻で再びそれぞれの道に戻り、個々に話を紡いでいくこととなる。

「お祭りは終わった」―――そう思う方がいるかもしれない。

　だから、あらかじめ断言しておこう。




『祭りが、最後の最後まで続くのがこのリプレイシリーズである』




　―――と。

　本リプレイシリーズは、平行する四つの物語（ノベルをあわせると五つ）がお互いに絡み合い、進んでいくという作品だ。『無印』に密接に関連する『デスマーチ』シリーズは始まったばかりだし―――なによりも『アクロス』シリーズが時代もキャラレベルも、『無印』に追いついてきたではないか。そして、ここではまだ明かせないネタもある（断言）。

　ぜひ、続刊（次は『デスマーチ②』とファンブック）をお待ちいただきたい。





―――二〇一〇年二月某日　菊池たけし












アリアンロッド・サガ・リプレイ④




裏切りのマリオネット








菊池たけし・鈴吹太郎／Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．
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